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浪岡城跡の発掘調査事業も昭和53年度から数えて 5年目を終了し、このたび

昭和57年度調査分の報告書を刊行できますことは、城跡に対する歴史的意義と

文化財価値の高まりがあったからこそと思われます。これも町民各位ならびにゃ

発掘を御支援いただきました関係各位の浪岡城跡への熱い声援があったればこ

そと、深 く感謝申し上げる次第です。

発掘調査によって検出されました遺構や遺物は、浪岡城跡が北畠氏居城とし

て津軽に君臨 した中世という時代を反影 して、多種多様な生活の痕跡を私たち

に教えて くれます。このことは、遠く祖先の遺産を受け継ぐ現代の私たちにと

って、貴重な文化財としての認識を再発見させてくれます。

今後は、浪岡城跡を「史跡公園」として整備し、長く後世に伝える作業も発

掘調査と併行 して進めなければなりません。関係各位の旧に倍 しての御指導を

賜りますれば幸甚に存 じます。

昭和59年 3月

浪 岡 町 教 育

教育長

会
　
上

国貝委
　
村 良  民
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1 本書は、史跡浪岡城跡環境整備計画策定のため昭和57年度に実施 した発掘調査の報告書で

ある。

2 発掘調査は、国・ 県の補助を受け、総事業費 12,000,000円 で浪岡町・浪岡町教育委員会

がおこなった。

3 本書は、本文 6項目、挿図 (Fig。)68枚、図版 (PL.)60枚、表 (Ch)77、 付図 3枚で構

成し、編集は工藤清泰がおこなった。執筆はVを三辻利一氏が、他は工藤がおこなった。

4_遺構の略称は次による。掘立柱建物跡 (SB)、 竪穴遺構 (ST)、 井戸跡 (SE)、 土

塁跡 (SA)、 溝跡 (SD)、 性格不明遺構 (SX)、 焼土遺構 (SF)

5 表 (Ch)中 の遺物記号は、 P(陶磁器類)、 F(金属製品)、 S(石製品)、 M(木製

品)、 C(古銭)であり、発掘年度、グリッド名、遺構名、層位または覆土・床面等の出

土層、遺物ナンバーの順序で記載するよう努めた。

6 挿図の中で方位を示すものは、すべて磁北を示している。

7.本書では、遺構別の出土陶磁器類を写真で載せるように努め、遺物の項目では実測図を主

体に報告した。陶磁器については「浪岡城跡Ⅲ～V」 を参照ねがいたい①

8 奈良教育大学三辻利一氏から「浪岡城遺跡出土珠洲系土器の胎上分析」という玉稿を賜っ

た。記して感謝申し上げる次第である。

9,遺物の整理、写真撮影、図版・挿図・表 。付図の作製にあたっては下記の補助員によると

ころが多大であった。記して感謝申し上げる次第である。

斎藤とも子、常田紀子、唐牛芳光、伊藤圭子、有馬千枝子、坂本里見、成田和佳子、対馬

桂子

10.英文説明については浪岡町立病院勤務棟方牧人氏の協力に拠るところが大きかった。記し

て感謝申し上げる次第である。

H.本書を作製するにあたり、下記の関係機関、協力機関、各位から御指導を賜った。記して

感謝申し上げる次第である。 (敬称略 )

文化庁記念物課、青森県教育委員会文化課、青森県埋蔵文化財調査センター、八戸市教育

委員会、弘前市教育委員会、東北歴史資料館、上ノ国町教育委員会、福井県立朝倉氏遺跡

資料館、瀬戸市立歴史民俗資料館、三上次男、
,矢部良明、藤沼邦彦、大橋康二、高嶋幸男、

鈴木重治、戸沢武、西田宏子、垣内光次郎、青柳洋治、昆野靖、吉岡康暢

口
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PL.1 浪岡城跡航空写真
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I 調査に至る経緯

本年度の調査は下記の調査要項に従って実施した。

昭和57年度史跡浪岡城跡発掘調査要項

1.調査の目的

浪岡城跡は、北畠氏居館として浪岡町民の精神的柱石となっている中世城館である。浪岡町

では、将来「史跡公園」として整備する計画に拠って昭和53年から発掘調査を継続、環境整備

における基礎資料を得るための調査である。

2.調査期間

発掘作業  昭和57年 6月 1日 ～10月 30日

整理作業  昭和57年 11月 1日 ～昭和58年 3月 25日

3.調査対象区域と面積

青森県南津軽郡浪岡町大字浪岡字五所 (浪岡城跡北館 )

3,000 だ

4.調査員等

調査顧間  席尾 俊哉   (前 )弘前大学教育学部教授(現国立歴史民俗博物館教授)
〃   村越  潔   弘前大学教育学部教授
″    佐々木達夫   金沢大学文学部助教授

〃    高島 成侑   八戸工業大学助教授

調 査 員  宇野 栄二   浪岡町文化財審議委員
〃   葛西 善一   常盤小学校教諭
〃   佐藤  仁   弘前高等学校教諭

″   奈良岡洋一   藤崎園芸高等学校講師

〃   三浦貞栄治   浪岡高等学校教諭

5 調査協力員等

調査協力員  永井治、三浦寿徳、間山祐司、対馬幸彦、中村真理子、三橋容子、

羽沢多鶴子、小倉睦子、相田陽子、伊藤康子、宮城恵美、浜中鶴美

阿部禎子、天内俊英、津川賢、斎藤豊

調査補助員  唐牛芳光、坂本里見、有馬千枝子、斎藤とも子、成田和佳子、常田紀子

葛西静枝、伊藤圭子、伊藤フサ、佐藤芙美子、木村美代子、雪田朝彦

調査作業員  石沢ムッ、工藤初江、山内ヤエ、常田節子、長谷川春雄、津川百合子

工藤ツソ、木村栄子、猪股みつえ、三浦秋子、山平 リエ、古村光子
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6.

7

小笠原昭子、長谷川ちよ、奈良岡英子、奈良岡きぬ、鎌田アサ、長利 ミツ

村岡せい子、奈良岡昭江、山田ヒロ子、斎藤カチ子、佐藤ヒサ、太田勝朗

調査主体者

浪岡町  青森県南津軽君1娘岡町大字浪岡字稲村 101の 1

調査担当者 (事務局)

浪岡町教育委員会 社会教育課

教育長 村上 良民

社会教育課長  中畑 康一

社会教育係長  常田 典昭

主 事 工藤 清泰 (主担)

〃      長谷川 理

〃      成田 和子

調査方法

平場はグリッド方式による平面調査とし、掘跡はトレンチ方式による規模確認調査とする。

報告書の刊行

浪岡町教育委員会が作製、刊行する。

Fig。 1 浪岡城訪全体図

史跡指定地面積 215,800 Hf

公有地面積   188′ 900 Hf

館

館

館

館

楽

新

東

猿

北

15′ 4804f
5′ 4001f
3′ 750ぜ

15′ 4504f

‖棚‖平場

5,内   館  7′ 890ぜ
6 西  館  13′ 830ぜ
7.検 校 館  8′ 550ご
8.無名の館  22′ 2mぎ
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Ⅲ 調査経過 (調査 日誌より)

5・ 25 発掘調査員打ち合せ会。本年度の調査にあたって、遺構検出時の注意事項や年間調査

計画を確認する。

6・ 1 発掘作業開始。雨のため、作業に必要な器具・器材の準備をする。

6・ 2 仮グリッド設定。」・KoL-50区の表土剥ぎ開始。J・KoL-48・ 49・ 50・ 51区をA区 とする。
6・ 9 遺構の検出が多くなる。 (S B21・ S T 153～ 157・ S X98な ど)

6・ 15 完掘した遺構から実測、 レベリングを始める。 (A区 )

6・ 22 F・ G-49・ 50区の表土剥ぎ開始。C・ D・ E-49・ 50・ 51・ 52区を加えB区 とする。

7・ l AttS E61の 木枠内より染付皿(PL.33-1)が出土。取り上い ると,訳I動 となる。

7・ 5 S E61の実測を終了し、木枠を取り上げる。この頃から暑さが続く。

7・ 13 A区の実測、レベリングが終了し、発掘の主体はB区に移る。C50区から土塁・柵列

状の遺構 (SA05)、 E51・ 52区からS B12の 未調査部分柱穴を検出、E・ F50区

では白色粘土とともに黒漆塗りの革札が出上し、一部に金箔が認められた。

7・ 28～30 児童による発掘調査。 (PL.2)刻 学ヽ校 5・ 6年生を対象にした体験学習。

8・ 2 H・ I・ J-42・ 43。 44・45・ 46区の調査も始める。C区 とする。

8・ 3 夏休み中とあって弘前大学学生の応援も得て、作業は順調に進む。

3・ 10 B区・ C区における各種遺構の堀り下げ、実測が続く。

8015 144区 のS E67よ り木枠を検出したが、遺物はたいして多くない。

8016 H43区 S X 121を掘り下げる。各種陶磁器、石製品、鉄製品の他に床面に近い部分か

ら、鶴文様の漆器片や「大上」「叶」の文字がある漆器椀も出土した。

8 019 S E67木枠の取り上げ終了。C区を主体に調査を進める。

3・ 26 H・ I-42。 43・44区で検出した柱穴から掘立柱建物跡の推定をおこなう。 S B23・ 26は 5

間×7間 と同規模であったが長軸に相違がみられた。他にも2～ 3棟確認。

9・ 8 C区の各種遺構は、ほぼ掘り下げが終了し一部は実測も始める。

9・ 14 B区を縦断するS D61(平安時代末期)の掘り下げを開始。中世の遺構面との重複が

激しいため、遺物の取り上げは慎重にならざるを得ない。

9・ 15～ 10・ 11 現場担当の工藤が総理府青年海外派遣団員として中国を訪問。この間、実測

作業を中心に進める。

10・ 26 現場説明会を開催。

10・ 29 現場作業を終了し、整理作業を始める。

※出土遺物 。実測図面 。写真等は、浪岡町教育委員会で保管している。
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Fig,2 グリッド配置図と発掘区

PL.2 児童による発掘調査



Ⅲ 検出遺構 と主な遺物

本年度の調査て検出した遺構には、掘立柱建物跡 。竪穴遺構・井戸跡 。溝跡・土塁状遺構・

性格不明遺構などがあり、明確にその遺構の性格を理解できるものは掘立柱建物跡・井戸跡以

外困難な状況にある。特に、竪穴遺構の場合、遺構確認から掘り下げの段階で出止遺物を識別

しなければならないため、遺構番号を付して掘り下げるのであるが (た とえば ST)、 柱穴を

有せず上部構造がはっきりしない遺構になった場合、本調査で意図 している竪穴遺構 (ST略

称)と は認定されない場合もある。本報告にあたっても、遺構別の概念を明確にして対処すべ

きであろうが、遺構 。遺物の整理が事務的に煩雑になるため、遺構略称の通 し番号順に報告 し、

まとめの段階で整理してみたいと思う。

また、遺構の中では構造上の特色、出土遺物の特色、その他特記事項のあるものを中心に報

告し、他の遺構については検出区・規模等を述べるにとどまることをご容赦いただきたい。

1.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、A・ B・ C区あわせて 7棟以上検出した。 しかし、調査によって検出され

た柱穴群からすれば、建物跡として配列できる柱穴はあまりにも少なく、城館内での明確な遺

構把握が困難な状況にあることを暗示 している。今回、掘立柱建物跡として認定 したものは、

規模が 2間 ×3間以上のものに限定 し、遺構の重複によって柱穴が消滅している場合でも存在

した可能性を考慮 して報告する。

S B20(PL.3・ Fig.4。 Ch.1)一 E・ F49・ 50・ 51区検出。長軸 7間、短軸 5間の規模を

有 し、長軸方向はE-17°一 Nである。付属する柱穴は、ほば方形の掘り方を呈し一辺50cll前 後、

深さは50～ 60clllぐ らいのものが多い。東側および西側に庇状の部分があり、 2間 ×3間の部屋

が 2つ、 3間 ×3間の部屋が 1つ配置されるようであり、また南側西部分に 1間 ×2間の張り

出しが存在 し、出入日部分と考えられる。柱穴間の寸法は、平均 201.8cmで ある。柱穴からの

出土遺物としては、増鍋 。羽口。鋳型 。鉄釘 。染付皿・不明銅製品等があり、本建物跡の範囲

に含まれるS X lll出土の革札等も関係ある遺物と考えることもできる。重複する遺構には S

B12(新旧不明)S X 104(新 )が存在する。

S B21(PL.3・ Fig。 4・ ch.2)一 J・ K51区検出。長軸 4間、短軸 2間の規模を有し、

長軸方向はN-5°一Wである。柱穴の形状は方形基調であるが一部円形を呈 し、大きさは一

辺40cm前 後、深さ40～60cmぐ らいのものが多い。柱穴配置は北半が 2間 ×2間の中央に柱穴

(Pit 5)を配するのに対 し、南半はみられず、偶然かもしれないが S T 155がその中にす

っかりおさまっている。柱穴間の平均寸法は、 210 8cmで ある。柱穴から鉄釘が 1点出土し

- 6 -



ている以外遺物はなく、重複する遺構 S X93‐ S X81(共 に旧)は本遺構より古い時期のもの

である。

S B23(Pと,3・ Fig 5。 Ch 3)一 Ho I oJ42・ 43区検出。長軸 7間、短草由5間の規模を

有し、長軸方向はN-20° 一Wである。柱穴の形状は方形であり、一辺65cmぐ らいの大きさ、深

さは50～20cllぐ らいと格差があるものの、それは遺構確認面が後世削られていたためで、平均

すれば30cm前後が多い。柱穴配置は、南側の 4間にて東 。南 。西側に一間の庇を廻 らしている

以外、北側部分では遺構の重複等によって明瞭に配置を確認できなかった。柱穴間の寸法は平

均 195.O cmで ある。重複する遺構としては S X 120。 S X 121(新 )と S T 170。 S X 138

(旧)があり、柱穴内から青磁・ 染付・ 鉄釘・ 銅製品 。銅滓・ 古銭等が 1～ 2点出上 して

いる。

S B24(Fig。 6・ Ch 4)一 I・ J43・ 44区検出。長軸 (東西方向)5間、短軸 (南北方向)

5間の規模を有すると考えられるが、明確に確認できなかった。東西方向は 6間 ぐらいになる

可能性もある。東西方向はE-28°一 Nで あり、柱穴配置も最小単位 1間 ×2間が東西 4、 南北

2の集合によつて構成されていることから、建築上住居的なものではないと推定される。柱穴

は方形基調であり、一辺50cmク ラスのものと一辺35clllの ものに区別でき、深さもそれぞれ対応

がみられる。柱穴間の寸法は平均 1 96 8 clllである。出土遺物はない。

S B25(Flg 7・ Ch 5)一 144区検出。長軸 6間、短軸 4間の規模を有 し、長軸方向はE

-35°一Nである。柱穴は方形基調で掘られているが一般に不整形を呈するものが多 く、平均一

辺 42.l cm、 深さ 48 2 clllを 示す。 Pit 16～ 19、 Pit 21～ 27の 2間 ×3間の構造をベースに規模

を拡大したような建物跡であり、南側に庇状の部分が存在する。柱穴間の寸法は平均 197 5 clll。

柱穴内から鉄砲玉 (PL 56-2)と 古銭が 1枚出土 している。

S B26(Fig.8・ Ch.6)一 H・ 143・ 44区検出。長軸 7間、短軸 5間の規模を有 し、長軸

方向はN-30°―Wである。柱穴は方形基調であり、一辺 43 9 cIIl、深さ 41 4 cmん平 均である。柱穴

配置から、東西南北に庇を有 し、 3間 ×5間の母屋に 2～ 3の部屋割りが存在するようである。

柱穴間の寸法は平均 197.8 cmで あり、柱穴内から青磁・染付・鉄釘等が出土 している。重複す

る遺構として S B23、 SX 123(新旧不明)があり、特にS B23は長軸方向だけが相違するだけで、

規模・柱穴配置は近似 しており注目される。

S B27(Fig 9。 Ch.7)一 H o 145区検出。長軸 4間、短軸 2間の規模と考えられる。長

軸方向はN-24°―Wで あり、柱穴間の平均寸法は 198 1cmで ある。柱穴の形状は方形基調であ

り、一辺あたりの平均 50 3cm、  深さは 48 1cmを示 し、柱痕と考えられる掘り込み部分が半数

近 く存在する。重複する遺構としては、 S X l19・ 131(新旧不明)がある。
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以上の掘立柱建物跡以外に、柱穴の配列および建物跡等の存在が推測される地域は、H・ I

44・ 45区の区域とE・ F・ G49・ 50区などがあり、さらに検討を加える必要がある。
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Fig. 3  S B2嘆測図
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PL.3 掘立柱建物跡

偉)S B20全景 (西側から)

(b)S B21全景 (1ヒ側から)

(C)S B23全景 (北側から)
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Fig. 4  S B21実 測図
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Fig.5  S B23実 測図
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Fig.8  S B26実測図
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2.竪穴遺構

S T 153(PL. 4 ・ Fig.10・

Ch.8)― 」・ K51区検出。長

軸 307 cIB、 短軸 282 cm、 深さ

51.2 cm。 柱穴はPit l～ P it

6ま でが基本配置であり、東西

壁端に3個ずつ並ぶ。 S X81(

旧)と 重複 し、覆土は自然堆積

の状態を呈する。

出土遺物には、青磁 (2～ 5

・ 7)染付 (8～ 10。 13)白磁

(14～ 16)唐津 (11・ 13)瓦器

(1・ 6)美濃灰粕 (24)美濃

褐釉 (20)天 目 (18)蛇拌褐 (23

)の他鉄鏃(PL.54■ 5,PL.55

-14)、 鉄釘、鉄砲玉(PL 56

-4)な どの鉄

製品も多くある。

本遺構の特徴

は、陶磁器の中

で唐津皿の出土

と、染付碗 (9)

および染付碁笥

底皿 (13・ Fig

55-1)の見込み

文様が現在まで

出土 したものの

中には見あたら

ないという点で

ある。

S T 154→ S

E60へ変更。

PL.4  S T 153

(a)全景 価 側から)

回
　
出
土
陶
器
類

Fig.10 S T 153実 測図

―- 22 -―
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S T 155 (PL`5 0 Fig.11・

Ch, 9)

K51区検出。長IHn 383cm→ 短

軸 322 ca、 深さ66.5 cmの ほぽ正

方形プランを量する。 Pit l～

Pit 8ま でが付属する柱穴と考

えられ、南北中央部のPit 4と

Pit 8が比較的規模力羽 さヽいた

め、他の 6個が主柱穴になるの

であろう。 S X93(1目 )と重複

し、さらにS B21(Fig.11の ス

クリーントーンの柱穴)が周囲

をめぐる。新 1目関係は不明であ

る。覆土中間には粘土を含んだ

土層が認められ、その中からの

出土遺物も多い (PL.5引 a)。

出土遺物は多量に存在する。

陶磁器については、青磁皿 (

16)が 1点、白磁皿 (19～21)

同小郭 (22)、 染付碗 (10)同

皿 (11・ 12・ 14)、 美濃灰釉皿

(17・ 18)同褐釉皿 (2・ 3・

8)瀬戸鉄釉茶入 (7)、 天目

碗 (4)、 唐津皿 (9・ 13・ 15

・ 23・ 24)、 括鉢 (1・ 6)な

どがあり、青磁の量が少ないの

に対して染付はいわゆる万暦タ

PLi 5  S T 155

完掘状態 (東側から)

イプのものが入り、唐津の量が多いという特徴が存在する。

金属製品には、鉄釘、鉄 (PL.54-18)、 鎌 (PL.55-2)、 木質部が付着 している鉄製品

(PL.54 34)、 小柄 (PL.56-7)、 不明鉄製品、不明銅製品、鉄滓、銅滓があり、石製品

には石鉢、硯 (PL.58-3,Fig 61-3)、 火打石、古銭は総計13枚 (元豊通宝・元祐通宝
。無

文銭など)、 漆器被膜などが出上 している。

(a)遺物出土状態 (南側から)

(C)S X93
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Fig.1l S T 155・ S X93実測図

S T 155の 覆土堆積と遺物の出土状態をみると、隣接するS T 153や S E61と の類似が認め

られる。それは、16世紀最終末期の特徴とされる唐津および万暦タイプの染付が共伴して出土

するという点である。現状では、鉄製品・銅製品・石製品等による年代区分は無理な状況にあ

るため、必然的に陶磁器主体の年代観を優先させている。その中で、注意すべき点は、陶磁器

が伝世的要素を強く含んでいるということであり、このような遺構出上の陶磁器片は廃棄の時

点でそれ以前の特徴を有する陶磁器片をかなり数多く包合している事実を考慮しなければなら

ない。その上で、廃棄時期を特徴づける器種・器形を充分に把握する必要性がある。

Ｐ
□

Ｐ‐４
∩
細
レ
門

Ｐ‐５体［膨肛中Ｐ７

s8 ◎P19
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PL.6 S T 155出土陶磁器類

5■

染付碗 (10)は S T 153か ら出土した破片 (PL.

4-9)と接合した。このような例はたまたま確

認されており、おのおのの遺構の廃葉時期が近似

した状態であると考えている。

また、陶磁器における各器種の構成が類似して

いる場合も、同様の状況にあったと推測できる。
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S T 156 (PL.7 ・ Fig.12・

Ch.10)一 J・ K50区検出。長

軸 246 cm、 短草由240 cm、 深さ55

clllで正方形プランを呈する。

Pit l～ Pit 4の柱穴が四隅に

配置されており、 Pit lに隣接

して 8個の川原石か床面直上で

集石 している。覆土は自然堆積

の状態を呈 し、他の遺構との重

複関係はみられない。

出土遺物としては、青磁碗 (

1～ 3)、 染付碗 (4)同皿 (

5～ 7)、 美濃灰釉皿 (8)、

増鍋 (9)等の陶磁器類の他、

鉄製品として鉄釘 6、 不明鉄製

品11、 鉄滓 3、 銅製装飾品(PL.

56-12)が床面から、古銭が 2

枚 (判読不能)などがある。

鉄製品については腐蝕が激 し

いためどのような機能を有する

ものなのか理解できないものが

多く、鉄滓等の出土とあわせて、

本遺構を特徴づけている。

S T 157(PL.8 0 Fig.13・

Ch。 11)一 J48・ 49区検出。長

軸 5ヽ52 clll、 短軸 465 cm、 深さ77

clll、 南側東部分に階段状の出入

口を有 し、方向はS-6°― Eで

ある。柱穴配置は長軸方向が 5

間、短軸方向が 4間を呈するが

基本配置は 3間 X2間であり、

それぞれ中間に補助的柱穴を配

PL.7  S T 156

(a)全景 (南側から)

出土陶磁器

喜
1

般

れ

藤
丞
９守

盈
癬
鵜
ざ

期
が
速

Fig.12 S T 156実測図
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PL。 8  S T 157 したものであろう。すなわち、

出入部分に関連する柱穴が Pit

lと Pit 2、  夕豆草由が Pit 3、 Pit

5、 Pit 8、 Pit14、 Pit18、 Pit

20、 長軸方向が Pit 8、 PiHα

Pit 12、  Pit 14、  Pit 20、 Pit

22、 Pit 25、 Pit 3の構成と考

えられる。 S B19(新 )、 ST

158(新)との重複関係がみら

れ、覆土は自然堆積の状態を呈

する。

出土遺物には青磁碗 (14・ 19

)同香炉 (20)、 白磁皿 (11・

12)染付皿 (13・ 25)、 中国産

と思われる鉄釉壷 (2～ 8・ 24

)、 瀬戸壷 (9)同甕 (10)、

美濃灰釉皿 (15～ 17、 26～ 28)

唐津皿 (21)、 信鉢 (22)、 瓦

器手焙り (1)、 増塙 (29・ 30)

などの陶磁器類。鉄釘 9本 (PL.

54-26な ど)、 小札 (PL.54-

11・ 13)、 火打金、鉄鍋、不明

鉄製品 6と ともに鉄滓 1、 銅津

が18も出上 している。古銭は治

平元宝ただ 1枚、石製品では石

鉢が 1点出土 している。

本遺構は、規模の大きさとと

もに対蝸や鉄滓の出土および中

国産と考えられる鉄釉壷 (二次

焼成痕あり)の出上に特徴があ

る。

倒
　
全
景

（南
側
か
ら
）

PL.9 S T 158全 景 (南側から)
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S T 153(PL 9・ Fig,13・ Ch.11)一 」49区検出。長軸 195 cm、 短軸 185 cn、 深さ54cm、

南壁東側に舌状スロープの張り出しを有する。柱穴配置は 2間 × 1間で S T 157(旧 )と重

複 している。

(:||:i三::糎棧と:暑糧癸盈)
Fig,13 S T 157・

ロ

S T 158実測図

口 o

醜
諷
盟
　
　
「

口
、。
　
　
　
　
Ｓ

P砂

m       2

P31o P22

S T 158

P

40    P39
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S T 161(PL.10・ Fig.14・ Ch 12)一 E50区検出。掘り下げ後、 2基の竪穴遺構が重複 し

ていることがわかりST 161 Aと S T 162 Bに 区分 した。・

ST 161 A―長軸 335 cn、 短軸 273 cmの 長方形プランを呈 し、深さは54clll。 東壁南側舌状ス

ロープの張り出しを有 し、その方向はE-8°一 Nである。柱穴配置は長軸方向 3間、短軸方向

2間を呈 し、 Pit l～ Pit 10ま でが付属する柱穴である。覆土は人為堆積の状態を呈 し、 ST

161B(旧 )と重複している。

ST 162 B―長軸 292 cm、 短軸 (262)clll、 深さ40cm。 柱穴配置は明確でなく、Pit16・ Pit

18 C Pit 19・ Pit 21・ Pit 22・ Pit 24の 1間 ×2間が付属するものであろうか。覆土は暗褐色

PL.10 S T 161

S T 161 A全 景

(西側から)

(C)S T 101出土陶磁器類(b)ST 161 B全 景 (南 lRIか ら)
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Fig.14 S T 161 A・ ST 161 B実測図

上に黄褐色砂質土を含む単層であり、北側で S T 161 A(新 )南側で S T 177(新旧不明)と

重複 している。また、東壁南側が他の遺構と重複 しているため明確でないが、東側に張り出す

出入田部分が存在 した可能性もある。

S T 161 Aお よびST 161 Bか ら出土 した遺物は、分布状態が未整理の段階なので一括 して

報告する。陶磁器では、青磁碗 (4・ 6)同皿 (5)、 染付碗 (2)同皿 (1・ 3)、 美濃灰

釉皿 (7～ 9)、 悟鉢 (10011)、 越前甕 (12)があり、土器では、瓦器手焙り脚部 (13)、

増塙 (14～ 16)、 溶解物 (17～ 19)がある。鉄製品では、鉄釘14本、鉄滓 2があり、銅製品で

は不明銅製品 1、 熙寧元宝 1がある。

S T 162-欠 番

＞
∫
　
ｍ

帝 ::υ  P2 P3  嘉

P10    S T 161 A

《)Pll
P14

ST 161 B
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PL.1l S T 163全 景 (東側から)

Fig,15 S T 163実測図

o       m       2

ST 163(PL.11・ Fig 15・

Ch.13)一 D50区検出。 長軸

236 cm、 短軸 194 cm、 深さ79clll。

西壁北側に急傾斜を有する張り

出しが存在 し、その方向はW一

19°一 Sである。柱穴は東壁中

央部に 1個存するが、対応する

柱穴等がみあたらず、上部構造

の有無も疑問な点が多い。覆土

はおそらく自然堆積と思われる

が、暗褐色土と黄褐色砂質上の

混入 した単純層であり短時間に

埋没した状態である。

出土遺物としては、自磁 1、

染付 2、 瓦器 1、 天櫓通宝 1、

判読不能銭 5、 不明鉄製品 1、

鉄滓 1があった。

(注意ノート①〕

S T 163や 後述するS T 164

などは規模 も小さく、住居的機

能や倉庫的機能を推測すること

は困難である。これら小形の竪

穴遺構は土拡墓あるいはそれに

類似する機能を推定した方が合

理的と考えられるが、掘立柱建

物跡、柱穴を有 し上部構造の存

在が明確な竪穴遺構、井戸跡な

⑭
０
＞

ど生活空間を構成する主要な構築物と!よ、一線を画すと把握できる。しかしながら、構築時期

は城館期に誤りないことから、中世の人々の生活形態を類推する段階では重要な遺構と言わね

ばならない。特に、従来考察されることが少なかった、日常生活内での工業生産活動、たとえ

ば鋳造、木器生産手工業など中世城館内での自給活動を考える上での材料となるのではないだ

ろうか。
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S T 164(PL.12・ Fig。 16・

Ch.14)一 D50区検出。長軸

234 cm、 短軸 2 14ctl、 深さ74cm。

S-37°一 Eの方向に急傾斜を

有する張り出しが存在 し、出入

口部分と考えられる。付属する

柱穴は 2個確認され、北壁・南

壁の中央部に 1個ずつ配置され

ている。共に深さ50cm以上と極

めて深い打り方をしている特徴

がある。おそらく、この 2個の

柱穴は屋根等をささえるための

掘り方として深 くしたものであ

ろう。

出土遺物としては、青磁皿 (

2)、 唐津皿 (1)、 瓦器壷 (

4)珠洲悟鉢 (5)と 美濃灰釉

皿 (3)が床面直上から色土し

ている。他に鉄釘が 2本、不明

鉄製品 1の 出上があった。

S T 165-E50区 検出。平安

時代の遺構と重複していたため、

明確なプラン、柱穴等を確認す

るまでに至らなかった。

本遺構の範囲から出土した遺

物としては、青磁、自磁、染付、

播鉢、鉄釘などの他、鋳型 (PL

60-4)や鉄滓、銅滓および増

鍋が出土し、隣接地から焼土痕

も検出されていることから鋳造

関係の遺構が存在した可能性も

ある。

PL.12 S T 164

Fig.16 S T 164実測図

9  叩 _2

(b)出上陶磁器類じ
が
３粗

岡

超

(a)全景 (西側から)
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PL。 13 S T 166

(a)全景 (北側か ら)

出土陶磁器類

里 2_
44k P3

S T 166(PL.13・ Fig。 17・

Ch。 15)一 E49・ 50区検出。長

軸 344 clll、 短軸 296 clll、 深さ49

clll。 南壁西側に舌状スロープの

張り出しを有 し、その方向は S

-20°― Eである。付属する柱穴

は 8個あったと思われ 2間 ×2

間の配置が推定される。すなわ

ち Pit l～ Pit 7ま でのものと

S X 124に切られた部分に存在

したと思われる 1個である。

出土陶磁器としては、青磁 (

1・ 3)、 中国産と考えられる

鉄釉壺 (2)、 天目碗 (4)、

唐津皿 (5～ 7・ 10)、
｀
美濃灰

釉皿 (8・ 11～ 16)、 悟鉢 (

17～ 19)産地不詳陶器 (9)の

他、染付 (27～ 43)が細片で出

土 している。また、靖鍋 (20～

25)、 箆書き記号を有する須恵

器郭 (26)がある。鉄製品には

鉄釘 1本、銅製品には銅鈴(PL

57-10)不明銅製品、銅滓、石

製品には石鉢と火打石が各 1、

古銭は判読不能銭 4枚が出土し

ている。

本遺構と重複するものとして

S X 124(新)、 S T 193(

新旧不明)があり、 S X 124は

272829

303132

383940

414243

井戸跡になる可能性もあり、出土陶磁器の組み合せも本遺構と同様の傾向を示す。

S X 124は 深さ 150 clllま で掘 り下げた。壁の崩壊が激しいため、底まで掘り下げることはで

きなかったが、おそらく素掘りの井戸跡になるであろう。
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Fig。 17 S T 166・ S X 124実 測図

b

9  甲   ?

S T 167 (PL.14・ Fig.18・

Ch。 16)一 D49・ 50区検出。明

確な規模は不明であるが、長軸

310 cm、 短軸 300 cm、 深さ35cm

程度と推定される。東側の壁面

および南東部の区域が平安時代

の遺構 S D63と 重複していたた

め、床面と壁面の検出が難しか

った。柱穴は 7個ほど検出され

たが明確に付属すると考えられ

るものはなく、 Pit 3・ Pit 5

あたりが関連するのであろうか。

覆土は、暗褐色土と黄褐色砂質

上の混層力汰部分で単純層である。

出土遺物には、唐津皿 (2)

越前甕 (3)があり、須恵器郭

(1)も出上しているが、ある

いは撹乱による出土かもしれな

PL.14 S T 167

↑
倒
　
全
景

（西
側
か
ら
）

側
　
出
土
陶
器
類

↑

鸞

Ｑ

P7⑫

P8
O

《)P5  P6⑬
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い。他に不明鉄製品、鉄滓、火打石等もある。

S T 168-C50区 検出。規模、プランは他の遺構との重複によって不明瞭である。

S T 169(Fig。 19・ Ch.17)一 D49区検出。長軸 (370)clll、 短軸 (270)clll、深さ34clllの

規模と推定される。付属する柱穴は検出できず、平安時代の溝S D61と 重複している。そのた

めか床面の部分に一部しまりの強い箇所がみられ (第 3層 )、 重複して構築する場合の軟弱な

土層を補強している。

出土遺物には、染付 2点、美濃褐釉 1点、火箸と考えられる鉄製品が 1点あった。

Fig.18 S T 167実測図

!   T   そ

⑬
Ｐ４
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Fig.10 S T 169実測図

S T 170(PL。 15・ Fig.20。 Ch,18)一 143区検出。長軸 318 clll、 短軸 265 cm、 深さ45cm、

東壁南側に舌状スロープの張り出しを有し、その方向はN-56°一Eである。柱穴は、 1間 ×

2間の配置と考えられ建て替え

による二期の配置が推定される。

すなゎちPit l～ Pit 6ま でが一

期、Pit l～ Pit 3お よび Pit 7

～ Pit 9が二期であり、Pit.10

は掘り方が浅いための付属する

可能性は少ない。この建て替え

の新旧関係については、覆土堆

積状態から二期の方が新 しいも

のと考えることができる。

重複する遺構としては S B26

(旧)がある。

出土遺物としては、青磁碗 (

3)、 白磁皿 (1・ 2)、 染付

皿 (4・ 5)、 美濃灰釉皿 (6

・ 7)、 瓦器手焙り (8)の陶

PL.15 S T 170

(a)全景 (東側から)   lb)出 土陶磁器類

鷺HEL卜 ::覧 yl 占5工鸞
磯獣 爾
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Fig。 20 S T 170実測図

磁器類、鉄釘 5本、小札 1、 不明鉄製品 1の鉄製品、硯 1、 古銭 6枚 (紹聖元宝 。無文銭他 )

および縄文時代の磨製石斧が 1点出上 している。

S T 171(PL 16・ PL 17・ Fig 21・ Ch,19)一 H43区検出。他の遺構と重複しているた

め明瞭な規模は確認できないが、柱穴配置等を考慮すると一辺 270 cmの 正方形プランを有 し、

深さ41clllと 推定される。東壁南側に舌状の張り出しを有 し、その方向はN-62°一Eである。

柱穴配置は 1間 ×2間を基本とするようて、 Pit 7・ Pit8・ Pit 9・ Pit ll・ Pit 12・ Pit

13が付属する柱穴と考えられ、 Pit 15・ Pit 14などは補助的なものであろうか。前者は深さの

平均が56clllで あるのに対し、後者は14cmと 浅い掘 り方を呈していることからも理解できる。覆

土堆積から埋没は人為的様相を呈 し、重複関係は S T 173(新 旧不明)S T 179(新旧不明)

がある。

出土遣物には、青磁碗 (7)同皿 (4～ 6・ 8)、 染付碗 (3)同皿 (1・ 2)、 瓦器手焙

り (9)越前甕 (10・ 11)、 鉄釘 2、 火箸 1、 鉄鍋 1、 不明銅製品 2、 銅津 1、 炭化米など

がある。

S T 172-後述 (P39)

S T 173(PL 16・ PL.17・ Fig 21・ Ch 19)一 H43区検出。長軸 (275)ca、短軸 (272)

cmの ほぼ正方形プランで深さ42clllで ある。張り出 し、柱穴配置は明確でなく、 Pit l・ Pit 2
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・ Pit 3な ど四隅に柱穴を配す

るのであろうか。覆土は単純層

であり人為的埋没を示すと考え

られ、 S T 171と 同様の傾向が

みられる。

出土遺物としては、青磁碗 (

19)同皿 (16～ 18・ 21)、 白磁

皿 (14・ 15)、 染付碗 (12)同

皿 (13)、 美濃灰釉皿 (20)同

褐釉皿 (20)、 天目碗 (22)、

越前甕 (24～ 29)、 瓦器手焙り

(30～32)な どの陶磁器類、鉄

釘 2本、不明鉄製品 5、 銅製小

柄の柄 (PL 56-6)、 不明銅

製品 1、 鉄滓 1、 判読不能古銭

1枚がある。

S T 174-S E67に変更

S T 175-―後述 (P42)

S T 176-後述 (P42)

S T 177-後述 (P45)

S T 178-後述 (P46)

PL.16  S T 171 。 173 ・ 179

(a)全景 (南側から)

(b)全景 (東側から)

S T 179(PL 16・ PL 17・ Fig.21・ Ch 19)一 H43区検出。他の遺構との重複によって規

模、柱穴配置は不明瞭である。おそらく、一辺 290cm前後、深さ33cmを測る竪穴遺構であり、

張り出し等は確認できなかった。床面検出の柱穴の中で付属するものとしては、 Pit 16・ Pit

17・ Pit 18・ Pit20・ Pit 21・ Pit 22な どが推定 され るが、四隅に主柱穴を配するものか、

1間 ×2間の柱穴配置を呈するものか確証に乏 しい状況である。重複する遺構はS T 171(新

旧不明)と S X 130(旧)がある。

出土遺物には、越前甕日縁部片 (33)が 1点ある。
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Fig.21 S T 171・ 173・ 179実測図

片ゝ

S T 173  P5 Pl

Pll

oP17
蛇P崎

S T 171

P7

P8《動O
P12

◎

⑫ E14

③P憎
P22D

〔注意ノート②〕

S T 171・ 173・ 179のように床面がほぼ同レベルで、覆土堆積も類似した状態の重複関係

を把握することはとても難しい。一般に浪岡城跡から検出する遺構は、確認面のプランと掘り

下げ終了段階のプランが相違する事例が多い。おそらく、短期間に構築がくりかえされるため

に、重複した遺構でも覆土堆積が類似してくる (人為的に埋め戻す遺構が多いことも原因の一

つか)ためであり、覆土堆積の状態から新旧関係を把握できるのは数例しかない。このような

場合、遺構の範囲を推定する有効な方法が柱穴配置である。竪穴遺構の柱穴配置は、一見複雑

な様相を呈するが、実際はⅦ章まとめの所でも述べるように、基本パターンカち り、その波生

的柱穴配置をするものが多い。つまり、基本柱穴 (主柱穴)のパターンが明確になると遺構の

外郭線はおおよそ推定できるのである。

Ｐ‐８
　
　
角ｕ
ＳＴ

③

ぬ固〕
Ｐ‐３　　Ｐ２‐
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また、出土遺物の認定にあた

っては遺物の平面位置と標高位

置を計測 しておくことにより、

どの遺構に伴うかを判断 してゆ

く。その時、どちらの遺構に伴

うかあいまいな遺物については

事実関係のみを記載する場合が

多い。 S T 171・ 173・ 179に

おける遺物の区分は上記の方法

に拠ったが、その出土傾向をみ

ると越前甕の破片が多く出上 し

ている事に注目できる。観察上

では同一個体と考えられ、覆土

内から一律に出土することは、

最終遺構 (現状では半J断できな

い)が廃棄される段階で、覆土

が移動・逆転などいわゆる撹乱

状態になって検出されたものと

考えられる。

〔注意ノー ト①〕で示 した通

り、出土遺物の組み合せによっ

て遺構の廃棄年代を推定する方

法は、 S T 171・ 173・ 179の

ように時期的に近似した状態で

重複する場合は有効な方法とは

言いがたい。それゆえ、S T 171

173・ 179の重複関係について

は、 S T 171の 場合にのみ床面

から陶磁器が出上 し、その量も

多い事から、最 も新 しい構築で

あったと推測できるが明確には

理解できない。

PL.17 ST 171・ ST η73・ S T179

(a)S T 171出 土陶磁器類

(b)

24

S T 173出土陶磁器類

(C)S T 179出 土陶器
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S T 172(PL.18・ Fig 22・ Ch。 20)一 H42・ 43区検出。長軸 368 cm、 短軸 (225)cm、 深

さ44clll、 南側に床面と同レベヴレの張 り出しを有する。東壁端に周溝らしい部分が 230 clllにわた

って認められ、柱穴配置と関連があるのであろうか。その柱穴配置は壁に接する状態で、東壁

。南壁の部分に 2間ずつみられる。 Pit l～ Pit 3が東壁、 Pit 3～ Pit 5が南壁に付属 し、

PL.18 S T 172全 景 (東側から)
Pit 6・ Pit 7・ Pit 9・ Pit

10は張り出し部分に付属するら

しい。覆土は自然堆積の状態を

呈し、 S T 183(旧 )と西側で

大きく重複 している。

出土遺物としては、青磁 3、

美濃褐釉皿 1、 不明陶器 2、 鉄

釘 3、 不明鉄製品 2、 不明銅製

品 1、 棒状鉄製品 1、 溶解物 1、

判読不能銭 2がある。

Fig.22 S T 172実測図
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S T 175 (PL.19・ Fig。 23・

Ch.21)一 H45・ 46区検出。明

確に竪穴遺構とは言えないが、

覆土上層に粘上を貼った部分が

ありその範囲が長軸 440 cn、 短

軸 345 clll、 地山までの深さは平

均14cmである。上屋構造を推定

できる柱穴配置は確認できず、

Pit lか らPit 13ま では本遺構

と重複する柱穴である。

出土遺物としては、青磁碗 (

3・ 6。 7)、 白磁皿 (2)、

染付皿 (1)、 唐津皿 (4・ 5

)の陶磁器と、小刀 1、 鉄釘 2

銅製装飾品 (PL.57-4)、 元

豊通宝などの古銭 3枚等がある。

S X 125(十日)S X 127(十 日)と

重複。

S T 176 (PL。 20・ Fig.24・

Ch.22)一 H45区検出。長軸 293

cm、 短軸 265 clll、 深さ62clll、 南

壁西側に張り出し (方向 S-30°

―Eと推測)を有 した可能性が

ある。柱穴配置は 2間 × 1間で

あり、 Pit l～ Pit 6の 6個の

うち 5個までが重複した柱穴の

掘り方を呈する点、および検出

時の床面 (第 6層)が貼り床的

であったことから建て替えが推

定される。

南壁と北西壁隅でピットリ鵡購

と重複しているが新旧関係は不

PL.19 S T 175

(a)全景 (北側から)

PL.20 S T 176

(a)全景 (北側から)

♭
飴

(b)出土陶磁器

増6H機
守ドがぶ 緯2

(b)出土陶
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Fig。 23 S T 175、  S X 125・ 127実測図

o陶磁器1類
△鉄製品

明である。

出土遺物としては、青磁碗 (3

鉄釘 5本、鉄滓 1、 元豊通宝 1、

OЩ

A宅

L  甲   ?
151

16

。4)、 染付碗 (1)、 美濃灰釉皿 (5・ 6)、 瓦器 (2)、

無文銭 1、 砥石 (PL.58-17)、 くるみがあった。

″… …
′     ヽ

、  、

rfェ ==器 壬ミ

|ヽ
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Fig.24 S T 176実 測図

Fig。 26 S T 177実測図

―

P7

P8

P5



(a)全景 (南側か ら)

PL.21  S T 177

(b)出土陶磁器類

S T 177(PL.21・ Fig.25・

Ch 23)一 E50区検 出。長軸

282 cm、 短軸 246 cm、 深さ62clll。

南壁東側に舌状の張り出 しを有

し、その方向は S-40°一 Eで

ある。柱穴配置は不明瞭であり、

Pit lと Pit 2が東壁 。西壁中

央で対応する以外、規則性をみ

いだすことはできない。覆土堆

積 も、暗褐色土と黄褐色砂質土

の混層が全体に入っている単純

層であり、人為的埋め戻 しの結

果と考えられる。重複関係は認

められないが、床面に存する不

規則な柱穴配置は本遺構以前に

造られたものであろうか。

出土遺物としては、青磁皿 (

1)、 産地不祥の橋鉢 (3)、

備前の特徴を有する括鉢口縁部

片 (5)、 瓦器手焙り脚 (2)、

増鍋 (4)、 鉄釘 7本 (PL 54

-22他 )、 不明鉄製品 3、 不明

銅製品 1、 鉄滓 1の他、土製鋳

型 (PL.60-3)が 1点ある。

〔注意ノート③〕

竪穴遺構が廃棄され、覆土堆積がおこなゎれる時、自然堆積であるか人為堆積であるか判断

することは、従来の縄文時代竪穴住居跡でみられるものとは根本的に違うようである。つまり

厳密な意味での自然堆積は平場に構築された遺構にはなく、日常的生活空間として使用する部

分についてはある程度の整地がなされると考えることが妥当のようである。その整地が不充分

であれば自然堆積の状況に近 くなり、短時間に実施されれば人為的状況を呈すると考えられ、

遺物も、それらの整地作業によって移動・細片化されたものと推定される。

彎 ||,1
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PL.22 S T 178

(a)全景 (南側から)

(b)出土陶磁器

S T 178 (PL.22・ Fig。 26・

Ch.24)一 D52区検出。長軸 341

cm、 短軸 253 clll、 深さ30cm。 掘

り方プランも不整形であり、付

属する柱穴も明確には判断でき

ない。 Pit 6・ Pit 8・ Pit 10

は比較的深い掘り方を呈するが、

平面プランでの対応はみられず、

上屋構造を推定することは困難

である。

出土遺物としては、青磁碗 (

2・ 3)、 青磁皿 (4・ 5)、

染付碗 (1)、 美濃灰釉皿 (6

～ 9)と鉄釘 2本がある。青磁

碗は蓮弁文を簡略化 した細劃線

文を有するものであり、同皿は

いわゆる稜花皿、美濃灰釉皿は

判

31 1

ぽ醤6額 ぶ

●
4

e5

Fig.26 S T 178実 測図 口縁が外反する美濃大窯 I期 ぐらいの製品で

あり、いずれも16世紀前半の特徴を有する遺

物ばかりである。

S T 179-前述。(P38)

S T 180 (PL.23・ Fig.27。 Ch.25)一

145・ 46区検出。南半部が未調査のため全体

の規模はわからない。検出部分の規模は、長

軸 574 cm、 短草由 (434+α )cm、 深さ60cmで あ

り、南北方向が長軸となる可能性もある。柱

穴の配置は、 4間 ×2間 +α と考えられ、Pit

l～ Pit 9が本遺構に付属するものであろう

か。イ也|こ Pit 12・ Pit 13・ Pit 16・ Pit 19・

Pit 21も 40cm以上の深さを有するところから

P3
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PL.23  S T 180 。 182

(a)全景 (東側から)

5

15

(b)S T 180出土陶磁器

脳 窺

関連のある柱穴群かもしれない。覆土は全般的に

自然堆積の状態を呈 し、他の遺構との重複がかな

りみられる。東側には S T 182(新 )、 北側では

S T 181(新 )、 西側遺構内では S E69(新 )が

あり、覆土層序図に表れた柱穴の落ち込みなど、

本遺構より新 しく構築されたものばかりである。

先に述べたPit 12等の付属する遺構に北側部分の

一部テラス状になった遺博面をあてることも推定

される。

出土遺物としては、青磁碗 (6～ 8)、 青磁皿

(5)、 自磁皿 (1・ 2)、 美濃褐釉皿 (3)、

唐津 (4)、 羽口 (13)、 鉄滓 (14)、 銅製品鋳

造時の溶解物 (9～ 12・ 15)、 鉄釘 3本、火箸 1、

鉄鍋 1、 不明鉄製品 3、 不明銅製品 (PL.57-8

他)2、 洪武通宝 1、 皇宋通宝 1、 判読不能銭 3、

縄文時代の磨製石斧 1がある。

S T 181-後述 (P49)

S T 182 (PL.23・ Fig。 27。 Ch.25) 一 146

区検出。南側部分が未調査であり、正確な規模は

わからないが検出した部分については、長軸(353

)cm、 短軸 (165+α )cm、 深さ50clllを 測る。柱

穴配置は壁面に接する状態で 2間 × 2間以上のも

のが推定できる。すなわち、Pit l・ Pit 2・ Pit

22・ Pit 23が それであり、東壁と北壁には周溝が

確認されている。覆土は自然堆積の状態を皇 し、

西側で重複するS T 180(新)を切って構築され

ていることが層序から理解できる。

出土遺物は少なく、瓦器 1、 橋鉢 1、 銅製曜 (

PL.57-4)、 元豊通宝 1がある。

騒 け
J2』宅β啜レ
悦 幾

∝
葵

げ 14医�Ⅷ

- 47 -



Fig.27 S T 180・ 182・ S E69実測図
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PL.24 S T 181全 景 (北側から)

S T 181(PL.24・ Fig,28・

Ch 26)一 146区 検出。長軸

263 cm、 短軸 254 clllの ほぼ正方

形プランを呈し、深さは41cnで

ある。東壁南寄 りの部分に舌状

スロープを呈する張り出しが存

在 し、その方向はE-12°一 N

である。柱穴配置は 2間 × 1間

であり、 Pit l～ Pit 6が付属

するものである。 Pit 6は ST

180(旧 )と重複する部分に位

Fig.28 S T 181実測図

置するため変形 しているが、他

の柱穴は形状、深さとも類似した状況にある。

出土遺物としては、自磁、染付、瓦器、鉄釘

砥石、判読不能銭が各 1点ずつある。

床面北東側に灰の分布が認められた。

〔注意ノート④〕

竪穴遺構の中で、かまどや炉を有するものは

現在まで発見されていない。また、平安時代に

特有の竪穴住居跡 (か まどを付属するもの)は

城跡内から土師器 。須恵器が大量に出土するに

もかかわらず検出されていない。城跡内から検

出する中世の竪穴遺構は、平安時代の竪穴住居

跡の系統をおゝむものであるという認識はあって

も、明確に住居跡と断言できる所までは至って

いない。 S T 181で みられたような床面から灰

を検出する例は、浪岡城跡では多くない。また、

床面の構築では粘土貼りや三和上によるものは

まったくと言っていいほどみられないことから、板敷等を推定できるぐらいであり、竪穴遺構

内部での炊事は考え難い面がある。床面から灰や焼土を検出することは、手焙り等の暖房用具

に拠ることも考慮 しなければならず、今後竪穴遺構の機能を推定するうえで重要な事である。

パ

ｏ

バ
ｏ
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S T 183 (PL.25・ Fig.29。

Ch 27)一 G・ H42区検出。長

軸 710 cm、 短草由512 cm、 深さ34

cm、 南壁東側に舌状を呈 し付属

する柱穴が存在する張り出しが

あり、その方向は S-25°一Eで

ある。柱穴配置は 2間 ×3間で

あり、Pit l～ Pit 10ま でが基

本柱穴、Pit ll～ Pit 16が張り

出 し出入口部分に関連する柱穴

と考えられる。 Pit l～ Pit 10

に関 して柱穴間の寸法は平均

200 cmで統 一 されているよう

で、掘立柱建物跡との類似性が

指摘できる。覆土は単層の堆積

で、全般に炭化物を包含 してい

たり、部分的に集中 していたり

したため焼失 した結果とも考え

たが、明確な根拠はない。ST

172(新 )と の重複関係は層序

にて新旧を確認 した。張り出し

部分にも、多量の炭化物がみら

れ (PL.25-(b))、 Pit 8と Pit

9の間には溝状の落ち込みがある。

PL.25  s T 183

JIIIII与与
2

鱗 匙
じ簿5鋒 輯3
ｆ

ａ
(C)出土陶磁器

出土遺物としては、青磁碗 (1)、 越前甕 (2～ 5)、 美濃灰釉皿、染付、鉄釘 8本 (PL.54-29)

不明鉄製品 2、 不明銅製品、元祐通宝、洪武通宝他古銭 4枚、炭化米などがあった。

S T 184(PL 26・ Fig。 30・ Ch 28)一 H・ 141・ 42区検出。2ないし3基の竪穴遺構が重

複 (建て替えとも考えられる。)している。外郭の規模は、長軸 567 cm、 短軸 527 cm、 深さ42cm

である。それぞれの遺構は張り出しと柱穴配置によって区分が可能でありA・ BoCと する。

S T 184 A― Pit l～ Pit 14の柱穴配置と考えられ (ス クリーントーンA)、 3間 ×3間の

規模を有し、東壁北側にN-50°一 Eの舌状スロープを呈する張り出しが存在する。

(a)全景 (北側か ら)

(b)同出入口部炭化物出土状態
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Fig.29 S T 183実 測図
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5鰻 炭化物

S T 184B― Pit 15～ Pit 28ま での柱穴配置で、規模 4間 × 2間を呈 し、東壁南側にE-20°

一 Nの方向の張り出しを有するもの。

S T 184 C― 明確な柱穴配置ではないが、 Pit 15。 Pit 17・ Pit 29・ Pit 30・ Pit 31・ Pit

32の 6個の柱穴が 2間 × 1間の規模を有するもの。

以上の 3基の他に、いずれにも付属 しない柱穴があり、柱穴配置が変更される可能性もある。

覆土は単純層の人為堆積であり、遺構間の新旧関係は不明である。

出土遺物には、青磁碗 (6・ 7・ 9～ 15・ 17・ 18・ 20)同皿 (8・ 16・ 19)、 白磁皿 (4)

染付皿 (1・ 3)同角形鉢 (2)、 美濃灰釉皿 (21・ 22)、 越前甕 (25～ 33)、 瓦器 (23)、

悟鉢 (34・ 35)、 土師器tTh(36)な どの陶磁器類、鉄釘16本、小刀 2、 火箸 1、 不明鉄製品 4、

鉄鍋 (PL.55-4)、 不明銅製品 3、 銅滓 1、 元祐通宝 1、 判読不能銭 2、 火打石 2、 くるみな
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どがある。

出土遺物からは、16世紀前半の構築と推定されるが、本遺構の占地が北館西端であり東側に

出入口部を有する点から、 S B23あ るいは S B26と 関連する可能性がある。特に、青磁 。越前

の出上が多いことは、北館西半部の竪穴遺構の一部に多い特徴であり、今後の精査を要求され

る所である。

(a)全景 (東側から)

(b)全景 (南側から)

PL.26 S T 184
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Fig.30 S T 184実 測図

囲
＝
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S T 185 (PL 27・ Fig 31・

Ch 29)一 145。 46区検出。長

軸 323 cm、 短軸 298 cm、 深さ34

cm、 東壁南側あるいは南壁西側

に張り出しの痕跡を有するが明

確ではない。柱穴配置の基本は、

2間 ×2間 (Pit l・ Pit 4・

Pit 5・ Pit 8・ Pit10・ Pit

H・ Pit 13・ Pit 15)で あり南

北方向のみ補助柱穴 (Pit 7・

Pit 9 ・ Pit 14・ Pit 16)よ う

である。

出土遺物には、青磁碗 (2)

同鉢 (1)、 美濃灰釉皿 (3～

5)、 染付皿 (6)、 越前甕 (

8)瓦器 (9)、 橋鉢 (7・ 10

)、 溶解物 (11)、 鉄釘 4、 不

明鉄製品 1、 不明銅製品 1、 銅

滓 1、 判読不能銭 1、 硯 1があ

る。

S T 186(PL.28・ Fig,32・

Ch.30)一 H・ 146区検出。長

軸 395 cm、 短軸 366 cm、 深さ24

cm。 床面上に新旧の柱穴が重複

しているため、柱穴配置は明確

でない。おそらく、 Pit l・ Pit

2・ Pit 4・ Pit 6の 四隅に存

する柱穴が基本で Pit 3・ Pit

5なども付属するものらしい。

S X 136(十 日)と重複している。

出土遺物には、染付碗 (1・

PL.27  S T 185

PL.28 S T 186

＝
Ⅷ葵

１１
●
Ｂ

けヽ では
(b)出土陶磁器類

全景 (西側から)

出土陶磁器
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Fig.31

Fig.32 S T 186実 測図
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2)同皿 (3・ 4)青磁碗 (5

・ 7・ 8)同皿 (6・ 9)、 括

鉢 (10)、 鉄釘 (4)、 不明鉄

製品 3、 鎌 1、 不明銅製品 1、

無文銭 1、 判読不能銭 1がある。

S T 187-H o 146区 検出。

プラン不明確。青磁 。白磁(Fig

54-5)、 美濃灰釉・鉄釘の出

上がある。

S T 188(PL.29。 Fこ 33・

Ch.31)一東 。南側が未調査で

あるため全形は確認できない。

検出部分は、南北 (40o)cm、

東西 (140)cm、 深さ35cmで あ

り、Pit 6・ Pit 7が付属する

柱穴 らしい。おそらく四隅に柱

穴を配置するものであろう。覆土は

出土遺物には、青磁皿、染付碗、

PL.29  S T 188 ・ 189  S D58・ 59 S X 138 ・ 139

lb)全景 (北側から)

1層のみの堆積で、 S T 189(十 日)よ りは新 しい構築である。

美濃灰釉皿、無文銭、判読不能銭が各 1点ずつある。

S T 189(PL.29・ Fig.33・ Ch 3つ 一 」43区検出。南側に一部未調査部分がある。検出部

分の規模は東西 (450)cm、 南北 (390)cm、 深さ17cmで あり、柱穴配置はPit l・ Pit 2・

Pit 3・ Pit 5・ Pit 6・ Pit 7な ど 2間 ×2間 あるいはそれ以上の配置をすると考えられる。

北壁直下には、若千ではあるが周溝状の部分がみられ、 S X 139等 と重複 しているため明瞭で

はない。覆土は単純層の堆積であり、 S T 188(新 )、 S X 139(新 )、 S X 138(新 旧不明

)、 S D58(新旧不明)、 S D59(新)等の遺構と重複 している。

出土遺物には、自磁、唐津皿、鉄鍋、鉄釘が各 1点、不明鉄製品 2点がある。

(a)全景 (東側か ら)
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一̈一　

　

　

　

一

Fig.33 S T 188・ 189、 S X 138・ 139、 S D58・ 59実測図

S T 188         
む
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(a)全景 (北側から)

PL.30  S T 190

(b)出上摺鉢

爾
1

Vl
S T 190(PL.30・ Fig 34・ Ch 32)一 146区検出。東側の一部が未確認であり、検出部分

の長軸 303 cm、 短軸 (20o)clll、 深さ74clllである。南壁西側に舌状スロープの張り出しを有し、

その方向は、S-0° である。柱穴配置は2間 ×1間の規模と推定され、Pit l～ Pit 4と 東

側部分 (未調査部分)2個の計 6個であるう。覆土は人為的堆積を呈し、床面に表われた柱穴

以外重複する遺構はない。
Fig.34 S T 190実 測図

出土遺物には悟鉢 (1)、 美濃灰釉皿、

鉄釘、不明鉄製品、至大通宝が各 1点ず

つあった。

S T 191-G42区検出。次年度にて報告の

予定。

S T 192-G・ 142区検出。西側の一部の

み掘り下げたため全形はわからない。次年度

の報告にて詳細を述べる予定。覆土から、刀

の茎にも似た鉄製品 (PL.54-1・ Fig 59-

1)が出土 しており、注目される。

―- 58 -―
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Fig.35 S T 193実 測図 S T 193(Fig.35。 Ch.33)

一 E49区検出。長軸 314 clll、 短

軸 291 clll、 深さ56cmの規模を有

する。柱穴配置は、 Pit 2と Pit

4が同レベルの深さで対応する

のに対し、他の Pit l、 Pit 3

は対応する柱穴を見い出せない。

覆土は自然堆積の状態を呈 し、

ST 166 9日)と重複関係がある。

出土遺物には、青磁碗、美濃

灰釉皿、不明鉄製品 2、 不明銅

製品、漆器被膜がある。A'o

ST―

♀   ぃ   ?
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3.井 戸 跡

井戸跡の中には木枠が残存 していたもの、お

よび素掘りの二形態があり、廃棄が短時間でお

こなわれたためか遺物の出土状態に特徴的なも

のが多い。

S E 60(PL 31・ Fig。 36・ Ch.34)一 K50。

51区検出。上端掘り方規模 250 cm× 228 cmのや

や不整形のプランを有 し、深さ 252 cmで ある。

確認面から 100 cm以内のレベルに川原石が多量

に捨てられており、集石状態をなしていた。覆

土の堆積も人為的状態であるため、埋め戻され

た井戸跡と考えることができる。

出土遺物には、青磁碗 (8・ 10)同皿 (9)、

白磁皿 (5・ 6)、 染付碗 (1・ 2・ 4)同皿

(3・ 7)、 美濃灰釉皿 (12)、 天目碗 (14)、

唐津 (13)、 瓦器 (15)、 不明陶器 (11)、 溶

解物 (16)な どの陶磁器類、鉄釘 6、 不明鉄製

品 2、 鉄滓 2、 不明銅製品 1、 無文銭 1、 寛永

通宝 1、 石鉢 1点があつた。

F19 36 S E60実 測図

♀   甲   ♀

3

o陶磁器類
△鉄・ 銅製品

。その他の遺物

S E 61(PL 32・ PL 33・ Fig,37・ Ch,35)一 K51区検出。上端掘り方規模 220 cm× 205 cm、

深さは 360～ 370 cmで あった。深さ240 cmま で掘り下げた段階で、木枠が存在することを確認

し、層序 (PL 32-(a))で もわかる通り上層まで木枠が存在 していたと推定された。残存する

木枠は、これまで検出した隅柱横桟の形態と相違 し、独特の構築を示す。第 1に 、外側の板に

横桟を組み合わせた部分と、それらとは構築上関連のないと考えられる隅柱横桟部分に分害Jで

きる。第 2に、横桟は東西が上、南北が下に位置 し、側板の一部に柄穴状の部分を造ってはめ

こむ形態で組み立てている。 (詳細は後述 )

この木枠内から出土した遺物には、木製柄 (PL 32-(C))、 楔状木製品 (PL 32-(d))、 染

付皿 (PL 33-1)な どがある。特に染付皿は、出上 した時には大小 5～ 6片の破片であった

が、取り上げて接合 したらほぼ完形の状態になった。口径 19 3 cm、 高さ 3 8cmを測り、これま

で出土 した染付の中では最大のものであり、見込みに垣恨越 しにみる花を具象化した文様を描

いている。日本国内出土の染付にはあまり見られない意象であり、東南アジア方面で出上 して

いると聞いている。
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全景 (北側から)

亀 鶴
(C)出土陶磁器類

- 61 -―

(b)同集石状態



PL.32 S E61

(a)断面層序

∽
緯
飴
＝
露

ld)出土楔状木製品

(e)出土木製柄

染付出土状態

(C)完掘状態
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PL.33 S E61 出土陶磁器

他の出土遺物には、青磁碗

瀬戸褐釉壷 (14)、 悟鉢 (13)

通宝 1、 聖宋通宝 1点がある。

(2～ 5)同皿 (6)、 自磁皿

、鉄釘 4(PL 54-21な ど)、

(11)、 染付皿 (7～ 9・ 12)、

不明鉄製品 1、 鉄津 1、 元豊
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S E61か ら検出した木枠の構築にあたっては、以下の方法が考えられる。

(1)北 。南の側板と東西の横桟をそれぞれ組み合せたもので方形に整える。横桟の長さは四方

とも90cmな のでこの場合は正方形となる。側板は平均 3枚を縦位に組み合わせる。

12)組 み合せた木枠を掘り上げた井戸の底に入れ、外側から土圧をかけて固定する。側板に接

する外側の上が黒色土であることから、木枠の外に土を入れ圧っしたことがゎかる。

0 井戸の底および木枠の底には白色粘土が貼られてぁり、側板下部もそれによって固定され

ている。

14)こ れらの枠の中に隅柱と横桟だけの部分を入れる。

木枠実測図の中には表現できなかった、隅柱横桟だけの部分は、どのような機能を有するの

か問題のある点である。側板に直接構桟を組み込む形態では、あえて不用な部分であり、これ

を入れることによって側板の補強をしたとも考えられるし、または木枠を建て替えたための所

産とも考えられるところである。

出土遺物の中で、本遺構の廃棄時期のメルクマールとなるのは前述 した染付皿であるが、現

在のところ時期決定は困難である。また青磁碗の中でも蓮弁文の簡略化 した文様と雷文帯の簡

略化した文様が伴出 していることは、陶磁器の伝世幅を 100年単位で考えた方が妥当性を有す

るようである。

Fig.37 S E61実 測図

① (a)

。陶磁器類
△鉄・ 銅製品
□その他の遺物

9  甲   I

南側

0

/＼_ /ヽw、
(

F

―

lb)断面図
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(C)木枠実測図



S E 62-F50区検出。 S E68に 変更。

S E 63-K50区 検出。遺構を確認 したのみで掘り下げていない。

SE 64-欠 番。

S E 65-(Fig。 38・ Ch。 36)一 D o E50区検出。掘り方上端規模 370 cm× 300 cm、 深さ約

230 cmま で掘り下げた。覆土は自然堆積の状態を呈 し、壁面の崩壊によって黄褐色砂質土が互

F19。 38  S E65実 測図

o陶磁器類

△鉄・銅製品

口その他の遺物

判
＝
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引
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ｏ

熙

―- 65 -r



層になっている。掘 り下げ直下30cm以 内で、東側に小形の川原石が集中して落ち込み、下層に

なると大形の川原石が散在 して検出された。

出土遺物には、青磁、染付、天日、瓦器、志野、不明鉄製品、鉄釘、銅滓、開元通宝他古銭

6枚、炭化米、不明石製品などがある。

S E 66(Fig 39。 Ch 37)一 H44区検出。掘り方上端の規模は、径 200 clllの 円形を呈 し、深

さは約 200 clllま で掘 り下げた。覆土は自然堆積の状態を示 し、深さ 100cnの 所から壁面の崩壊

が著 しい。また堆積土中央には多量の川原石が混入 しており、特に深さ 100 cm前後のところに

集中している。

出土遺物としては、青磁、白磁、染付、美濃灰釉、天目、唐津、瓦器、悟鉢、鉄釘、不明鉄

製品、小柄 (PL.56-5)、 石臼 (PL 59-6)な どがある。

S E 67(PL,34・ Fig。 40・ Ch.38)一 144区検出。掘 り方上端の規模は長軸 260 clll、短軸 245

cmの方形プランを呈 し、深さは 332cmであり、また底の規模は 1 95 clll X 1 60 clllの 方形プランで

ある。南壁西側に階段状の立ち上がりが存在し、掘り下げ途中で構築 したものであろうか。

覆土の堆積 は、木枠の部分と、埋め戻 しの部分で明確に分離 し、木枠が地表まで存在 したこ

とを示 している。ところが、遺物の出土状

態をみると (Fig 40-(耐 )、 木枠内と埋土

内の出土状況に差がなく木枠を固定する段

階からかなりの遺物が混入 していたと考え

られる。

出土遺物としては、橋鉢 (PL,34-lbl)、

青磁碗 (4・ 6・ 7・ 10)同皿 (5・ 3)、

染付碗 (1)、 同皿 (2・ 3)、 天目碗 (

11・ 12)、 美濃灰釉皿 (13)、 朝鮮李朝期

と推定される皿 (14・ Fig.56-17)、 鉄釘

7本、鉄鍋 (PL.55-6他 )、 小札 1、 不

明鉄製品 3、 鉄滓 1、 舞 1、 不明銅製品 1、

古銭 8枚 (判読不能が多い)、 硯 1、 石臼

5点があり、平安時代の土師器・須恵器の

出土もあった。

Fig.39  S E 665罵″U□圏

Ａ

ｏ
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S E67か ら検出した木枠の構築上の特徴を述べると、 S E61か ら検出した木枠構築と類似し

ている点が多い。側板は、平均 3枚の縦板によるが中央の板は狭小で両端の板が主力である。

南 。北の横桟は上、東西の横桟は下の位置で各面の側板端の柄を切ってはめこむ方法で組み立

てられ、横桟は各面 2段が残っていたため45cll(約 1尺 5寸 )ぐ らいの幅で上層に組み立てら

れていたと考えることができる。側板の幅 (木枠の一辺)は80～ 85clllであり、 S E61木枠より

は若干狭い。また、側板固定のために外側に小さな板などをはさめ込む部分もあり (東側など)

側板の固定には特に注意を要 したようである。

以上の木枠と別に、木枠外に隅柱と横桟の残存があった。これは、 S E61でみられたものと

はまったく逆で、機能的に問題がある。隅柱は側板最下部の所から約50clllも 上に位置し、しっ

かりと固定されていたとは考えにくい。側板に柄を穿った木枠を補強するものであるとすれば、

S E61の ように内側に位置するのが普通でみり、この隅柱・横桟の存在は明確に理解 し難い。

上層の側板が消滅 し、隅柱だけが残ったとすれば、本木枠は二重構造になっていたとみなけれ

ばならないだろう。

井戸内に入れる木枠の構築は、各井戸跡によって規模、形態力球目違 している。特に隅柱・横

桟に側板を固定するものと、本年度検出したS E61・ S E67の 側板に柄を穿って横桟を固定す

る方法には、時期的相違も考えられるところから今後さらに検討を要する所である。

PL.34  S E67

(C)出土陶磁器

‐３
厩

(a)完掘状態

(b)摺鉢出上状態
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Fig 40 S E67実測図

(a)平面図 (b)遺物出土状態

O陶磁器類
△鉄 。銅製品

Dその他の遺物

木枠実測図

。。    東 側
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PL,35  S E68

(a)発掘状況

(b)出上陶磁器類

３５呼
０
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lIII核む

35
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S E 68(PL 35・ Fig.41・ Ch 39)一 F・ G50区検出。南北 410 cm、 東北 455 clllの不整円

を呈 し、深さ 260 cmま で掘り下げた。層序図でもわかるとおり、薄いレンズ状の土層が幾重に

も堆積 しており、自然堆積の状態を呈する。木枠は検出できなかった。

出土遺物には、白磁皿 (1～ 5)、 青磁碗 (6～ 9)、 染付 (10)、 赤絵 (H)、 美濃灰釉

皿 (12～ 18・ 23)、 天目碗 (19)、 美濃褐釉・鉄釉皿 (20～22)、 唐津碗 (24)同皿 (25～ 28

・ 30)、 悟鉢 (31)、 越前甕 (36)、 不明陶器 (29・ 35)、 増塙 (33・ 34)、 溶解物 (32)、

土師器郭 (37)、 鉄鏃 (PL.54-16)、 火打金 (PL.55-10)、 銅製峠 (PL.56-11)、 火打

石 (PL.58-11)、 石臼 (PL 59-4)の他、鉄釘 2、 不明鉄製品 3、 不明銅製品 1、 砥石 1、

Fig.41  S E68実測図

O      m     2
1

。陶磁器類

△鉄・ 銅製品

口その他の遺物
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古銭 5枚 (判読不能銭が多い)、 不明木製品などがある。

〔注意ノート①〕

井戸跡の調査は、深さが 2～ 3m以上にもおよぶため非常に困難な作業が要求される。特に

湧水が激しい所では、泥土状態の部分を手探りで掘り進めることも多いし、壁面の崩壊が予想

される所では土砂の取り上げは慎重な対応をしなければならない。 しかし、井戸の底近くから

木枠が検出されたり、重要な遺物が出土することも多く、掘り下げを中断するには口惜 しさが

残るのである。

特に丼戸は廃棄される場合、危険なこともあって短時間に埋め戻されることが多いと考えら

れ、現在まで検出した井戸跡の中には、陶磁器の時期別組み合せが良好に理解できるものがあ

る。先にも述べた通り、陶磁器の伝世はかなり長期間おこなわれるが、いざ亮棄する段階にな

ると、廃棄時期に近接 した時期の遺物が多く出土する傾向を示すと思われる。その意味で、唐

津を出土する遺構と、出土しない遺構では数十年以上におよぶ廃棄時期の相違がある
のではな

いかと考えている。

井戸跡の中で、覆土から唐津を出土する典型が S E50(『浪岡城跡 V』 P92」 、 S E68な ど

であり、両者は隣接した区域から検出され、大形の掘り方を呈し、木枠を有 しないという共通

の特徴がある。 S E50の陶磁器の組み合せは美濃灰釉ヒダ皿、同褐釉皿、天目、黄瀬戸手、唐

津、備前であり、 S E68も 黄瀬戸手・備前を除けばほば同様の組み合せとなる。また、 S E61

で出土 した染付皿は、その出土状態から丼戸跡廃棄の直前に投げ捨てられたものであると
の推

定が可能である。このように、井戸跡から出土する陶磁器については、浪岡城落城の年代 (現

在天正六年と天正十八年説あり)を解明する糸口として期待されるものがある。

井戸跡から検出される木枠の材質は、ほとんどが檜であり側板および隅柱には手斧による整

形痕が明瞭にみられる。側板の厚さは 1～ 3 cmぐ らいのものが多く、幅は50cm前後、長さは全

形の残存するものがなく明確ではないが 150 cm～ 200 cmぐ らいあったろうと推測される。さら

に隅柱は四角・六角・八角に成形されるものが多く、地表までのびるとすれば 250～ 300 cmも

必要だったと思われる。このような木材加工が
′
日常的技術でおこなわれていたと考えると単に

木枠だけでなく他の建物構築にあたっての木工技術の一端も理解できる。

現在まで検出した井戸跡に上部構造 (覆屋など)が付属していたかどうかはつきりしない。

掘立柱建物跡、竪穴遺構などとの関連も明確でない。飲料・炊事用の水を供給するための井戸

が建物跡との関連なしに構築するどは考えられないことから、今後は遺構間の配置も考慮 して

調査を進める必要がある。
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4。 その他の遺構

これまで、掘立柱建物跡、竪穴遺構、井戸跡を報告 してきたが、ここではその他の性格不明

遺構を中心に、溝、土塁状遺構を報告する。なお、遺構ナンバーの都合で、本来であれば竪穴

遺構と認定できるものも本項で報告 しなければならぬため、記述の重複等は御容赦願いたい。

S X31(PL。 36・ Ch.40)一 J・ K51・ 52区検出。 昭和56年度調査で検出したものから引き続

く遺構であり、南側に開いた馬蹄状の溝である。覆土は黒色土を基調とする単純層で、土師器

・須恵器が出土する平安時代の構築遺構。重複する遺構としては、 S B21(新 )、 S T 153(

新)、 S T 156(新 )、 S E60(新)、 S E61(新 )、 S X 194(新 )、 S D55(新旧不明)

があり、 S X 106は 本遺構の延長上にあるため同一遺構と考えられる。出土遺物には土師器郭

(1・ 2)などがある。

S X 82～ 88 -昭和56年度

発掘調査報告書『浪岡城跡VJ

にて報告済。

S)(39 (PL 37(a)・ Fig 42

(a)・ Ch.41)一 J50区検出。長

軸 335 clll、 短軸 130 cm、 深さ52

cmの長方形プランを呈する小形

竪穴遺構である。壁面に接する

状態で 6個の柱穴 (Pit l～ Pit

6)があり、覆土は自然堆積の

状態を呈する。出土遺物には火

打石、砥石、石臼、鉄滓、永楽

通宝他 1枚の古銭などがあった。

S X 90 (PL,37(b)・ Fig。 42(d)

・ Ch.42)一 J50区検出。長軸

225 cm、 短軸 200 cm、 深さ51clll、

覆土は自然堆積の状態を呈する

小形竪穴遺構。美濃灰釉皿、不

明鉄製品、古銭 3が出土してい

る。

PL.36 S X81

(a)完掘状態 (北側から)
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S X 91-J・ K49区検出。北館南端にのびる溝状遺構。染付、美濃灰釉が出土。詳細不明。

S X 92-S E61に 変更。

S X 93(PL.5(C)・ Fig ll・ Ch.43)一 K51区検出。長軸 531 cm、短軸 420 cm、 深さ46cIBの

PL.37  S X89・ 90・ 93

(a)S X89全 景 (東側から)

(b)S X90全 景 (南側から)

守
錘

2

扱

4け



Fig.42 性格不明遺構実測図

(a)S X89
ロ

(b)S X90
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(f)S X 104
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(d)S X99
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(C)S X lo2
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Fig.43 S X94実 測図

P14
15 P8 P4

②
P12

A

PL 38 S X95出 土漆器 Fig.44 S X95断 面図

ユ  甲  |

規模を有 し、不整方形のプランを呈する。柱穴配置は明確でなく、Pit 17・ Pit 20な どが付属する

らしい。出土遺物としては、青磁皿 (1・ 2)、 染付皿 (3・ 4)、 志野皿 (6)、 唐津碗 (

7・ 8)、 越前甕 (9)、 悟鉢 (10)、 産地不明陶器 (5)、 鉄釘 (PL.54-25)、 小柄、小

札、溶解物、無文銭、漆器などがある。

S x 94(Fig。 43・ Ch.44)一 L51区検出。南側が未調査である。検出部分では東西方向 (

690)clll、 南北方向 (350+α )cm、 深さ50clllの 規模で方形プランを呈する。 Pit l～ Pit 6

までが付属する柱穴であり、Pit 8・ 9・ 13・ 14は重複する遺構のものと考えられる。竪穴遺

構である。

出土遺物は、金属器が多く刀 (PL.54-2)、 ガサと(PL 54-7・ 10)、 日貫金具(PL.56

-9)、 八双金具 (PL.57-3)、 不明鉄製品および銅製品、開元通宝他古銭 2枚など力潟る。

Ｐ２
０
Ｐ７ ｑ＠
削

Ａ

． ③
Ｐ
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PL.39 S X96・ 97・ 100

▼ ■
1甲 碇5

__憎 が● 7 Ⅷ鑢け隷
ぴ磯

鸞
1

Ⅷ
2

,年為驚襟.3

謬
】 ど
ゴ
■

(a)S X96出 土陶磁器類

(b)S X97出 土遺物

(C)S X 100全 景 (南側か ら)

S X 95(PL 38・ Fig.44・ Ch 45)一 J48区検出。北側半分を調査。深さ45cmの ピット状遺

構で内耳鉄鍋 (PL 55-3)、 播鉢と底に叶の文字を書いた漆器椀が出上している。

S驀 90(PL etta),Ch.46)一 」48区検出。上端径130 cmの 円形フラスコ状ビットで、深さ

‐６

５

　

＝
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Fig.45 S X llXl実測口 136 cmまで掘り下げた。井戸跡の

可能性もある。覆土には多量の

灰が包合され、その中から青磁

碗・鉢 。皿 (4～ 13)、 白磁皿

(2・ 3)、 染付皿 (1)、 溶

解物 (14・ 15)、 永楽通宝、元

豊通宝、石国などに伴って炭化

米が検出されている。

S x 97 (PL 39(b)。 Ch 47)

一 J50区検出。最大幅 240 cm、

深さ44clllの 平安時代の溝。「春」

の箆書記号を有する須恵器壺 (

18)は本遺構に、染付皿 (16)

朝鮮皿 (17)、 溶解物 (19)は

中世の柱穴等に伴う遺物である。

S D61と 連続する溝である。

S X 98 (Fig 42(C)・ Ch 48)

一G49区検出。87cm× 76cmの方

形プランで深さ60clllを 測るピッ

ト状遺構。覆土に灰を含む部分

が多い。染付、美濃灰釉、小札、

洪武通宝などが出上 している。

S x 99 (Fig 421d)。 Ch。 49)

一 G49区検出。 110cm× 100 cm

の方形プランで深さ50cmを測る

ピット状遺構。覆土には灰が多

Fig.46 SX l14実 測図

量に含まれ、鉄釘 1点の出土があった。

S X 100(PL 39(C)・ Fig.45。 Ch 50)一 」。K49・ 50区検出。長軸 240cm、 短軸 231 cmの

ほぼ正方形プランを呈し、深さ34clllの 竪穴遺構。東壁北側あるいは南壁西側に張り出し状の部

分があり、南壁 と北壁端にそれぞれ 3個の柱穴 (Pit l～ Pit 6)を配置している。出土遺物

には染付、不明銅製品、焼けた痕跡のある川原石などがある。

S x 101-G50区 検出。67cm× 40cmの 不整形を呈するピット状遺構。出土遺物なし。

口
、
Ａ
ｏ

壁 唸 P5

Ｃ
Ｐ
　
⑬
Ｐ７

Ｐ

鼈昼争亀
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S X 102(Fig.42(C)・ Ch.51)

一G49区検出。 1 18 clll X l 10 clll

の正方形プランを呈 し、深さ30

cmを測るピット状遺構。覆土に

は白灰、炭化物が包含され、漆

器の被膜が 1点出土 している。

S X 103-G49・ 50区検出。

径約90cmの 円形 ピット状遺構。

S X 104(PL.40(a)・ Fig42

(f)。 Ch.52)一 E50区検出。 南北

880 cm、 東西 200 clllの規模に厚

さ10cm前後の黄白色粘土を貼っ

た遺構。 S B20の範囲内にある

ことから掘立柱建物跡と関連す

ると考えられ、昭和56年度検出

の S B17と 類似 している。

S X 105-K50・ 51区検出。

S E60と 重複しているため規模

等不明。

S X 106-K50・ 51区検出。

S X81に 連続する溝跡である。

S X 107 (PL 40(b)・ Ch.

PL.40  S)(104 ・ 107 ・ 109

(d)S X 109出 土赤絵

53)一 G50区検出。(185)clll× 113 cmの長方形プランを呈する遺構。須恵器・土師器耳皿 (PL.

4αbl)・ 不明鉄製品が出土 している。

S X 108-G50区検出。 (107)clll× loo cmの ビット状遺構で、無文銭が 1枚出土 している。

S X 109(PL.40・ Ch.54)一 G50区検出。 S D64と 重複 しているため規模は不明瞭で、周

囲に焼土と灰の分布がみられた。赤絵 (PL.4Ⅸ ω)、 染付、火打石の出土があった。

SX l10-G50区 検出。S D64・ S X 109と重複のため規模不明瞭。 S X 109と 同一遺構の

可能性がある。鉄鏃、不明鉄製品などの出土遺物がある。

SX lll(PL.41・ Fig.4駅 9。 Ch.55)一 E・ F50区検出。掘り込みの痕跡はなく、径 100

cmの中にかなりの遺物が集中していた。周囲に粘土の範囲があり、革札 (PL.41(a)o(d))がそ

の内側から出上 している。この革札は、革に黒漆を塗った後表面に金箔を塗付 したもので、部

Ⅷ

け
S X 107出土耳皿

%
越感懇簿建尊感琺馨ま患憲慧

2

(b)

(a) S X 104全」どミ (Jヒイ則から)

(CI SX 109全 景 (南側から)
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分的には重なり具合がよくわかる状態で出土 した。他に、菰編みに使用する用具

はコモと呼ぶ)と類似した石製品 (PL 41(b))、 鉄絵文様を施した施釉陶器 (1

皿 (3)、 美濃鉄釉皿 (4)、 小札、鉄釘、不明鉄製品などの出土遺物がある。

B20の範囲にあり、掘立柱建物跡と関連する可能性がある。

SX l12-欠番。

PL,41 SX lll

(b)石製品出土状態

(津軽地方で

。2)、 唐津

検出地区は S

(a)革札出土状態
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S X l13-欠 番。

S X l14(Fig.46・ Ch 56)

一 D49区検出。長軸 303 cm、 短

軸 280 cm、 深さ37cmを測る竪穴

遺構。 Pit l～ Pit 6ま でが付

属する柱穴と考えられ、南 。北

壁端に 3個ずつ配置 し、南側に

は張り出しの痕跡もみられた。

鉄釘、鉄津の出土があった。

SX l15-S E68に変更。

S X l16-S E68の ヨヒ狽」にあ

るピット状遺構。 F50区検出。

SX l17-S E68に 変更。

S X l13-欠番。

SX l19(Fig 47・ Ch 57)

一H・ 145区検出。長軸 226 cm、

短軸 188 cm、 深さ40cmの方形プ

ランを呈する小竪穴遺構。付属

する柱穴はないと考えられ、南

壁東側に張り出しを有する。出

土遺物としては、青磁、瀬戸、

美濃灰釉、不明鉄製品などがあ

る。

Fig.47 S X l19・ 131実測図

O陶磁器類

△鉄・ 銅製品

□その他の遺物

ｘ‐‐
⑤

悦

品

S X l19 Pl
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PL.42  S X 120

(a)全景 (西側か ら)

(C)小刀出土状態
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Fig,48 S X 120実 測図

O陶 磁器類

△ 鉄・ 銅製品

口その他の遺物

S X 120(PL.42・ Fig 48・ Ch.58)一 H・ 143区検出。長軸 335 cm、 短軸 238 cm、 深さ76

cmの方形プランを呈する竪穴遺構。覆土は自然堆積の状態を呈し、西側にテラス状の張り出し

部分を有するが時期的相違があると考えられる。柱穴は 2間 ×3間の配置と推定され、Pit l

・ Pit 2・ Pit 3・ Pit 5。 Pit 8・ Pit 9・ Pit ll・ Pit 12・ Pit 13・ Pit 14が基本柱穴、

他は補助的なものであろう。

創烈

Ｆ̈Ｔ」噌　。。　
『　
。　　　口。Ｐ８“

。

＝

」

。

．
　

荀

生

４ヽ
‐工″″
ｏい　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ
ｏ

- 82 -―



出土遺物は覆土全体から多量に検出されている。染付碗 (4)、 同皿 (1～ 3・ 5～ 7)、

青磁碗 (8。 9)同皿 (10・ 11)同鉢 (12)、 白磁皿 (13～ 15)、 美濃灰釉皿 (17・ 20021)、

志野皿 (16)、 唐津皿 (22・ 23)、 美濃褐釉皿 (24)、 天目碗 (25・ 26)、 越前甕 (27～ 30)

瀬戸壺 (31)、 播鉢 (32)な どの陶磁器類。小柄小刀 (PL.42(C)・ PL.54-3・ 4)、 苧引金

(PL 55-13)、 火箸、鎌、鉄釘20本などの鉄製品。銅細棒 (PL.56-13)、 キセル (PL.57

-11)、 銅津などの銅製品。吉銭は無文銭を主体に36枚、漆器椀の被膜、桃と思われる種子な

どが出土 した。

S X 121(PL 43・ PL.44・ Fig,49・ Ch.59)一 H42・ 48区検出。長軸 237 clll、 短軸 195 cIB、

深さ 1 30 clllの 規模を有する方形竪穴遺構である。柱穴は四隅 (Pit l～ Pit 4)に 、覆土中間

には厚い灰の層が存在 し、遺物はこの灰層直下を中心に出土した。 S B23・ S B 26と重複 して

いるがその新旧関係は不明である。

出土遺物の中で特徴的なのは漆器椀の被膜である。 PL.4割耐は、椀がつぶれた状態で出土 し、

内面朱塗り、外面黒塗りの地で、胴部には丸に「叶」という文字、底には「大上」という文字

(a)全景 (南側か ら)

が朱筆で書き込まれていた。 (

PL 43tC))ま た、胴部外面に鶴

の文様をめぐらすもの (PL.43

1d))、 胴部外面に丸に「大」と

いう文字を書き込んだもの(PL.

4駅e))、 胴部外面に丸に「吉」

あるいは「 ?」 の文字を書き込

んだもの (PL.431fDが ある。

陶磁器類には、染付碗 (2・

5・ 6・ 10・ 11)同皿 (1・ 3

・ 4・ 7～ 9)、 青磁碗 (12～

15)、 白磁皿 (16～ 18)、 美濃

灰釉皿 (19～ 33・ 39)、 天目碗

(40)、 越前甕 (41～ 47)、 瓦

器手焙り (35～38)、 不明陶器

08)、 増塙 (49)、 羽口 (34)

があり、鉄製品には、鋏 (PL.

54-17)、 鉄釘 (PL.54-30・

36・ 37)、 鉄鍋、火打金、火箸、

PL。 43 SX 121

(b)出土漆器椀 (C)出土漆器

(f)出土漆器
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鉄洋、その他があり、銅製品には装飾品 (PL.57-5)が、石製品には火打石 (PL.58-9)、

砥石、硯、古銭は元聖元宝 。皇宋通宝。治平通宝他16枚があった。さらに灰層の直下からは漆

器の被膜とともに粉状になった骨片が出土している。

このように多量の遺物を出土 したこと、竪穴自体の規模が小形であること、覆土中間に存

在した灰層は人為的所産とも考えられるところから、墓所的性格も考慮しなければならないで

あろう。

PL.44 SX 121出 土陶磁器類

- 84 -―



SX 122(PL 4Ⅸ a)・ Fig.4飢耐。Ch 60)一 I・ J43区検出。径 200 cmの 円形プランを呈 し、

深さ 180cmま で掘り下げた井戸跡である。 100 cm以 下の深さでは壁面の崩壊が激しく掘り下げ

は困難であった。重複する遺構としては、 S B26(旧 )があり、南側に傾斜を有する溝 (SD

59)は排水路的機能があるのかもしれない。

出土遺物としては、青磁碗 (1～ 5)、 自磁皿 (7)、 美濃灰釉皿 (6)、 瓦器 (8)、 播

鉢 (10)、 溶解物 (11)、 須恵器壷 (9)、 鉄釘 6、 銅滓 (PL.56-27)、 砥石 4、 石臼(PL.

59-11)、 ヒエあるいはアワとみられる炭化物などがある。

S X 123(PL 451b)・ Fig.51(a)・ Ch 61)一 H44区検出。長軸 1 45 clll、 短軸 130 clll、 深さ210

clllま で掘 り下げた方形プランの井戸跡。深さ 160cm付近から壁面の崩壊が激しく、層序は自然

堆積の状況を呈する。

出土遺物としては、青磁碗 (15。 16)、 白磁皿 (12)、 染付皿 (13・ 14)、 橋鉢 (17)、 不

明鉄製品 1点がある。

S X 124(PL 131a)o PL 45(C)・ Fig 17・ Ch.15。 Ch.62)一 E49区検出。長軸 1 26 clll、 短

軸 12 0 cmの 円形プランを呈する井戸跡と考えられ、深さ 140 cmまで掘り下げた。深さ70cm～80cm

の所で壁面の崩壊がみられ、覆土堆積は人為的な状況を呈し、 S T 166(旧 )と の重複関係が

みられる。

出土遺物として、染付皿 (18)、 美濃灰釉皿 (19～ 21)、 唐津皿 (23)、 不明陶器 (22)、

銅津、洪武通宝、漆器被膜などがあった。

Fig。 49

(a)S X 121実 測図 (b)S X 122実 測図

0

△

陶磁器類

鉄 。銅製品

その他の遺物

u"ri:爵

!

∵al。 :址蓼
ギ。 ^`:△ ぉ1と
払a ror▲ 口l
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S X 125(PL 46・ Fig 23・ Ch 21。 Ch。 63)一H46区検出。二基の刑ヽ竪穴が重複している

ようで、北側部分力渇9cm× 80cmの方形プランで深さ80cm、 南側部分が (130)cm× 95cmの楕円

形プランで深さ40clllの遺構である。どちらも覆土全般に灰を多量に包含し、部分的には焼土・

炭化物が集中 している箇所もあり、かまどあるいは屋外炉的な機能を有する遺構とも考えられる。

出土遺物はかなり集中して出土 しており (PL.4α耐)、 青磁 (1・ 2)、 美濃灰釉皿 (3)、

越前甕 (4)な どの陶磁器の他、鉄釘12本、鎌状鉄製品 (PL 55-1)、 火箸 (PL.55-15)、

縄文土器片などがある。 S T 175(新 )との重複関係がある。

S x 126-E50区検出。 S B20、 ST 161 B、 S X 149と 重複しており完掘できなかったた

めプランは不明確である。青磁、靖塙、小札、開元通宝の出上があった。

S X 127(Fig 23・ Ch 21)一 H46区検出。90clll× 80cmの 円形プランを呈し、深さ H5clllを

測るピット状遺構。 S T 175と 重複 し、層序関係から (Fig 23 S P B)本遺構が古いことを

確認した。

出土遺物には、染付が 1点あった。

PL.45   S X 122 ・ 123 ・ 124

(a〕 S X 122出上陶磁器類

螺
7に 6

押
脚
忌

飴
ぜ
爾

(b)SX
12

‰

‖

123出土陶磁器

ツ

頑
16

SX 124出土陶磁器
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PL.46  S X 125

(b)遺物出土状態

S X 128-F50区検出。規模

は不明瞭で S B20に 伴う柱穴と

考えることもできる。ただし、

床面直上から未炭化状態の木板

と、覆土から大平通宝、無文銭

等の古銭 6枚、鉄鍋片が出土し

ており、明確な機能はわからな

い。

〔注意ノート⑥〕

SXの 略称を使用している遺

構の中には、竪穴遺構、井戸跡、

土拡的遺構、かまど。炉跡的遺

構、柱穴に近い遺構、特殊な遺

物を出土する遺構など、統一的

基準を有 しない遺構が多い。

これは、掘り下げ開始の段階

で遺構の性格を把握できないた

(a)全景 (南側から)

守2 qp巧

(C)出土陶磁器

めと、他の遺構を掘り下げている段階で重複しているものが検出された時、仮にSXの 略称記

号を用いて掘り下げることが多いことによる。特に浪岡城跡の場合、遺構確認面
の遺構把握は

土層による相違が顕著でなく、わずか l cm以内の上層の中で 2～ 3基の遺構重複は普通であり、

発掘調査の主旨があくまで城館期最終末の遺構を中心にした調査であり、遺構の破壊を極力さ

ける方針で進めているため、このような事になるのである。

浪岡城跡で検出される遺構の大部分は、いわゆる掘り下げ構築を基本とする遺構であり、礎

石や版築等の遺構確認面より上部で検出されるものは督無に等しい。そのため、調査自体が検

出された遺構の廃棄行為のみに終始する傾向があり、なかなか構築行為・使用行為にまで踏み

込めないのが現状である。

東北地方北部における城館での各種遺構は、他の地方における城館遺構の構成とは大きな相

違がみられ、各種遺構の解釈をめぐって意見続出の段階にある。そのような中で、機能不明の

まま調査されている遺構について、現状では基本的事項を把握しておくことが最低の条件であ

り、今後各種類例の機能考察のために、充実した資料整理が必要と痛感している。
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S X 129 (PL.47・ Fig。 50・ Ch.64)

一H43・ 44区検出。方形基調の小竪穴部

分の規模は 250 clll× 250 cm、 深さ52cmで あ

あり、井戸跡あるいは貯蔵穴と考えられ

る部分の規模は径 120 cm、 深さ 230 clllま

で掘り下げている。前者と後者の覆土層

序から、同時期あるいは後者が古い構築

と考えられる。

方形竪穴部分には柱穴が 2個みられた

が、上部構造を推定するまでには至らな

かうた。

覆土から多量の遺物が出上 しており (

PL.4駅 b))、 一個体となるものが少ない

ことから破壊された後の廃棄と考えられ

る。

出土陶磁器類には、染付皿 (1～ 5)、

青磁皿 (6～ 25・ 31・ 32)同碗 (26～ 30

)、 美濃灰釉皿 (33)、 天目碗 (34)、

Fig.50 S x 129実 測図

越前甕 (35～ 38)、 悟鉢 (40～43)、 瓦器 (46・ 47)、 不明陶器甕 (39)、 増lll Q4)、 溶解

物 (45)がある。青磁皿の出土量が圧倒的に多いことに特徴がある。他の出土遺物としては、

鉄鍋、鉄釘、不明鉄製品 (PL.54-33)、 銅細棒 (PL.56-15)、 不明銅製品 (PL.56-16)、

侃 (PL.58-4)、 炭化米、骨片などがぁった。

S X 130-H43区検出。幅 1 80 clllで 南北に走る溝と考えられる。時期的には土師器の出土が

多いことから平安時代と思われるが、全体の規模が不明瞭のため再考の必要がある。S T 179(

新)、 S T 187(新旧不明)との重複がみられた。

S X 131(Fig.47・ Ch.57)一 H45。 46区検出。長軸 195cm、 短軸 108 cm、 深さ85clllで楕円

状を呈する土拡的小竪穴遺構。S X l19(新)と重複 し、覆上下層には川原石の分布がみられ

た。出土遺物には、珠洲悟鉢、染付、美濃灰釉、越前、鉄釘、火打石などがあった。

S X 132(PL.4引 a).ch 65)一 H42区検出。規模は不明際であるが、覆土は黒色上が主体

であること、出土遺物に土師器・須恵器が多いことなどから平安時代の遺構と考えられ、南北

500 clll、 東西 200 cmぐ らいの範囲が推定できる。 S T 183(新 )と S T 184(新 )と重複して

おり、火ダスキと箆書き記号を有する須恵器イ (PL 48-1・ 2)が出土 している。

Ａ

ｏ
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PL.47 S X 129

(a)全景 (南側から)

(b)遺物出土状態

(C)出土陶磁器類

〔注意ノート⑦〕

S X 129の ように多くの陶磁器片が出土するにもかかわらず、まったくと言ってよいほど一

個体として復元可能なものがない。このことは、城館内における廃棄行為が長期に渡って行な

われていること、遺構の重複が激しいため土層の移動があって遺物は廃棄時期の原位置を示し
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ていない事によると考えられる。

S X 133(PL.48(b)・ Fig.51

(bl)― E51区検出。長軸 1 90 clll、

短軸 170 clll、 深さ55clllの不整形

を呈する小竪穴遺構。床面直上

に 3個の川原石が存在 し、 SB

12(旧 )、 S B20(旧 )と 重複

している。床面から検出した柱

穴はいずれも掘立柱建物跡に付

属するものである。

出土遺物には鉄釘 2本がある。

S X 134 (Fig.51(C)。 Ch.66)

一H44区検出。長軸 158 cm、 短

軸 140 cm、 深さ50cmを 測る不整

方形プランのピット状遺櫛。覆土

は全般に炭化物を含み、自然堆

積の状態を呈する。

出土遺物としては、青磁、天

日、鉄釘、不明鉄製品、くるみ

などがある。

S X 135 (PL.48(C)(d)・ Fig.

51に)・ Ch.67)一 H45区検出。

PL.48 S X 132 ・ 133 ・ 135

(b)S X 133全景 (西側から)

155cmX 155cmの 不整形プランを呈し、深さは25cnであった。他の柱穴と重複しているため、

明確なプランが検出されなかったと考えられる。

出土遺物として、白磁小郷 (PL.48他))が 1点だけ存在 した。

S X 136(PL.4引 a)・ Fig.51(e)o Ch.68)一 H・ 146区検出。長軸 280 cm、 短軸 210cmの 方

形プランを呈し、深さ28cmの規模を有する。覆土は暗褐色土と黄褐色砂質上の混層の単層であ

り、人為的埋め戻しと考えられ、S T 186(新 )と 重複している。

出土遺物には、青磁、染付、鉄釘、鉄滓があった。

(a)S X 132出 土須恵器郭

(C)S X 135全 (西側から)
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PL.49 S X 136 ・ 137・ S X 137(PL49(b)・ Flg.51

(f))一 H44Ⅸ検出。長軸 214 cn、

短軸 189 clllの 方形プランを呈 し、

深さ58cmの規模を有する小竪穴

遺構。 S E66(新)と 重複 して

いるが、上部構造を推定する柱

穴等は検出されていない。

出土遺物としては、鉄釘 、不

明鉄製品、洪武通宝、無文銭、

炭化米等があった。

S X 138(PL.29・ Fig33・

Ch.31)一 J43区検出。長軸

216 cn、 短軸 147 cm 方形プラ

ンを呈 し、深さ62cmを 測る小竪

穴遺構である。 S B23(新 )、

S D58(新 旧不明)と 重複して

いる。

出土遺物に1諺餅∫1点があっ猛

S X 139(PL.29・ Fig。 33。 Ch.

31)一 」43区検出。長軸 195 cn、

短軸 145 cnの方形プランを呈 し

深さ44cmを 測る小竪穴遺構。 S

D59(新 )、 S T 189(新 旧不

明)と 重複 しており、床面から

検出された柱穴は他の竪穴遺構

に付属するものらしい。出土遺

物には越前甕の破片が 1点ある。

S X 140-H45区 検出。 152 cm× 150 cmの 円形プランを呈し、深さ 100 cnま で掘り下げた小

形の井戸状遺構。掘り下げを途中で中止したため全体の規模は不明であるが、覆土から、美濃

灰釉、染付、橋鉢、不明銅製品、判読不能銭などが出土している。

S X 141-G49区 検出。S D61(旧 )の上部に存在し、 175 cm X 150 clll以 上の範囲に灰を分

布する遺構。天目、鉄釘、鉄滓が出上している。
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S X 142 (PL.50・ Ch 69)

一E・ F49区検出。 S D61(旧 )

と重複 しているため明確な規模

は不明であるが、おそらく(3CXl)

cm× (140+α )cmぐ らいの方

形プランを呈 し、深さ25cmを 測

る竪穴遺構であろう。

出土遺物には天目 (PL.50-

1)、 判読不能銭、炭化米など

があり、近接 した地点の出土遺

物にも本遺構に伴うものがある

らしい。

S X 143-C49区検出。北館

北縁に存する遺構であるが、規

模、機能等は不明である。出土

遺物もない。

S X 144(PL.50(b)(C))一 F

42区検出。昭和59年度調査にて

実測予定のため規模等は不明で

ある。出土遺物としては鉄鍋 (

PL。 5uC))、 美濃褐釉皿、皇宋

通宝、判読不能銭がある。

S,(145(PL.50(d))一 ―F42

区検出。昭和59年度調査にて実

PL.50  S X 142 ・ 144 ・ 145

(a)S X 142出土天目碗 (C)S x 144鉄 鍋出土状態

測予定のため規模等は不明。東壁 。西壁中央に対応する柱穴があり、東南隅に舌状スロープの

張り出しを有する。美濃褐釉皿が 1点出土している。

S X 146-F42区 検出。昭和59年度調査にて実測予定のため規模不明。覆土から越前甕、青

磁、不明鉄製品、炭化米などが出土している。

S X 147-F42区 検出。規模不明。竪穴遺構となる可能性あり。美濃灰釉・ 白磁の出土。

S X 148-F42区 検出。未調査部分が多く、覆土から染付 2点が出土している。

S X 149-E50区 検出。 210 clll× 200 clllの 範囲は確認したが、明確な規模は不明である。 S

B20・ S X 126(新 旧不明)と重複している。青磁、白磁、増塙、溶解物が出上している。

SX 145全
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S X 150-E50区検出。S E65の南側に位置 し、土師器等を主として出土する遺構であるが

明確なプランは不明である。

S X 151-F・ G42区検出。昭和59年度調査予定。

S X 152-F o G42区 検出。昭和59年度調査予定。

Fig.51 性格不明遺構実測図

(a)S X 123 (b)S X 133 (C)S X 134

S X 137
A

0
1

芦
ｏ′テ″・ ====
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溝跡 (SD)は 前年度検出のものから連続するものもあり主要なもののみ記述する。

S D 53-J49区。幅約30cm、 長さ 450 cm、 深さ10cmo N-50°―Wの方向に走る。

S D 54-J49区。幅約40cm、 長さ 540 cm、 深さ20cmo N-6°一Wの方向に走る。

S D 55(PL 51(a))一 J50・ 51区。幅 100 cm前後、 長さ 1400 cmま で確認、深さ35cm～ 50cm。

W― O°― Eの方向に走り東から西へ傾斜 している。 美濃灰釉 。茶臼・不明鉄製品など出土。

S D 56-E49区。幅 100 cm、 長さ 600 cm、 深さ不明。 N-21°―Wの方向に走る。

S D 57-― S E611こ 変更。

S D 58-J43区。幅35cm、 長

さ 75 0 cm、 深さ25cmo N-27°

一Wの方向に走る。

S D 59-J43区。幅25～ 40

cm、 長さ 750 cm、 深さ17cm、 N

-26°一Wの方向に走る。

S D 60-Fe G50区 。幅

40cln、 長さ 1000 cm、 深さ30 ca

前後。方向は不明であるが SE

68に傾斜するらしい。

S D 61(PL.51(C))一 G。

D・ E・ F・ G49、 G50区。幅

約 200 clll、 長さ 100m以上、深

さ80cmo N-46° 一Wの方向に

走り、ほぼ北館を縦断する。鉄

皿 (PL.55-5)、 鉄砲玉 (PL.

56-3)、 砥石 (PL.58-15)

の他、土師器・須恵器の出土が

多い。

S D 62-G42区。

S D 63-D52区。幅 240 cn、

長さ 1000 cmま で確認、深さ45clll

である。南側に開く馬蹄状の形

状を示すと考えられる。

S D 64-G50区。幅65cm、 長

PL.51  s D55 058・ 59・ 61

(a)S D55全 景 (東側から)

(b)S D58・ 59全景 (北側から)

IC)S D61発 掘作業風景 (南側から)
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PL.52 sA05 さ約 600 cIIl、 深さ50～ 80cmo E

-10°一 Nの方向に走り、土師

器・ 須恵器を主体に出土する。

S D 65-G50区 。幅約50cm、

長さ約 600 cm、 深さ26～30c血で

あり、東側から西側へ傾斜を呈

する。南東に開く孤状の形状を

示すらしい。

土塁状遺構 (SA)は 1基の

みの検出であった。

S A 05(PL.52・ Fig.52・

Ch,70)一 C52区検出。北館北

辺に位置し、上端幅 220 clll、 下

端幅 41l caを測る三和土遺構で

あり、土塁的機能と柵列あるい

は門的機能も推定される。

柱列は 2列になっており、Pit

l～ Pit 3(北側)のゴヒ側には

幅25cmの溝がありPit 4～ Pit

6(南側)は傾斜部分に位置し

ている。南北の柱列の幅は 115

～ 125 cmの 範囲にあり、深さは

形状に比して深い傾向にあるため

打ち込んだものとも考えられるc

浪岡城跡の平場辺縁には現在

までのところ明確な土塁の痕跡

はない。 しかしながら、このよ

うな三和土状遺構が゛内部上塁

を破壊した後の痕跡と言えるか

もしれず、今後検討を要する遺

構である。出土遺物はない。

Fig.52 SA05実 測図
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以上、検出遺構とそれに伴う

主な出土遺物を述べた。 しかし

出土遺物の中で、遺構に伴うも

のと、それ以外 (た とえば表土

や遺構確認面まで掘り下げる段

階で出土 したもの)の ものとの

価値に差異はみられない状況が

ある。

PL.53で示した陶磁器類は、

明確に遺構に伴うものではない

が浪岡城跡の陶磁器を考える上

で捨ておけない資料である。

白磁皿 (1)は 、内面に細い

櫛目文を有するもので13～ 14世

紀の判作年代と推定され、伝世

的製品と考えられる。青磁小皿

(2)は、本年度初現の発掘資

料でありH44区 から出土 してい

る。本例と類似する青磁小皿が

PL.53 遺構外出上陶磁器

。
上■穏
「
膵浮Ч酔

域上鮎

S T 184(H42区 )、 S X 129(H43区 )か ら出土 しており、近接 した地点からの出土である

のに対し出土遺構が相違するという興味ある現象がみられる。 3と 4の染付はいずれも柱穴の

中から出上 したものであるが、見込文様は浪岡城跡では出土例の少ない類のものである。碗 (

3)の外面はアラベスク状の連鎖文、内面は花文様等を具象化した文様があり、高台つけ根の

部分は施釉のムラがみられる。皿 (4)はかなり大型のもので底径 12cmを 計り、見込部分はお

そらく獅子文と考えられる。国産陶器の中でも、美濃・瀬戸の製品は最も多く搬入されている

ものであるが、その中で御皿 (5)な どは15世紀前半の製品と考えられ、多量に出土する灰釉

皿 (16世紀の製品)と年代幅がみられる。そして、志野皿 (6)は城跡最終末期の製品と考え

られるもので、一般には唐津と同時期に搬入されているようである。

このような遺構外出上の陶磁器については、遺構考察の場合には重要視できないが、浪岡城

跡の成立過程や遺跡存続時期、落城時期等を考える上では重要な資料と言え、城跡の主体時期

と対比 して遺物伝世の風習を理解することも可能である。
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Ⅳ 出 土 遺 物

本年度の調査で出土 した遺物を材質別に分類すると以下のようになる。

I 陶磁器類  I-1  舶載品 (青磁 。白磁・染付・赤絵・朝鮮 。鉄釉壺 。鉄釉碗 )

I-2  国産品 (美濃 。瀬戸・唐津・越前 。珠洲 。信楽 ?備前 ?)

I-3  国産産地不詳品 (瓦質土器・施釉陶器・無釉陶器 )

I-4  地元産品 (須恵器・土師器)(増塙 。鋳型 。かわらけ等 )

Ⅱ 鉄製品   Ⅱ-1  武具 (刀 。小柄・小札・槍 。鉄鏃 )

Ⅱ-2  農具・工具 (鎌・苧引金 )

H-3  建築具 (釘 )

Ⅱ-4  発火具 (火打金 )

Ⅲ 銅製品   Ⅱ-1  仏具 (仏像・香炉・ 鈴 。盤 )

Ⅲ-2  武具 (鐸 。小柄・幹 。鉄砲玉 )

Ⅲ-3  工業 (銅滓 )

Ⅲ-4  商業・交易 (銅銭 。おもり)

Ⅳ 石製品   Ⅳ-1  工具 (砥石・臼)

Ⅳ-2  文具 (硯 )

Ⅳ-3  発火具 (火打石 )

Ⅳ-4  貯蔵具 (鉢 )

Ⅳ-5  縄文遺物 (石斧 。石鏃 )

V 木製品   V-1  饗膳具 (漆器椀 )

V-2  工具・武具 (柄 )

V-3  生活 (井戸木枠 )

Ⅵ 自然遺物  Ⅵ-1  骨

Ⅵ-2  種子・堅果・穀

このような材質別による分類では、残存度の良好な陶磁器類が量的に多くなるが、機能的に

みた場合は饗膳・貯蔵等の生活の一部を充足 しているにすぎない。鉄・銅製品の出土では、武

具・宗教具の機能を有するものが多く、浪岡城という城館に起居した人々の生活程度を理解す

るうえでは有効な資料であり、石製品・木製品についてはその材質から地域的生産程度を考え

る時に有効である。ただし、陶磁器類は歴史資料として年代の決定、交易
。経済活動の隆衰、

文化活動を知る上では現在のところ特出した価値を有しており、紙数の多くを陶磁器類に費や

すことをおことわりしておく。
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1.陶磁器類

(a)青磁 (Fig.53)

青磁の器形としては、碗・皿・小鉢・香炉などがあり、破片数 446点の出上があった。

碗の中では、外面に蓮弁文がくずれて線描きの状況を呈するものが圧倒的に多く (1・ 2・

3・ 4・ 5・ 6・ 11)口縁部付近の葉先を簡略化 した線描きで丸味を有するもの (1・ 2・ 6)

と剣先状を呈するもの (4・ 5)および省略しているもの (3・ 11)に大別できる。これらの

碗は日縁が直行して立ち上がる形態である。底部は例が少ないけれども畳付も含めて全体に施

釉しているもの (4)が一般的である。

雷文を有するものには、外面口縁部に箆描き状のくずれた雷文を有するもの (7)と スタン

プ状の雷文帯を外面口縁部および内面胴部上端にめぐらすもの (9)の 2例があり、後者は両

面雷文帯の下に劃花文も描いているようである。

無文の碗には、日縁が外反するもの (10)、 外面口縁に一条の劃線を有するもの (19)、 日

径 12.9 cm、 高さ 6.3 cmを計り二次焼成のため釉が剥落しているもの (8)がある。 8につい

ては加熱が激しいため胎上にも変化を及ばしており青磁以外の可能性も考慮し注意を要する。

皿はいわゆる稜花皿と言われる製品が多 く、内面口縁部に櫛描文を有するもの (16)と無文

のもの (17)が ある。また、回縁が外反する無文のもの (18)が あり、透明度の高い青緑色の

釉調を呈 している。

本年度初めて出上した小皿がある。国径 7～ 8 cm、 器高約 3 cnを計る製品で、外面に複葉状

の鏑蓬弁文を有し内面に縦位の劃線を入れているもの (14)、 内面だけに縦位のall線を入れる

もの (13)、 外面に鏑連弁文の痕跡がかすかに残るもの (15)がある。本例は、青森県出土品

の中では類例の少ないものである。

外面に 2本 1対のall線を縦位に施し、見込にスタンプ文を有する底部片 (12)があり碗の器

形と考えられ、畳付部および底は施釉がなされていない。

青磁は、舶載品全体の48%の出土率を示し、全陶磁器類の中でも24.9と 高率である。また

青磁の中では碗が 48.8%、 皿 43.2%の比率であり、その他 8%である。 (陶磁器類出土率

表参照 P135)
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(Ы 白磁 (Fig 54)

自磁は総破片数 121点出土 しており、器形としては皿、小郭、碗などがある。

浪岡城跡から出土する白磁の80%以上は、薄手硬質の整形で口縁が端反りするタイプである。

その中には、施釉に薄厚があるため表面が凹凸を呈するもの (2)、 高台畳付部に施釉されな

いもの (3)、 乳白色の和調で高台内面のケズリが鋭角的なもの (4)、 高台内面に砂等が付

着しているもの (6)、 とても薄手に整形 しているもの (7)他 (5)がある。

皿の中には上記以外に、回縁が内湾気味に立ち上がり高台部に施釉 しないタイプがある。一

般には軟質で黄白色の色調を呈するものが多いけれども、本年度出土のものは硬質感があり青

灰色に近い釉調のものである。内湾度が大きいもの (8)と 高台底に孤状のケズリを入れない

高台部 (10・ 11)な どがある。

小郭としては、畳付部に釉を施さず極めて硬質感の強いもの (12)の見込みが蛇の目状を呈

し、高台内側のケズリが垂直に近い状態を呈すもの (13)ん あゞる。

また、自磁の中で内面に櫛描きによる文様を施した破片があり (1)、 13～14世紀の製品と

推定されるところから、伝世的意味の強い製品と考えられる。

このような白磁の出土率は、舶載品の中で 1309%、 全陶磁器類の中では 66%で あり青磁

よりかなり低い数値を示している。

(C) 赤絵 (Fig 54)

皿の破片 2点の出上があった。 (14)は見込み部分に 2～ 3条の圏線を施し、内部に赤色・

緑色顔料による花の文様、外面にも同種の文様を施 し、高台外面には畳付上端に一条の赤色圏

線を施 している。畳付部は素地が露出してケズリ整形痕が明瞭であり、付け高台の痕跡が断面

からも明瞭にわかる。白磁に類似する釉が施されているが全般にムラがみられる。 (15)は細

片のため器形も明確でなく、内・ 外面に赤色・緑色顔料による文様がみられるだけである。

(d) 染付 (Fig。 54・ Fig 55)

染付は総破片数 343点の出上があった。器形としては皿が 265点で最も多く、碗72点、その

他 7点である。

碗の中で全形を推定できるものは 1例だけで、口縁が直行気味に立ち上がり底部が肉厚な器

体を呈するもので、外面文様は回縁部に一条の圏線と唐車草花文、内面は日縁部に一条の圏線

と、見込みに一輪の花を描いたような文様のあるもの (16)で ある。器形上の特徴については

すでに他の報告書 (「浪岡城跡Ⅲ～V」 )に記載 しており、それらの範囲を越えるものは本年

度は出上 していない。文様上の特徴として、外面胴部に草花文のあるもの (17)、 丸を三つ重

ねにしたような文様のあるもの (18)、 口縁部に波濤文帯、胴部に芭蕉葉文を有するもの (19)

胴部にアラベスク風の連鎖状文、見込みに花を具象化したような文様を有するもの (20)な ど
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Fig.54 白磁 。赤絵・染付実測図
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がみられる。 (20)は、高台畳付部に施釉せず、底中央がケズリ残りのためか凸状になり、付

高台的な施釉ムラがみられる。 (以上 Fig・ 54対応)

皿には基本的に三つのタイプが存在する。一つは、いわゆる碁笥底のもの。二つめは、口縁

が端反して高台を有するもの。二つめは口縁が内湾して立ち上がり高台を有するものである。

碁笥底を有するものには、一般的に軟国な製品が多い中で、本年度出上のものはすべて硬質

感の強い製品であり、見込みに捻花文、外面胴部に芭蕉葉文を有するもの(1)、 見込みに花鳥

文を有するもの (2・ 3)、 外面胴部に梵字文を有するもの (4)な どがある。

口縁が端反りするものは、外面胴部には牡丹唐草文を施すものが多く (9。 10。 11・ 12)、

見込みの文様は王取獅子文 (13)、 渇磨文 (6)が一般的である。浪岡城跡から出土する染付

皿の中では最も量的に多い。

日縁が内湾するものには、主文様がなく圏線だけのもの (7・ 8)があり、見込みが蛇の目状

を呈するもの (8)もある。本タイプの皿は、底に放射状のケズリ痕がみられるものが多く、

見込みに「壽」底にも「寿」という文字を描いているもの (5)もある。また、S E61の 出土

品に、日径 19.3 cm、 底径 11.3 cm、 高さ3.8 cmを測る最大の製品 (14)が存在する。本製品は

ほぼ完形品であり、全体の色調は暗緑灰色で、呉須の発色も濃い緑色を呈している。全体に貫

入がみられるものの、 8片に破壊された接合線の部分で買入の大きさが異なるという現象があ

り、土中に埋もれた段階で何らかの変化が生じたものと考えられる。日縁の立ち上がりは鋭角

的にするどくケズリこまれ、高台畳付部は釉が施されず面取りしたケズリの痕跡が顕著である。

また底には同心円状のケズリ痕がみられる。

文様は特色ある文様である。内面口縁部に二条の圏線、見込み外郭も二条の圏線があり、そ

の中に放射状の花弁を有する花が具象的に描かれ、両側に一対の鳥がいるようである。それら

の手前は垣根あるいはテラス状の図案で中央に高さのある壷が配置されている。外面口縁部は

二条の圏線、胴部には5つの牡丹を配した牡丹唐草文を描いている。牡丹唐草文はかなり簡略

化された描き方であり、高台上端にも二条の圏線がめぐっている。

胎土は、景徳鎮窯産でみられる精緻な白色ではなく、荒目の黄白色を呈し、呉須の発色も深

緑色を呈するところから、福建省など景徳鎮より南の窯で生産されたと推定される。なお、類

似する製品は東南アジア方面から出上していると聞いている。

染付の出土率は舶載品の中では37.12%、 全陶磁器類の中では 18,7%で あり、陶磁器の中

では青磁に次ぐ出土量がある。ところが、器形別に見た場合、染付皿は全陶磁器に対する比率

が 14.5%、 青磁皿は10.5%、 青磁碗が 119%、 染付碗が 3.9%と なり、碗は青磁を主体に

皿は染付を主体に使用していたと考えることができる。なお、この数値は時代的変化を表わす

ものとも考えられる。
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(e)中国鉄釉 (Fig 57-8)

中国製品と推定される鉄釉のものには、四耳壷 。天目茶碗などがあり、天目茶碗は現在まで

明確に日本製品とⅨ別できていないため、別の機会に報告することとし四耳壷について述べる。

四耳壺 (耳部の存在から四耳があったと考えた)は、復元推定回径 15,O clll、 胴幅 22.2 cm、高

さ25cn+α 、厚さ4～ 6 11ullを計る。口縁はやや外反気味になり、肩部は胴部上端で張る形状を

示すと考えられ、底部は存在 しないため不明である。 S T 157を 中′とヽに出土 しており、外面

釉が凸凹して二次焼成があったことを理解できる。内面のロクロ痕は、胎上が精緻なためかシ

ャープな状態で残っており、耳部上端に貼り付けている。

(f)朝鮮 (Fig 56-17・ Fig 54-9)

S E67と S X97出 土の皿であり、全体の色釉は青灰色で唐津にはみられない良質の整形・焼

成がおこなわれている。施釉は光沢のある透明釉が全体になされ、見込み内にトチ痕が残って

いる。

(g) 美濃・瀬戸 (Fig 56・  Fig.57)

美濃 。瀬戸の製品には灰釉系のものと鉄釉・褐釉系のものが存在する。

(i)灰釉系 (Fig.56)

器形としては皿が圧倒的に多く、総破片数 285点の出上があった。口縁が外反 し見込みに印

花文を有するもの (1)、 底に輪 ドチ痕が残り底が肉厚になっているもの (2)、 ガラス質の

きれいな黄緑色の釉が施されているもの (4)、 いわゆる黄瀬戸手に近い無光沢の黄白色の釉

調を呈するもの (5)、 内面口縁部を折りかえし一段を有し、胴部内面にヒダ状のケズリを入

れたもの (3)な どがある。また製作時期が古くなると考えられる卸皿 (7)は、日縁上端が

溝状にくばみ、施釉は胴部中央まで、底は糸切痕を残している。

灰釉ではないが志野皿 (6)も灰釉系の器形と同類の特徴を有する。

(1)鉄釉系 (Fig.57)

鉄釉系の製品としては碗、皿、壷などがぁり、天目碗59片、皿 13片、他 5片が出上 している。

天目碗は回縁が「く」の字状にくびれるものが多く、推定回径は14～ 1lcmぐ らいである。 (

1・ 2・ 4・ 5)内面施釉は全体に及ぶものの外面は胴部下半で止まり若子の釉溜りがみられ

る。底は高台部畳付部を残 して内部がへこむもの (6)と 中央が肉厚にケズリ込まれているも

の (3)がある。

皿には、碁笥底状を呈し口縁が内湾気味に立ち上がる形状が多く (9。 10)、 釉は褐色の斑

ら釉で見込みに トチ痕を残すもの (10)もみられる。

四耳壷と考えられるもの (7)に は、胎土が精緻な暗灰色を呈し釉調は光沢のある黒褐色を

呈すものであるが、内面ロクロ整形痕は前述中国製四耳壺に比してするどさに欠ける状態がみ
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Fig.56 美濃・ 庫津等実測図
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られる。

小鉢・小壺の類としては、灰白色の堅緻な胎土に、光沢のある黒褐色釉が全面に施されてい

るもの (12)、 同様の胎土に褐色の強い釉を内面および胴部中央まで施しているもの (11)が

ある。前者は、ロクロ整形痕がかなり明瞭に残り、外面には幅の狭い沈線がめぐっている。前

者、後者ともに底は糸切り痕がはっきり残っている。

美濃・ 瀬戸の製品は全陶磁器類の中で 26,7%の比率を示し、国産品の中では最も多い出土量

を示す。特に灰釉皿は染付皿の量と同程度であり、全陶磁器の中で使用度が高かったものであ

る。また、御皿、四耳壼、小壷、小鉢など他の製品にはみられない器形の豊かさがあり、使用

時期の幅があることと東日本の陶器生産の中心地であるという特徴がよく表われている。

lh)唐津 (Fig.56)

唐津は調査地区によって出土量の相違がみられる。本年度は、皿、碗等 153点が出土し単年

度の調査としては最大の出上があった。

碗は丸味のある胴部に日縁が直行して立ち上がり、外面は胴部下半で釉止まりがあり、素地

を露呈する部分は鉄分によって赤褐色を呈するところがある (14)。

皿は日縁が内湾気味に立ち上がり、高台のケズリも粗雑なものが多く一例だけ外反する (16

)。 施釉は一様に胴部下半で中断し、高台部は素地が露呈している。見込みにトチ痕を残すも

のも多いが、すべてЛ台土目技法によるものである。釉調は赤灰色 (8)、 青灰色 (9)、 暗緑

色 (10)、 薄い黄緑色 (11)、 深緑色と灰色の斑らを呈するもの (12)、 黄緑色 (13・ 15・ 16)

と各種存在し、胎上にも相違がみられることから、同一窯の製品ではないらしい。

唐津の出上が調査地域によって差異があることは述べたが、一般に北館中央部から西側の地

域で多数出土する。全陶磁器類に対する出土比率は8.3%と例年の調査で示す5%前後よりか

なり高率である。唐津の製品は、現在その製作年代と流通年代をめぐって若子の議論があり、

城跡落城の年代とともに今後に残された課題である。

(1) 越前 (Fig.56・  Fig 58)

越前の製品には甕と悟鉢の器形があり、本年度は甕の破片が 186点 と多量に出土した。播鉢

については後述するため甕だけを述べる。

越前の甕は、暗褐色の色調に自砂と黒砂が若干混入した胎土を呈し、鉄分の多い内外面に灰

釉の流れを認められる例が多い。 (Fig.58-1・ 2・ 3)口縁の形態は、内面に一条の段を有

してくびれた形状のものが多く外反度は比較的少ないと考えられる。底部は平底気味であるが

(F ig.58-4)残存度が少ないため明確に理解できない。回径50cm以上の大甕から回径 17付

18cmの 河ヽ甕まで多種あるようである。Fig.56-18で 示した壺は、釉が二次焼成のため禿げ落ち

ち、ほとんど素地だけとなっているが越前の可能性が高い。
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Fig.57 天目・鉄釉壷等実測図
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(j)そ の他の不明施和陶器 (Fig 56-19)

胎土は赤味のある灰色を呈し、青灰色の釉を斑点状に施している皿で、産地不詳である。

(k) 瓦器 (Fig 58)

瓦器 (本来であれは中世瓦質土器と言うべきものであるが、浪岡城跡の調査では従来からこ

の呼称で統一しているため、あえて瓦器という呼称を採用 し、普遍的意味で使用していないこ

とをおことわりする)は総破片数52点が出土 しているが全形のわかるものは 1点 もない。

本年度出上したものには算木状の部分に 6～ 7花のスタンプ文を押した製晃 (11)、 鶴が羽

を広げた文様を彫り込んだ製品 (12)、 5条以上の隆帯がめぐる製品 (13)があり、いずれも

円形の形状を呈すものである。12と 13は 出土地点、器形状の特徴から同一製品の可能性もある。

器種としては手焙り、火鉢の類が多いと考えられ、香炉・壺形のものも若干存在する。

(1) 悟鉢 (Fig.58)

すでに「浪岡城跡Ⅳ・ V」 にて、胎土、成形、技法上の特徴から分類済であるため、特色あ

るものについて述べる。橋鉢の総出土破片数は 125点であり、全陶磁器類の中では 68%を 占

める。

口縁内面に櫛目波状文を施す例 (5)は、いわゆる珠洲系のものとして考えてきたが、今回

三辻先生の分析 (P129参照)に よって浪岡城跡出上の珠洲系播鉢は珠洲窯産の可能性が高く

なったという結果がでており、今回は珠洲窯の製品として報告 しようと思う。

口縁が外面に段を有して直角に立ち上がり、強い焼き締めの結果赤褐色の素地を呈し硬質感

豊かな製品となった橋鉢 (6・ 7)は、備前系のものと考えている。内面の櫛目も縦位にだけ

でなく、斜めに入れる状況がみられ、 7の場合は口縁部と胴部で色調が相違し窯詰め段階で重

ね焼きしたかあるいは窯道具のあて方で違ったものと考えられる。

日縁部内面 に一条の凹を有し7～ 10条の櫛目を施す例 (8・ 10)は、いわゆる越前系のもの

と考えている製品であり個体によって色調・焼成度はかなリバラつきがみられる。焼成温度は

それほど高いものでなく、軟質な胎土構成で白砂がかなり混入している。

胎土が赤褐色を呈し、全体の色調は黒灰色を呈す製品 (9)は産地不詳製品と考えている。

櫛目はかなリシャープに入り込み 9条左回りで施している。底部の整形も調整はみられず、若

干指ナデ痕がみられる程度である。

括鉢については、産地不詳製品が多いことから科学的分析等を駆使 して整理してゆく必要性

を痛感している。

lml 増蝸 (Fig 56)

浪岡城跡から多量の増蝸 (溶解物付着土器)が出土する。小形のもの (20)ん らゝ大形のもの

まで各種存在し、銅製品製作に使用したと推定されるところから鋳型 (PL.60)と併せて考え
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える必要がある。

(n)か わらけ

本年度は明確にかわらけ (中世土師質土器)と認定できるものは出土していない。

Fig.58 揖鉢等実測図

3
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2.鉄 製 品

鉄製品・銅製品等の金属器は総数 1,154点の出土があった。しかし時間的都合によって、す

べての銹取り。注記作業はできなかったため、今回は主要な製品の紹介にとどめたい。

鉄製品は、前述 したように機能によって武具 。工具等に分類できるが、整理が終了していな

い段階であり、名称等の明確なものの記述に終止する。

(a)刀 (PL.54-2・ Rg.59 2)

全長26cm、 茎に木質部の残存がみられ、日釘穴と推定される部分がある。反りはほとんどな

く、刃部の長さ18clll(約 6寸 )で切先が幅広になっている。小刀である。

(b)/1ヽ柄/1、刀 (PL.54--3・ 4・ Fig.59-3 ・ 4)

3は全長 19.7 clll、 刃部 1 1 2 clllを 計り、 茎に木質部の付着が認められる。 4は先端部を欠損

しており全長 18 4cnを 、茎部分は 9 clllを 計る。刃部の長さも4の方があるため、 3よ り若干大

型の小柄小刀と考えられる。

(C)鐸 (PL.54-5・ Fig.59-5)

上下幅 5.65 cn、 左右幅 5,42 cmの ほぼ円形を呈する鉄鐸である。銹化が激しいため、レリー

フ状の文様および茎櫃孔などが原形のままであるかは疑間であるが、舞櫃孔、小柄櫃孔、耳の

厚みが認められる典型的丸鐸である。地にレリーフした文様は明確でない。

値)小札 (Fig.59-8～ 15)

小札は上端が斜めにカットされるもの (9・ 12)と それ以外のものがある。長さは 5～ 6 cm

幅 1.8～ 2.5 cmぐ らいのものが多く、本年度出土のものはすべて 2列に穿孔されているもので

あった。中には表面に漆を付着しているもの (12～ 15)も あり、 SX Hl出上の金箔塗り革札

との関連も重要な問題である。

(e)鉄鏃 (Fig.59-6・ 7)

6は中が空洞になっているため、簡単に装着できる形態。 7は茎を有し、断面が丸あるいは

六角を呈する鉄鏃であり、先端部は欠損している。本年度は鉄鏃の出上が少なかった。

(f)鋏 (Fig.59-22・ 23・ PL 55-8)

長さ 12 5cmの もの (Fig 59-23・ PL。 54-17)と 先端が欠損している長さ8.9 cm(Fig 59

-22・ PL,54-18)、 片側 しか残存 していない長さ 13.9 cm(PL.55-8)があり、いずれも遺

構内からの出土である。

僧)釘 (PL.54-20～ 31・ 36～38)

欠損しているものを除いて長さ 3.5～ 8.5 cmぐ らいまで多数出土 している。おそらく鉄製品

の半数近くが釘であろうと思われ、木質部に打ち込んだ状態で出土するものもある。 (PL 54
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PL.54 郎ヽヨ理舌舌 (1)
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PL.55 鉄製品 (21
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-36～38)頭部が銀杏型を呈する未使用のもの (Fig.59-21)は少なく、ほとんどが折れ曲っ

た使用後のものである。

(h)鎌 (PL 55-2)

基部が欠損したもので、反りはまったくない。 PL 55-1も 鎌の形状を呈するが、穿孔を施

しているため用途は不明である。

(1)鍋 (PL 55-3・ 4・ 6・ 7)

いわゆる内耳を有するもの (3)、 段を有しながら外反する口縁部 (4)、 足がみられる底

部 (6・ 7)があり、全形んゞわかるものはまったくない。

(j)皿 (PL 55-5 ・ Fig.57-24)

器高 2.6 cm、 径 11 3cmの丸い皿で、内側口縁部に 3箇所の内耳が認められた。

低)火打金 (PL 55-10～ 12)

両端のかえしがあるもの (12)ん らゝ、上部の二辺がゆるいカーブを呈するもの (10)、 辺が

直線的になりかえしが認められないもの (11)ま で、 3点が出土している。

(1)苧 引金 (PL 55-13)

長さ8 4cmを計り、本部に装着する部分は鋭角的になっていない。刃部中央は磨耗のため刃

こばれ状を呈し凹凸している。

lml 火箸 (PL.55-15～ 18)

長さ22～ 26cmぐ らいのものが多く、断面形が丸あるいは四角を呈するものがあり、後者は上

端にねじれを入れているもの (15・ 18)がある。遺構に伴うことは少ない。

伸)そ の他の不明鉄製品

刃あるいは何らかの工具と推定されるもの (Fig.59-1・ PL.54-1)がある。刀とすれば

大刀の茎部分と考えられ 幅広の先端部が欠損ないしは切断されたものか肉眼では理解できなか

った。長さは 26.l Cmも あり、単なる工具と考えるよりも新たに製品を作るための地金と考える

のがよいのであろうか。

PL 54-6は 、幅 5× 6 cm前後の鉄板に無作為に穿孔したものである。

PL 54-19は 、長さ約 10cmで楔状の形を呈し、地金あるいは楔として使用したものであるう力ぉ

PL 55-1は 、鎌の形状を呈すが無作為な穿孔がみられ、用途不明である。

PL 55-9は 、一見した所、毛抜鋏の片側部分らしい。

PL,55-14は 、木質部の付着している部分に小孔が穿たれており、火箸あるいは武具的なも

のにでも使用したのであろうか。

PL 54-32～ 35は、全形をとどめているものがなく用途は不明である。

― H4-



Fig.60 銅製品実測図
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3.銅 製 品

銅製品は、武具・仏具、装飾具など多種多様にわたっており、発掘区内で出土する銅製品製

造のための増蝸、鋳型などから、城内で製造されたものと搬入されたものに区別する必要がで

てきた。従来はすべて搬入品と考えてきたが自家生産のものもかなりの数にのぼると考えられ

るし、武具等の自家生産、仏具、装飾具は搬入品と、用途別にも考えてゆかねばならない。

(a)かえし(返角)(PL.56-1・ Fig.60-1)

鞘に装着し、鞘が刀と一緒に抜けるのをお、せぐ部品。前年度まで出土 したものは内側が空

洞であったが、本年度出上のものはすべて地金で成形されている。

い)鉄砲玉 (PL.56-2～ 4)

径 1,3 cm前後の球状を呈し、重さは6.39(3)、 9,29(4)、 H.49(2)と バラつき

がある。

(C)小柄 (PL.56-5～ 7)

地板に横位の沈線文がみられるもの (5)以外文様を有するものはなく、鉄製刃部が残存し

ていたもの (7)が一例あるだけである。

ld)目貫金具 (PL.56-9・ Fig.60-3)

牡丹あるいは椿などの花文様を具象化 したらしく、表面にはかすかに金箔の付着を認める。
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PL.56 銅製品 (1)
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(e)銭型銅製品 (PL 56-10)

外径 2.6 cm、 内径 4 11ullを 計り、外縁部が若千端反りした形状で、端反りした外面はヒダ状に整

形され金箔の認められる部分もある。家具等の取手部に関係する金具であろうか。

(f)革|(PL 56-11・ Fig 60-4)

鎧紐を止めるための金具で長さ 3.8 cm、 幅 0,8 cm、 二個の孔がある。

(g)鐸 (PL 56-18・ Fig,60-5)

長さ 4 7cm、 幅 2.5 cmの小型楕円形を呈する鐸である。側辺片側に切れ込みを入れ、茎櫃穴

の周囲にはえぐられた痕跡が明瞭にみられる。小刀の類に使用したものだろう。

(h)仏像 (PL.57-1 ・ Fig。 60-6)

高さ 4 2cm、 重さ 22.49の 極めて小型の仏像であり、頭部が半分ほぼ欠損している。蓮華

の台座に立ち、右手は中央で掌を合せ、左手には仏具らしいものを持っている。背に、突起状

の部分があるため他のものに付着 して使用したらしい。浪岡城跡では初めての出上である。

(1)八双金具 (PL.57-3・ Fig 60-7)

武具につける装飾金具であり、七七五状の地に車花文を彫り込んだ文様がある。金の付着が

認められる。

(j)金付着装飾品 (PL 57-2・ 4・ 5)

2は銅の地金の片面全般に金箔が塗られ、 4は ドーナツ形の上に放射状に細沈線を施し、そ

の中に金の付着が若干認められ、 5は貝殻状の形で全体に金を鋳込んでいるような状態である。

(k)高台 (PL 57-6・ Fig.60-8)

二次焼成を受けているためか、破損度が激しく上部の外縁が欠落している。高台部は直立し

て立ち上がり、上部接地面に一条の隆帯が円形にめぐっている。

(1)針 (PL 57-7)

先端部は欠損しているが、頭部に糸や紐を通すための孔が存在する。

lml鈴 (PL.57-9・ 10)

9は直径 2 8 clllの 球体をしており、上部と下部が接合する状態で製作されている。10は直径

1 4cmの球体で、中に別の金属球らしいものが存在している。「チリン」という音色である。

(a)キ セル (PL.57-11～ 13・ Fig 60-9～ 11)

Fig 60-9・ 10は受け皿を有する雁首の部分、 Fig.60-11は吸い日の部分であり/字状の

連結する彫り込み文様を施している。雁首についても、 9の方はラウとの装着口がやや幅広に

なっているのに対し、10はそれが認められない。

(0)」盤 (PL.57-14)

香炉の上部片かもしれないが、推定径30cm以上になるため盤の破片と考えた。
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PL.57 銅製品 12)
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傾)香炉 (PL.57-15)

直径 9.8 clllの 円筒状の香炉と考えられる。上端部だけが残っている。

側 その他の銅製品

PL 56-8(Fig.60-2)は 円錘状の銅製品で中が空洞になっている。類似する製品がこ

れまでに 3～ 4個出上 しているが用途は不明である。

PL.56-13・ 14・ 15は、細い棒状のものを成形 したものであり、他の部品を接合 したりする

時に使ったものであろうか。特に15は逆 S字型を呈 し接合部品のようにも見える。

PL.56-16は 、内側が肉厚になり、外側が刃先のような断面形を呈し、本来は円筒になって

いたものと考えられる。用途不明。

PL.56-17は 、長さ 3.6 cmの銅釘である。

PL.56-19は 、明確に銅製品とは言えないが、穿孔した土製球の周囲を覆うかたちで銅片が

付着していたもので、取り上げた時にこわれたものである。

PL.56-20は 、長さ 8.O cm、 幅 1.4 cmの 箆状のものであるが、用途は不明である。

PL.56-21は 、長さ 10,7 cm、 幅 1,7 cnで 幅の狭い部分に一孔があり、幅広の部分は押 しつ

ぶされた状態になっている。本来は円筒形になっていたらしい。

PL.56-22～ 27は、出土 した銅津である。

PL.57-8は 、銅板に種子状の孔を四つ菱形に配置したものであり、用途不明の製品である。

以上の銅製品について、本年度は仏具関係の製品と金の付着 (鍍金と考えた方が良いかも

しれない)した装飾品が多く出土 した。特に小型仏像は、背の止具から懸仏やそれに類似した

使用機能があることなどから、室町時代頃の製作と考だられ、城館期と符号する。また、鈴 。

香炉・盤・高台などから、密教系の法具を推測できるかもしれない。

金の付着 した製品は、銅製品に限らず革札 (S X lll出土)な どにもみられることから、か

なリー般的に使用していた可能性が高く、漆工 。金工の両面から追求することが必要であろう。

4.石製品 (Ch.75)

石製品は約 150点の出土があり、硯、火打石、砥石、日、鉢など材質等によって製品に相違

がみられる。

(a)石菰 (PL.58-1 ・ 2・ Fig 61-1 ・ 2)

石菰という名称を使用するのが最適かどうかは疑間もあるが、板状の上端中央に一孔を穿ち

二個一対で出土 したことから、現在筵等を編み上げる時に使用する菰槌 (津軽地方では一般に

コモとだけ呼ぶ)に類似 したものと考えた。この石菰を使って実際に筵を編んでみたところ、
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木製の菰槌に比べて重量があるため締まりのきつい筵が出来上がり、筵のように軟質なもので

なく簾などの竹製品を造るためには適 していることがわかった。また、本製品が出土 したSX

lllからは金箔を塗った革札が出土 しているため、これらのおもりとして使用した可能性もあ

り今後さらに検討を必要とする製品である。二個とも灰緑色を呈する花岡岩製である。

(b)硯 (PL 58-3-8 ・ Fig 61-3-7)

硯は小型のものが多 く出土 しており、粘板岩製のものが多い。

PL.58-3は 、幅 5 cllを計り海の部分を含む両端が欠落 している。また陸の部分は磨 り込ん

だためにかなリヘこんだ状態になっており、上下方向の擦痕がかなり多 くみられる。暗灰色。

PL.58-4は 、海の部分が丸形の形状を呈すもので、大部分は欠落 している。部分的に墨痕

が認められる。底もややえぐられ上底気味になっており従位の擦痕が認められる。赤灰色を呈す。

PL.58-5は、海に落ち込む部分の破片である。灰白色を呈す。

PL.58-6は、表面が研磨され光沢を有する優品である。海に落ち辺む部分で黒灰色を呈す。

PL.58-7は 、幅 2.5 cmの小型品で陸の部分は欠落している。海からの立ち上がりはやや傾

斜を有しており、墨痕も残存 している。黄灰色を呈す。

PL.58-3は 、幅 3.5cma製 品で海の部分である。底には放射状の擦痕がみられ、灰緑色を呈す。

(C)火打石 (PL.58-9～ 13)

火打石は火打金と一対の発火具であり、実際に火打石として使用 したものかどうかは、それ

自体では見分けにくい。一般に、硬質の石質であれば発火機能は充足 し、今回報告するものは

火打金として使用可能なものまで含めている。めのう質のものがほとんどである。|

PL.58-9は 、唯―明確な打撃痕がみられる製品であり、稜線部に剥離痕が多数存在する。

火打石としても適当な大きさと思われる。

PL。58-10～ 13は、火打石の可能性を有する製品で、10は原石のまま、Hは水晶質の剥離原

石、12は両側に風化面のみられる原石、13は稜線剥離が認められることから製作途中のものかと

思われるものである。

値)砥石 (PL.58-14～ 20・ Fig.61-9～ 14)

砥石は、遺構の覆土や遺構確認面から出土することが多いようである。

PL.58-14は 、長さ 5.6 cmと 小型のもので、砥面が一面で水平面であることから小刀等に使

用 したものであろう。黄赤色の色調を呈する。

PL.58-15は 、砥石が四面、いずれも中央部がえぐられた状態になっている。黄白色を呈する。

PL.58-16は 、砥石が四面と一部丸い溝状になった部分があり、多種類の器具に使用 したと

考えられるものである。青灰色の色調を呈し、石質は粗い状態である。

PL.58-17は、石臼等に使用する砂岩系の石質であり、幅広の砥面と幅狭の砥面が 2面ずつ
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Fig.61 石製品実測図
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PL.58 石製品  (1)
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PL.58-17は 、石日等に使用する砂岩系の石質であり、幅広の砥面と幅狭の砥面が 2面ずつ

みられる。粗砥である。

PL.58-18は 、前者と同様の石質であり、 4つの砥面を有する小型品である。

PL.58-19は 、中央をえぐられた砥面が 2と 、平面部が 2つある製品で風化部分までも砥面

として使っている。黄白色の色調を呈する。

PL 58-20は 、薄い板状の砥石であり、表裏になめらかな砥面がみられる。赤灰色を呈する。

(e) 日 (PL 59)

臼には穀臼と茶日がある。全形を理解できるものはほとんどないため主な特徴について述べる。

PL 59-1は 、穀国の上部であり、八分割主溝に7～ 8本の副溝がみられ、溝の彫り込みは

曲った状態で直線的でないため製作時の粗雑さが目につく。また側面に砥石として使用したよ

うな二次的整形面もみられることから再利用の点も注意 しなければならない。安山岩製。

PL 59-2は 、受け皿部部分があるため茶日の下部であり芯の穴は角形を呈 している。雲母

を多量に含んだ花岡岩質の素材である。

PL.59-3は 、茶臼の上部であろう。残存 している表面は磨きを入れているが、溝は単に放

射状の主溝だけであり副清は認められない。安山岩製。

PL 59-4は 、穀臼の上部であろう。幅 1 5cm前後の粗い副溝がある。

PL.59-5は 、加熱のため地露が黒くなっており、 6本の副溝がみられる穀臼で、上臼か下

日かわからない。

PL 59-6は 、表面の風化が激しいため凹凸になっており、かすかに溝の痕跡が残っている。

PL 59-7は 、加熱のため黒く変色している部分があり、磨耗のためか溝は認められない。

PL.59-8は 、茶臼の上部と考えられ取手孔が横位に認められる。溝は磨耗のため、若

痕跡が認められるだけである。

PL 59-9は 、 8と 同様に取手孔が存在することから茶臼の上部と考えられる。主溝 。副溝

とも磨耗のため消滅 している。

PL.59-10は 、芯の孔だけが残り、他の部分は破損が激しいためどの部分かわからない。

PL.59-Hは 、底に高台状のケズリ痕が認められるところから茶日の下臼であろう。

PL 59-12は 、内部が朝顔状に開く鉢であり、日径30cm、 高さ15cmを 推定できるものである。

内面に炭化物状の付着物が認められることから、シデ鉢等の灯明に使われた可能性がある。

(f)縄文石器 (PL.58・ Fig.61)

PL 58-21は 、黒曜石製無柄石鏃である。

PL 58-22は 、頁岩製有柄石鏃である。

PL 58-23は 、緑色泥岩製磨製石斧である。
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PL.59 石製品 12)
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5.古   銭 (Ch.76参 照 )

本年度の古銭出土総数は 343枚であり、その内訳は下表の通りである。唐 。宋 。明銭ととも

に寛永通宝や一 。十・ 五十銭も出土 していることから、城跡は落城以後昭和に至るまで生活空

間として活用されていたことが知 られる。

古 銭 名 称 1別 出 土 表

名 称 個体数 出土率 (勿 名 称 個体数 出土率物

1 開 元 通 宝 2 62 紹 聖 元 宝 1

2 卓L元 重 宝 l 0 29 元 符 通 宝 1

大 平 通 宝 1 0 29 聖 宋 元 宝

淳 化 元 宝 ユ 0 29 政 和 通  宝
5 至 道 元 宝 1 0 29 淳 祐 元 宝 1

6 成 平 元 宝 0 58 至 大 通 宝

景 徳 元 宝 1 16 決 武 通 宝 7 87

祥 符 元 宝 1 16 永 楽 通 宝 1 74

9 祥 符 通 宝 0 58 大 定 通 宝 1

0 天 権 通 宝 1 16 朝 鮮 通 宝 1

天 聖 元 宝 0 87 寛 永 通 宝

2 景 祐 元 宝 1 0 29 銭

3 皇 宋 通 宝 1 74 十 銭 1

4 至 和 元 宝 0 87 五  十  銭 1 0 29

5 嘉 祐 元 宝 1 0 29 鉄 銭 1

6 治 平 元 宝 1 16 無  文  銭 34 40

7 熙 寧 元 宝 1 16 判 読 不 能 28 86

8 元 豊 通 宝 11 3 20

9 元 祐 通 宝 2 62 総 計

Fig。 62は、現在まで出土した古銭のうち、唐・北宋 。南宋・明・朝鮮および無文銭の中から、

欠損部分がなく、全体の重量を計れるものを抽出して表わした図である。スクリーントーン部

分が本年度分、白ヌキが通年分であ

る。この図では、重量ピークが 0.5

9付近と2.59付近の二つが認めら

れ、前者は無文銭あるいは録銭と言

われるグループ、後者は中国本銭に

近いもののグループと考えられる。

古銭は、当時の経済 。交易活動と

不可分に結びついていたものとされ

るが、考古資料としては備蓄銭・賽

銭等の機能論からアプローチする必

要がある。

Fig.6? 古銭重量別分布図
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6,そ の他の遺物

その他の出土遺物としては、漆器 。革製品・骨・堅果類があり、これらは各遺構の項目で記

述済のため割愛 し、鋳型について述べたい。

(a)鋳型 (PL.60-1～ 5)

城跡内で多量に出土する土製増蝸や銅滓などから、銅製品の製作をおこなっていたことは推

測されているが、土製鋳型の出土によってそれは明確なものとなった。鋳型は、対塙と同様に

粗などを混入した粘土で作られ、現在まで判明しているものでは刀の鐸・切羽の類の鋳型が多

くみられる。 PL.60-4は 透 し鐸の鋳型と考えられるもので、直径 7 clllほどの丸鐸である。PL.

60-1～ 3・ 5もまた鐸・ 切羽の鋳型と考えられる。これらの鋳型は現在のところ工房的遺構

に伴うことは少なく、散発的に出土 している。

浪岡城跡が城館期として成立 していた時期の遺物以外に、平安時代のものとして土師器・ 須

恵器が多 く出土する。そのほとんどは細片として分布 しているにすぎないが、本年度検出のも

のではS D61・ S X81など遺構に伴って出土する例もあり、ここで概略を述べる。

(b)須恵器 (PL.60・ Fig.62)

須恵器の器形としては、甕・壷・郭があり、甕は復原可能なものがないため壷と郭について

報告する。

壺は、焼成の良好な青灰色を呈すものから酸化状態のため赤褐色を呈するものまでみられる

が、日縁部の形態から前田野目窯の製品と考えられ、胴部上半に「春」 (Flg。 63-4)や「有」

(Fig、63-5)と いう文字の描かれたものがある。

郭は、暗灰色を呈する硬質のものから、火ダスキを有 して底部上端に箆書き記号を有するも

のがあり、後者には口縁がやや外反するもの (Fig 63-7・ 11)と直行気味に立ち上がるもの

(Fig.63-6・ 8012)がある。火ダスキを有するものの箆書き記号には「祥」(Fig.63-6・

12)「 ||」 (Fig.63-7)、 「十」 (Rg・ 63-8)、 h側 (Fig.63-11)がみられ、土師

器と区別して須恵器郭の製作に関係する記号と考えられる。

(C) 土師器 (PL 60・ Fig.63)

土師器の器形としては甕と郭があり、甕は復原推定できるものは 1点 もない。郭については、

皿形を呈するもの (Fig.63-1)、 内黒で内面に放射状のナデ痕を有するもの (Fig.63-2)、

いわゆる耳皿 (Fig.63-3)と 呼ばれるもの、その他 (Fig.63-9・ 10)がある。

土師器の出土量は、相当の数に達するけれども城館期における整地、建物跡等の建て替えに

よって土砂の移動が激しかったため細片になっているものが多く、明瞭に残存 しているものは

ほとんどないと言ってよい。
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PL.60 鋳型・土師器・ 須恵器
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Fig.63 須恵器 。土師器実測図
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V 浪岡城遺跡出土珠洲系土器の胎土分析

奈良教育大学  二 辻
‐Ｉ

Ｗ
不

浪岡城遺跡から出土 した珠洲系土器のうち任意に10点を選択し胎上分析を行った。分析デー

タから珠洲焼か否力ゝの半J定を行った。

胎土分析の方法は蛍光 X線分析法である。土器片資料は一旦 200メ ッシュ程度に粉砕 した。

粉末試料は10ト ンの圧力を加えてコイン状のペレットにし、 X線を照射した。定量元素はK

(カ リウム)、  Ca(カ ルシウム)、 Fe(鉄 )、 Rb(ル ビジウム)、 Sr(ス トロンチウム)

の 5元素である。分析値は岩石標準試料 JG-1で 規格された値で表示された。Fc、 Rb、 Sr

などは規格化値を示す。規格化値は濃度の一種であり、規格化値が大きい程、その元素の含有

量も多い。

はじめに、石川県産め珠洲焼と、青森県の五所川原窯跡群出土須恵器の化学特性を調べてお

かなければならない。そのため、甕割坂 1号、法住寺 2号、馬繰、法住寺 3号、西芳寺 3号、

西芳寺 2号、西芳寺 1号窯から出土した珠洲焼、70余点が分析された。これらの資料は石川県

立郷土資料館、吉岡康暢氏から提出されたものである。また、五所ナ|1原窯跡群のうち数基の窯から

出上 した20余点の須恵器が分析された。この結果、Rb― Sr分布図とFe因子で珠洲焼と五所

川原窯跡群の須恵器との相互識別はできることが判明した。 K、 Ca因子は余り有効ではなか

った。また、秋田県下に茂谷窯、大畑窯、新潟県下に狼沢窯など珠洲系土器の窯跡が発見され

ている。珠洲焼と大畑焼、狼尺窯の土器とは胎土分析で相互識別 されるが、珠洲焼と茂谷窯の

ものとの相互識別は部分的にしかできないことが分かった。この両者の識別は考古学的方法も

加えて今後の問題であるが、本報告では珠洲焼か五所川原窯産の須恵器かという観点で分析デ

ータは解読された。 (珠洲焼の胎土分析の詳細なデータについては近い将来、吉岡氏と共著で

公表する予定である)

まず、浪岡城遺跡出土珠洲系土器のRb―Sr分布図を図 1に示す。試料番号 16130、 16131、

16132の 3点は珠洲領域に、試料番号 16123、 16124、 16126、 16128、 16129の 5点は五所

川原窯領域に分布するが、試料番号 16125は 珠洲焼と五所川原窯の境界線上に、また、試料番

号 16127は 五所川原窯領域に近いが少 しはみ出した位置に分布する。

次に、Fe因子のデータを図 2に示す。五所川原窯の須恵器はFe量が多いのに対 し、珠洲

焼は Fe量が少ないのが特徴である。珠洲領域、五所川原窯領域は、各々、それらの上器の分

析データを全部包含するようにして決められている。そうすると、浪岡城遺跡出土珠洲系土器

のうち、試料番号 16123、 16124、 16126、 16127、 16128、 16129の 6点は五所サII原窯領域内
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に分布するが、試料番号 16130、 16131、 16132の 3点はFe因子でも珠洲領域内に分布する。

ところが、試料番号 161251ま Rb― Sr分布図のみならずFe因子でも珠洲焼領域と五所川原

窯領域の境界線上に位置し、どちらに帰属するのか判定はできない。

以上のように、Rb― Sr、 およびFe因肝より、試料番号 16123、 16124、  16126、 16128、

16129の 5点は五所川原窯産と判定できる。また、試料番号 16127は Rb一Sr分布図では五

所川原窯領域より少しはずれたが、珠洲領域には全く入らず、また、Fe因子を考慮に入れると

五所川窯産と推定する方が妥当であろう。試料番号 16125は Rb― Sr、 Fe因子とも境界線上

に分布し、どちらとも判定できない。他の因子による判定を今後に待ちたい。試料番号 16130、

16131、  16132の 3点は両因子とも珠沙H焼であることを示す。

以上の結果、浪岡城には地元の五所川原窯須恵器のみならず、珠洲焼が搬入されていたこと

が明らかになった。ただし、秋田県産の須恵器は検出されなかった。青森県内の遺跡出土須恵

器の産地を求めることによって、当時の政治・社会状況を知る手掛りが得られ、今後、興味ある

問題として発展しよう。

(※編者の注意書き)今回の分析資料のうち珠洲領域に入るとされた 3点の試料は以下の通りである。

試料番 号 遺 物 番 号 出  土  区 掲 載 報 告 書

16130 79P 4759 S T31覆土 「浪岡城跡Ⅲ」P106～ 108

16131 79P 2262 K60区 E層 「浪岡城跡Ⅲ」P106～ 108

16132 78P  307 SD01底 直上 「浪岡城跡Ⅱ」P70。 71・ 111

Fig.64 浪岡城出土珠洲系土器分析図

図 1 浪岡城出土珠洲系土器のRb― Sr分布図 図 2 浪岡城出土珠洲系上器の Fe量

一腱

LO

一Ｒｂ

五所〕II原窯跡群領域

Q5
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めⅥ

本年度の調査および現在までのまとめをする。浪岡城跡北館は、城跡全体の位置から主郭に

準ずる館であるとの認識のもとに調査を実施してきた。現在まで検出されさ遺構および出土遺

物から、浪岡城跡のアウトラインとでも言うべき以下の事実関係を理解できるに至った。

1.遺構と居住形態

検出遺構の中で最初に取り上げなければならないのは掘立柱建物跡である。掘立柱建物跡の

中では、 4間 ×5間以上の規模を有するものと 2間 ×3間 クラスのものに大別でき、同規模の

建物跡については 2期以上の重複関係を把握できた。その事は、掘立柱建物跡の建て替えが同

一地域で行われた結果と推定され、各建物跡の機能が地域によって分化していたためとも考え

られる。

本年度の調査区 C区で検出された、 S B23と S B26は 長軸方向に相違はあるものの平面規模

はほば同じで、同程度の機能を有する建物であったことは推測にかたくない。また、B区にお

けるS B12(昭和56年度検出)と S B20の 関係は、長軸方向が近似した形で移動した配置を呈

し、 5間 ×7間の規模はほぼ同様である。このように構築時期を違えた同規模の建物跡群が北

館全体ではどのような配置をするかというのが Fig.65に示したものである。まだ全域の調査が

終了しない段階で早急な結論はだせないにしても、一部の建物跡を除いて構築方向は、館の形

状に左右されず磁北方向を意識して造 られているようであり、前述 した如く建物跡を分散 して

地域特性を意識しているような状況がみられる。

Fig.65 北館掘立柱建物跡配置図
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Fig.66 掘立柱建物跡模式図
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また、居住の主体が掘立柱建物跡とすれば、その上部構造を推定する柱穴配置には注目す
べ

き点がある。 Fig。 66において現在まで検出した掘立柱建物跡の柱穴配置を示しておいた。今後

さらに詳細に整理して報告する予定である。

掘立柱建物跡と並んで重要な遺構に竪穴遺構がある。機能については今後の課題として詳述

を割愛し、形態および配置上の特徴を述べたい。

Fig.67で示 した竪穴遺構模式図は、すべての竪穴遺構が 6つのパターンに含まれるものでは

なく、一般的な傾向を抽出したものである。浪岡城跡から検出する竪穴遺構の中では、I類とH

類に位置づけられるものが最も多く、それぞれ柱穴配置が 2間 ×2間 (I類 )、 2間 ×1間 (

H類を呈する。Ⅱ類は、 Fig.68で規模別分布をみるとすべ

Fig.67 竪穴遺構模式図   て I類の範囲に包含されるところから、 I類の構築意識と

同一の意識がはたらいていたと考えられる。

O  O   O  o

O          o

o  O   O

I類     
Ⅲ類は長方形プランに 2間 ×3間の柱穴配置を呈するも

のであり、比較的大型の構築をするものが多い。 I類とⅣ

類の中間形態と考えられる。

Ⅳ類は長方形プランに 3間 ×3間の基本柱穴配置を有 し、

工類   長軸方向に補助柱穴を配する竪穴遺構であり、最大規模の

分布を示す。本類に分類 した竪穴遺構からは、刀や轡など

特徴的な遺物を出土する例が多い。

Ⅲ類    v類 は、長方形プランを呈するが柱穴配置は 2間 ×2間

oO o00o

O          O

O          O
OoO o 00 0

Ⅳ類

V類

であり、例は少ない。

Ⅵ類は、正方形プランで四隅に柱穴を配置するもので小

型のものが多い。

このような竪穴遺構の類別は、構築時期・分布状態を調

べる時に有効な基準となるものと考えられ、掘立柱建物跡

に対する機能を判断する基礎資料となるものである。現在

まだ詳細部分の整理を進めている段階であり、多くは語れ

ないが、 I類・ Ⅱ類の中で張り出し (いわゆる出入口部分

)を有するものの方向を調べると、その位置によってある

程度の統一性が存在することがわかってきた。すなわち、

北館平場においてはその竪穴遺構が占地する所により、館

の中央部に向って張り出しを有するものが多いという点で

ある。さらに、覆土および床面から出土する陶磁器類をみ
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ると、その組み合わせによって時期的差異 (廃棄時期)が存在する可能性が高く、現在その作

業を進行中である。

それらによって竪穴遺構が構築された目的.機能、用途を理解できるならば、浪岡城跡にお

ける基本的居住形態、生活のぁり方が解明されてゅくと考えている。

Fig.68 竪穴遺構分類別規模分布図

轟
lal

7

・ I類

▽Ⅱ類

口Ⅲ類

口Ⅳ類

▲その他

‐
　
深
さ

（
第
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2.出土遺物と当時の生活

出土遺物から当時の生活形態を考える場合、陶磁器、鉄製品、銅製品、木製品、石製品など

多種多様な遺物を対象としなければならない。これらのうち、陶磁器類は個体数、器種がよく

理解できるため、資料価値は高い。下表がその出土率を示した表である。

陶 磁 器 類 出土 率 表

上記の表から、陶磁器 (搬入されたもの)の 50%以上が中国を主体とする舶載品であること

器種によって使用器形の頻度が相違することを指摘できる。また、調査地域によって出土数の

増減のみられる器種もあり、使用者の居住区による相違がもたらした結果とも考えられる。

陶磁器以外の製品で、鉄製品については武具、生活用具、銅製品については武具、仏具、木

製品については饗膳具、石製品については文具、工具、生産具第の機能分化がみ られる。

暴

北 館
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特に、木製品の中で漆器は、平場のためか被膜で出土する例が多いけれども文様や文字の類

別によって使用する者が違っていたのではないかと考えられる。たとえば「叶」という文字、

「大上」という文字がそれであり、たとえば鶴文などの描写は、浪岡城成立期間内で広 く使用さ

れたようで、掘跡等の調査でも同種のものが出土 している。

金属器の中に武具が多いのは、城館という性格上当然のように考えられるが、銅製品の中で

鐸、切羽などは鋳型の出土などから自家製作 していたと考えられ、その製品も存在 しなければ

ならないが現在まで同形の ものは出土 していない。うがつた考え方をするならば、城内で製作

した鐸などは交易の代償として使用され、自らが使うものは極めて少なかったと言えないだろ

うか。陶磁器搬入に対するみかえりが何であったか、諸氏の見解もさまざまであるが、発掘調

査から知り得る範囲の当地生産物としては、鉱業的製品、鉄 。銅によるものではなかったかと

考えている。その場合、技術的には低いレベルにあっても、優品を写して代替品としての製品

をつくるのが多かったのではないだろうか。東北北半から多量に出土する録銭・無文銭のあり

方はそのことを物語っているようにも思う。

以上、雑なまとめになつたが、浪岡城跡発掘調査から理解できる点、想像できる点を一緒に

述べまとめにかえる次第である。
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Ch.l SB-20 柱穴計測表
PII t血 形 状 長径 ×短徊伽 深 さlcal 備  考

l 方 55 × 50

方 38 × 32

方 43 X 40

方 51× 48

方 53 × 50

方 56× 56

方 50 × 45

方 55 × 50 49

方 58 × 55

方 70 × 58

11 方 55× 51

方 41 × 36

方 35× 28 71

方 47 × 38

方 38 × 37

方 58 × 58

方 52× 48

方 41 × 38

方 57 × 47

方 46 × 46

方 62 × 50

方 52× 48

方 58× 48

万 47 × 45

示 95 × 65

方 47 × 44

方 53× 48

方 60 × 60

方 57 × 57

方 40× 35

方 50× 42

方 53× 42

方 54× 50

方 58× 46

方 55×  58

方 70×  65
禾 63×  47

方 49× 35

方 45×  38

方 40×  40

方 53×  48
方 44×  40

方 50×  50

方 30×  25 48

Ch.2 SB-21 柱穴計測表

Ch.3 SB-23 柱穴計測表

Pit徹 形 状 長径X短径0コ 深  さlcml 備  考
1 方 43 X 40

2 方 40× 37

3 万 37× 35

4 円 35× 34 49

5 万 35X33
6 方 45X38
7 円 35X32

方 40× 38

不 50 × 42

方 39× 45

円 40 × 40

方 40 × 37

方 35× 32

方 38 × 36

Pit酌 形 状 長径 X短径 t』 1深 さ tm 備  考
1 方 84 X 74

2 方 66× 62

3 方 63× 60

4 方 83 × 76

5 方 74× 68

6 方 (62 × 6の

7 方 77× 77

8 方 74X70
9 方 75× 71

方 72 × 68

方 58× 57

12 方 68 × 60

方 80× 65

方 75 × 70

方 65× 63

方 64× 59

17 方 74 × 74

方 88× 73

方 86 x 息0

方 63 × 55

方 78× 70

方 63 × 57

不 82× 73

方 (78× 781

方 77 × 66

方 75× 67 38

方 56× 52

ナ 63x6ク 30

方 75 × 70う

方 72× 6め

方 65 × 58)

方 60× 57

方 (63 × 581
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Ch 4 SB-24 柱穴計測表
Pit No 形 状 長径×短径他d 深  さCal 備  考
ユ 方 (83× 75)

2 万 55× 45

3 方 44 × 40

4 方 50 × 46

5 万 31× 25

6 方 50 × 47

7 万 35× 28

8 方 32 × 25

9 方 50× 46

万 もり X tjυ

11 方 62× 48

方 30 × 30

13 方 42X38
方 50 × 45

1 万 45× 37

方 42 × 40

万 54 × 48

万 42 × 38

方 52 × 45

2Cl 方 45× 32

方 38× 36

万 40 × 39

Ch 6 SB-26 柱穴計測表
Pit No 形 状 長径×短径に� 深  さCml 備  考

万 58 × 48

方 38 × 30

3 万 45 × 38

方 58× 37

方 46× 45

万 47 × 42

7 方 (60 × 51)

方 48× 48

万 46× 45

方 53× 45
l 方 43X42
2 方 40X37
不 46× 40

方 45× 45
5 方 46× 45

方 45× 43

不 58 × 56 49

方 36× 35

万 41× 37

方 53× 48

方 (40 X 35)

方 50 × 47

方 52 × 50

方 43 × 40

方 63× 45

方 50× 43

方 45× 40

万 47× 46

方 47 × 42

方 42× 40

方 42× 36

方 53× 46

方 48× 37

方 53× 50

方 46× 45

方 40 × 35 44

方 45× 45

Ch.5 SB-25 柱穴計測表
Pit Nα 形 状 長ど苫×親そとCm 珠  さしD 備  考
1 方 38 × 35

2 方

方 35 × 30

方 37 × 36

5 方 46× 33

6 方 41× 36 47

7 示 70 × 43 抜 き収 り娠

8 方 55× 53

9 方 48 X 40

方 40× 35

方 51 × 45

方 50× 46

方 38× 35

方 52X31
方 42X35
方 52X52 48

方 42 × 36

方 50 × 47

方 48× 41

方 40 × 33

方 43× 41

方 37× 33

楕 59× 37

不 ΦO× 60)

方 46 × 42

方 40× 35

方 41× 40
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B-27 柱
IIt Nc 形 状 長径×短径Cal 深 さtml 備  考
1 方 47× 41

方 58 × 48

3 方 52 × 50

4 方 79 × 78

5 方 50× 50

6 方 25 × 23

7 方 50X47
8 方 48 × 44

9 方 72× 66

方 (58 × 60)

Ch.8 ST-153注 記表
土層序

ユ 暗褐色上に責褐色砂質上が粒子状に混入。

2 黄褐色砂質上に火山灰が混入。

3
暗褐色土に粒子状の黄褐色砂質土と炭化物が

混入。

4 焼上。

5
暗褐色上にブロック状の責褐色砂質上と炭化
物が混入。

6 粘上。

7 1層より責褐色砂質上が少ない為暗い。

暗褐色土にブロック状の黄褐色砂質土と炭化
物を多量に合む。

9 暗褐色土。 3層 より混入物が少なく明るし

暗褐色上に炭化物が混入 している。

11
ブロック状の黄褐色砂質上を多量に合む明褐

色土。

黒色上。

責褐色砂質土 (地山)

(b)柱穴計測表
Pit NQ 形 状 長径×短径Cml 深 さOml 備  考
1 方 23× 23 33 1

2 方 34× 24 44 0

3 方 31× 20 40 4

4 方 23× 19 38 6

5 方 28× 23 32 8

6 方 30 × 28 30 7

7 方 20× 20

8 方 26× 20 21 1

9 方 43× 22 19 4

(C)出上陶磁器類注記表
PL Nα Fig.Nα 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉 調・ 色 調 胎  上 文 様 特 徴 備 考

4-1 P 195 フク土 瓦  器 手培り 青灰色 外面黒色研磨

4-2 P 61 フク上 青  磁 碗 青  緑  色 灰白色 蓮 弁  文
4-3 P  65 フク上 青  磁 llll 黄  緑  色 灰 白色 蓮 弁 文

4-4 P194 フク土 青  磁 鉢 暗 青 緑 色 灰白色

4-5 P 74 フク土 青  磁 碗 緑 青 色 灰 白色

4-6 P 166 フク土 瓦  器 手焙り 青灰色 外面黒色研磨

4-7 53--16 P 203 フク土 青  磁 皿 外1緑言色内1暗言緑色 灰  色 櫛目状流水文

4-8 P 260 フク土 染 付 腕 青  白  色 白  色 外十波濤文内十圏 線
4-9 P 68 フク土 染  付 碗 白 色 白 色 外:唐車文内1梅月文

4-10 P 193 フク土 染 付 阻 緑 白 色 灰 白色 外i圏線 内 ,?

4 56--8 P 256 フク土 唐 津 llll at 橙  色 橙  色

4- P  62 フク土 唐  津 llll 鈍  橙  色 橙  色

4 55-― ユ P 204 フク土 染  付 皿 青白～緑白色 灰 白色 外i芭蕉葉文内1構花文 碁笥底

4- P  63 フ ク土 白  磁 皿 灰  白  色 淡皆白色

4 5 P 73 フク上 白 磁 灰  白 色 灰白色
4 6 54-… 13 P 69 フク土 白 磁 小  杯 白 色 白 色 見込み蛇の目

4- 7 P 259 フク上 唐 津 皿 淡 緑 灰 缶 灰白色 9 鉄釉の絵付

4 8 P 66 フク上 天  目 碗 赤褐～黒褐色 音 白魯 .

4- P  80 フク土 唐 津 皿 暗  緑  色 茶灰色

4--20 P 167 フク土 鞠 碗 茶  褐 色 灰  ■
4--21 P  59 フク土 唐  津 皿 緑  白 色 橙  色
4--22 P  60 フク上 青  磁 皿 茶  褐  a 茶灰色

4--23 P 71 フク上 対  渦
4--24 P  72 フク土 鎖 踊 緑  灰  色 黄白色
4--25 P 164 フク上 溶解物
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Ch.9 ST-155 注記表
(a)覆土層序

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径 X短径 tal 深  さ鯰ml 備  考
1 方 29× 26 31 6
2 方 30 × 25 46 0
3 方 49 × 43 37 5

方 26 × 21 36 4
5 万 27 × 24 56 0

方 26 × 26 53 0

7 方 27 × 22

万 24 × 21 32 3

方 30 6

0 方 23 × 21

1 万 55 × 48

2 方 30 × 29 52 9

3 方 45× 85 40 9
4 方 32× 31 41 6

5 常 45 × 4∩ R4 A

1 焼土。

暗褐色上に焼上。炭化物・黄褐色砂質上を若
千含み、全体的に粘上を合む。

3 暗褐色上に多量の焼上と若千の炭化物を合む。

暗褐色上に炭化物・黄褐色砂質土・礫を若干
合み、全体的に粘上を合む。

5 暗褐色土に炭化物を若干含み、全体的に粘土
質である。しまり有り。

6 陪 穏 仲,十 に 百 褐 御砂 管 土手 多 旨 に 合 ‡F⇔

7 暗 褐色 上 に貢 褐 色砂 質上 と礫 を少 々合 む 。

8 黄 褐 i砂官 土 と暗 褐 i上 の混 層 。 しま りあ リハ
9 黒灰、炭化物を多量に合む。

暗 褐 色 上 。 しま りな し。

責 褐 仲紗 官 土。 し夜 りな しめ (柱欠 得 十 )

陪襦各 十ハ 1夕 支 りあ リハ

(C)出土陶磁器類注記表

PL.NQ Fi質 .NG 遺 物 Nα 出土層 器  種 器  形 胎  土 文 様 特 徴 備 考

6-1 P 242 フク土 触 精  鎌 黒 御 . 難 越 前 系

6-2 P 239 フク上 翻 llll 赤 褐～黒 色 灰白色
6-3 P 191 フク土 筆 褐釉 皿 赤  福  色 橙  色
6-4 57-- 5 P 225 フク土 天  目 碗 黒  褐  色 暗灰色
6-5 215 フク土 溶 解 物
6-6 P 192 フク上 館附菊哭 括  鉢 湾 昔 搭 魯 海 鶉 8条の櫛 目
6-7 P 287 フク土 妬戸餃釉 茶  入 暗 ホ 褐 仲

`

灰 白俸1 糸切 19廣

6-8 P 240 フク土 攀 樗駒 皿 暗 赤 褐 色 灰白色
6-9 P フク土 唐  津 皿 淡 緑 灰 色 灰白色

白  魯 鳴唐章▼内:躇稀6- 0 54--16 P フク土 染  付 碗 白 色

6 P 282 フク上 染  付 皿 青  白  色 白 色 圏 線

6 55-- 5 P 283 フク土 染  付 皿 青 白 i 灰 艶缶 寿 I掌 支 高 台 内 に 1弄

6 P219 フク十 唐  逮 皿 陪  緑   御 未 楊 各
6- P 214 フク土 染  付 皿 青  白  色 灰白色 偽 i整 霊鋳学装
6 5 P 213 フク土 唐 津 皿 渉 緑 灰 御 . 音 白各.

6- 6 P フク上 青  磁 皿 胃 緑 色 灰  停 劃  線  文
6- P フク土 靱 動 皿 昔  緑  ←1 赤灰 &
6-18 P 231 フク十 筆 嚇 皿 責 緑 ～ 緑 色 赤灰色 罰台内に輪 ドチ[

6 --19 P 286 フク上 白  磁 皿 白 色 白 色
6-20 P 233 フク土 白  確 皿 青  白  色 白 色
6--2 P 220 フク十 白  確 m 白 i 白 色
6 --22 P 237 フク上 白 磁 ′卜  方ヽ 白 色 自 色 見込み蛇の目

6 --23 56「- 9 P 199 フク十 唐  違 llll 書  灰  色 灰  色
6 --24 56--11 P 223 フク土 唐  津 m 経   康  伯 苦 白待

Ch.10 ST 156 注記表
(a)覆土層序

1 暗褐色上。

Z 暗 褐色上 に貢 褐色砂質 上 が ブ ロ ック状 に混

^Ю3 黒 福 色 上 に 6層 の上を ブ ロ ック状 に若干 含 む。

4 暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上と炭化
物が混入。

5
暗褐色上にプロック状の責褐色砂質上を多量
に合み、2層 より明るい。

6 責褐色砂管 土 (地山 )

(b)柱穴計測表

Pi t hll 形 状 長径×短径0耐 深 さCal 備  考
円 20× ZU 23 0

2 方 30 0
3 万 18 × 16 11 0

4 万 18 × 12 22. 0

や)出土陶磁器類注記表

PL.No Fi Ft.Nα 遺 物 Nα 出上層 器  種 器  形 釉調・ 色調 胎  土 支 様 幣 借 備 考

7-1 53--9 P フク上 胃  磁 碗 緑  灰  色 灰 臼色 外 I雷文 内 1雷文
7-2 P2434 フク上 膏  磁 碗 育  緑  色 灰 白色 外 :蓮弁文 内 :

7-3 P 246 フク十 青  磁 碗 青  緑  色 灰白色 蓮  弁  文
7-4 54--19 P 289 フク土 染  付 碗 胃  灰  色 灰  色
7-5 P フク上 染 付 阻 書 白 毎 白  tl 9

7-6 P291 床  血 染  付 llll 青  白 色 白 色 外 1圏 線 内 :

7-7 P フク上 染  付 皿 青  白  色 白  色 術 i名 1般 務字養
P149 フク土 翻  【粕 皿 青緑～緑灰色 灰  色

7-9 P 227 フク十 貯  掃
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Ch.H ST-157
(a)覆土層序

158注記表 5 方 57× 43 5も  0

6 方 27X23
7 方 Z8X ZZ 53 0

8 方 39× 30 3r9
9 円 26 × 23 27 8

0 方 27 × 25 47 3

方 31× 29

2 万 33 × 35 38 6

3 方 22× 21 19 3

方 50X48
5 方 Zr × 25

6 円 31× 29

円 22 × 21 23 5

8 万 39 × 39 35 2

9 方 27× 25 31 0

万 35× 30 72 0

円 28× 27 103
方 37× 31 59 8

円 26X23
方 29× 29

万 36× 27

方 27× 26

円 23× 23 33 9

円 33× 30

円 24 × 23

方 25 × 22 14 0

円 19 × 18 150
方 20 × 20

方 19X17 119
円 31× 27 30 8

円 25× 25 38 0

方 25× 20 ST-158
万 22× 22

方 20 X 19 22 9

万 22× 20

方 30× 27

1

責褐色砂質土と暗褐色上の混層に細かい礫と
中ブロック状の黄褐色砂質上を多量に合む。
(ST-158覆 ■ )

2
暗褐色上に黄褐色砂質上を若干と細かい礫を
多量に含む。 (柱穴覆■)

3
暗褐色上に黄褐色砂質上を部分的に合み全般
に炭化物・細力ヽ 礫ヽを多量に合む。しまりなし。

4 黒色土◇

5 黄白色砂質
土と暗褐色上の混層に細かい礫を

多量に合む。

6 黄褐色砂質土と暗褐色上
の混層に細かい礫を

多量に合む。

7 暗褐色上しまり強い。

8 暗褐色上 しまりなし。

9 黄褐色砂質
土に小ブロック状の黄褐色砂質土

を少量合む。しまりなし。

6よ り黄褐色砂質上が多い。しまりなし。

暗褐色上に黄褐色砂質上が少めの混層にノトブ
ロック状の黄褐色砂質土を少量含む。

責褐色砂質上に暗褐色上の混層、下部に黒色
上がはいりこんでくる。

12よ り貢 褐色砂質上 がつよ い 混層 。

暗褐色上に少量の黄褐色砂質上を合む

暗褐色上に小ブロック状の責褐色砂質上を少
量含む。

黄褐色砂質上、湿性有。

責 褐 色 砂 負 主 (地凹 )

(b)柱穴計測表
Pit Nα 形 状 長径×短径e倒 深 さta) 備  考
1 方 32× 28 ST-157
2 方 39× 33 42 8

方 51× 38 42 2

4 方 21× 20

(C)出土陶磁器類注記表

PL.Nα Fitt No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 rth謂 .魯 謂 胎 土 文  様 特   徴 備 考

8-1 P270 噸 A 器 手婿 り 橙 色 青灰色 外面 研 藤

P208 フク上 中国郷 一電 黒 色 灰  色 二次焼成

8-3 57-… 8 P アク土 中国鰤 黒 色 灰  色 二潅 棒 耐

8-4 57--8 P201 フク土 中国錦 黒 色 灰  色 二次焼成

8-5 P Z94 フク土 中国錦 黒 色 灰  色 二次焼成

8-6 57--3 P 253 フク土 中国鉄澱 一黒 色 灰  色 二 次焼 成

P 303 フク土 中国鉄釉 黒 色 灰  色 二 次 嫌 成

8-8 P302 フク土 中国鉄釉 黒 色 灰  色 二次 焼成

P 202 フク土 炉 鉄ru 黒  褐  色 灰  色 耳有り

8-10 P 545 床  菌 輩FDF=  帥  |

甕 黒  褐  色 灰  色
8-■〕 P209 フク土 白  磁 皿 白 色 白  色

8-12 P211 フク土 白  磁 皿 灰  白  色 灰白色
8-13 P179 フク土 染  付 皿 青  白  色 白 色 外 :?内 :圏線
8-14 P 252 フク土 青  磁 碗 外1言自色内1緑灰色 ヒ～茶灰色 9

8-15 P197 フク土 美濃灰釉 皿 黄 色 黄白色

P198 フク土 茉農灰釉 皿 苦 色 責白色

8-17 P206 フク土 ミ激 釉 皿 黄 緑  色 灰白色
8-19 P フク土 青  磁 碗 青 緑  色 灰白色 雷 文 ?

8-20 lJ 196 フク土 青  磁 各  炉 青  緑  色 灰白色
8-21 P 2490 フク土 唐  辞 皿 青  灰  色 灰  色
8--22 lJ 186 フク土 【釉陶3 悟  鉢 黒 色 橙  色

- 141 -



8--23 P フク土 染 付 皿 青  白  色 白 色 ?

8--24 57-8 P フク土 中ETh 黒 色 灰  色 耳あり 次焼成

も -25 P フク土 染 付 皿 青  白  色 白 色 外i牡翔吉草文内i圏線
も一-26 P フク土 鰤 皿 緑 色 灰白色

P フク土 鰤 皿 黄  緑  色 灰白色
も-28 P フク土 鰤 皿 黄  緑  色 灰 白色 高台内に(輪 )ドチ戻

も -29 P フク土 猫  蝸
も -30 56-21 P207 フク土 対  端

Ch。 12 ST-161A・ B注記表
(a)覆土層序

l

暗褐色土 と多量の黄褐色砂買上の混層に若干
の黒色上が入っている。

2 暗褐色土に少量の黄褐色砂質土混入。

暗褐色上に若干の責褐色砂質土混入。

4 1層より黄褐色砂質上が若千少ない層。

暗褐色土。

黒色土 。

暗褐色土と若千の責協色砂質土と黒色上の混
層。

黄褐色砂質上 (地山)

(b)柱穴計測表

PitNα 形 状 長径×短径に■ 深 さにm) 備  考
1 万 28 × 26 38 6 ST-161A

カ 34× 23 28 0

円 29× 26 34 8

万 25× 23 29 7

5 力 22 X 19 35 4

万 19X17 35. 8

7 万 24× 21 36 8

8 万 39 3

円 21 × 18 53 5

円 20 × 20 42 2

万 25 × 20 24 8

円 29 × 26 50 0
円 28× 26 47 3

円 22× 21 40 1

万 17 × 15 21 3

円 20 × 20 28 4 ST-161[
17 方 20 × 20 46 8

万 22× 20 130
方 35× 29
万 20× 20 26 4

方 37 × 27 44 3

万 38 × 25 58 4

万 26 × 25 32 1

方 20 × 18 48 3
万 48 X 46 3

方 31 × 31

(C)出土陶磁器類注記表

PL No Fi2 Nα 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・ 色調 胎  土 文  様 特  徴 備 考

10-1 P 969 フク上 染 付 皿 青  白 色 白 色 外 i?内 ;圏線
10~~Z P 967 フク土 染  付 碗 青  白 色 灰白色 タト; イ
lo―
-3 P 碑 染 付 皿 青  白 色 灰白色 外I圏線内,I取獅子文
10--4 P フク上 青 磁 碗 橙～灰白色 ?醐
10~5 P フク土 青  磁 皿 青  緑  色 灰  色 劃線
10~~C P フク上 青 磁 碗 青  白 色 白  色
10~7 P971 フク土 羅顔髄 皿 責  緑  色 黄白色
10--8 P1385 フク土 羅奴釉 皿 黄  緑  色 責白色
10--9 P1393 緬 戯 羅奴釉 皿 黄  緑  色 黄白色
10-~10 P1387 フク土 帥 略 拶  鉢 灰 ～ 黒 色 黒  色

10~H P 935 フク土 醜 悟 鉢 橙 ～ 灰 色 黒  色
10-12 P2476 フク上 越  前 甕 黒 色 灰  色

10~13 P 970 フク上 瓦  器 手焙り 橙 色 翻 C 研磨 脚

10--14 P 936 フク上 紺  蝸

10--15 P 937 フク上 対 蝸
lo―
-16 P 968 フク土 焙  鍋

10~~17 P1392 フク土 溶解物
10--18 P 938 フク上 溶解物
10--19 P1390 フク上 途解物
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Ch.13 ST-163  注記表
層

1 暗褐色上。

2
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に小ブロック

状の黄褐色砂質土・黒色土・炭化物を合む。

暗褐色上に炭化物を少量含む。湿性あり。

Ch。 14 ST-164  注〔己表
土 層序

l

黄褐色砂質上・暗褐色土・粘土・黒色上の混

層。

黒色土に若子の責褐色砂質土混入。

3 黒色上。

灰色と黄色の粘土層。

5 暗褐色上、しまりなし。

6 苦褐Ⅲl砂質土 (地山 )

(b)柱穴計測表
Pit Nlx 形 状 長径X短径に血 深 さm) 備  考

I 円 34× 32

2 円 36 × 34 57 0

(C)出土陶磁器類注記表

Ch.15 ST-166 SX-124 注記表
(a)覆土層序

PLo Nα Fig.No 遺 物 No 出上 層 器  種 器  形 釉 調 。伸!調 胎  土 文   様 特   徴 備 考

12-1 P1394 フク土 唐  津 皿 淡 緑 灰 色 黄灰色

12-2 P1396 フク土 青  磁 皿 青  緑  色 灰白色
12-3 P1481 範 翻 構 皿 責  緑  色 灰白色
12-4 P2528 フク土 瓦  器 淡  橙  色 橙  色 研磨

12-5 58--5 P1008 フク土 無檄鰐 悟  鉢 青 灰 ～黒 色 青灰色 畠念ζ」留忌目
波状 文   _

1 暗褐色上に少量の貢褐色砂質上が混人。

2
暗褐色上に責褐色砂質土と少量の炭化物が混

ア、。

3
暗褐色上と黄褐色砂質上の混層に少量の黒色

土と炭化物が含まれる。

4 黄褐色砂質上に暗福色上が混入。

5 黄褐色砂質上、しまりなし。

6 乳白色粘上に暗褐色土混入、しまりあり。

7 黄褐色粘上、しまりあり。

黄色粘上、しまりあり。

9 灰色粘上に暗褐色土混入、しまりなし。

暗褐色上。

暗褐色上に多量の灰と少量の責褐色砂質上を

合む。

暗褐色上に多量の黒色土と少量の黄褐色砂質

上を合む。

13 暗褐色上に若干の黄褐色砂質土混入。

責褐色砂質土 (地山)

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に若子の炭化

物混入。

15層より黄掲色砂質上が多く合む。湿性あり(

17 暗褐色上に多量の砂質が合まれる。

(b)柱穴計測表
Pit Nα 形 状 長径 ×短 笹 イclll, 深 さCmサ 備  考

1 方 29 X 21

2 方 31 × 27

方 38 × 38 69 9

方 37× 31 60 4

方 20× 20

6 方 26× 25

7 不 35 X 33 65 1

方 23 × 21 41 0

類注記表

PL.No Fi質 . No 遺 物 hIO 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文   様 特  徴 備 考

13--1 フク土 青 磁 碗 暗 青 緑 色 灰  色 蓮  弁  文 珠洲系

13-2 15 フク土 中帥 士霊 黒 色 灰  色 二次焼成

13-3 フク土 青 磁 青  緑  色 灰白色
13--4 423 フク土 天  目 碗 黒 色 灰  色

13-5 フク上 唐 津 皿 掲  灰  色 橙  色
13-6 472 フク土 唐  津 皿 傷  灰  色 橙  色
13--7 P フク土 唐 津 皿 暗  緑  色 灰  色
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13-8 フク土 鰤 皿 緑  灰  色 イ暁赤灰停
13-9 P フク土 陶  器 小  鉢 茶  灰  色 1触 色 産地 不 詳

13-10 P フク土 唐  津 皿 青  灰  色 灰ヽ催逢
13-H 120 フ ク土 翻 稚 皿 責  緑  色 黄白色
13-12 P フク上 難 銀 袖 皿 緑 色 黄白色

13--13 P フク土 翔 皿 黄  緑  色 黄白色
13--14 P フク上 封 銀 釉 皿 淡 黄 褐 色 黄白色

13-15 P フク上 美警劫瑠構 皿 緑 色 黄白色

13--16 P 465 フク十 鶏 叛 職 皿 緑 色 黄白色 高台内に輪ドチ痕

13--17 P2495 フク上 鰤 鰐 揖  鉢 黒 色 灰  色 繊 前 系

13-18 P1401 フク土 齢 鰯 梧  鉢 茶 灰 ～ 灰 色 橙  色 越前系

13--19 P2494 フク土 鰤 畷 播  鉢 灰 ～ 黒 色 灰～憎絶 越前系

13--20 フク土 対  蝸

13-21 422 フク十 lH 鍋
13-22 P フク上 増  蝸
13--23 フク土 姑  嫡

13--24 フク土 lH 蝸
13--25 フク土 増  蝸

13--26 P2534 フク土 須恵器 添
火ダスキ。箆

書き記号 (ヽA)

13--27 P1460 フク上 染 付 皿 黄  緑  色 灰白色
外 ;圏線
丙  園 綿

13--28 P1516 フク土 染 付 皿 青  白  色 灰白色
外 ;圏線

内 :圏繰

13--29 P1406 フク土 染  付 青  白  色 白 色
外 :圏線

内 i圏線

13-30 P1405 フク土 染  付 碗 青  白 色 白  色
外 ,唐草文

内 ,圏線

13--31 P1408 フク土 染 付 皿 青  白 色 灰白色
外 ;圏線

内 :圏線
二次焼成

13--32 P ll18 フク土 染  付 碗 青  白 色 白 色 外i唐
草草花文

穴  園 趣

13--33 P1424 フク土 染 付 青  白 色 白 色 ?

13-34 P 1404 フク土 染  付 青  白 色 白  色 ?

13  35 P1410 フク上 染  付 青  白 色 白 色
13--36 P1411 フク上 染 付 黄  白 色 黄灰色
13--37 P 1461 フク上 染  付 青  白 色 灰 白色 波  濤  文

13--38 P1412 フク土 染 付 青  白 色 灰白色
？
・

聯

外

内

13--39 P1414 フク上 染  付 青  白 色 灰白色
線

線

圏

圏

外

内

13--40 P ll16 フク土 染 付 黄  緑  色 黄灰色
線

線

圏

圏

外

内

13--41 P1464 フク土 染  付 皿 青  白 色 灰白色
聯

？

外

内

13--42 P ll14 フク土 染  付 皿 青  白 色 白 色
外 ;唐草文

内 :掲磨文

13--43 P1462 フク土 染  付 皿 青  白  色 灰 白色
線

線

圏

圏

外

内

Ch.16 ST-167  注記表
(a)覆上層序
1 暗褐色上に責褐色砂質土と炭化物を若千合む

2 黒色上、しまりなし。

3
暗福色上に黄褐色砂質上を少量合む、しまり

あり。

4
暗褐色上に黄褐色砂質土と黒色土と灰を全体

的に合む、しまりあり。

5 責褐色砂質土 (地山)。

茶褐色 砂 質土 (地山 )。

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径×短径修血 深  さ (clll) 備  考
1 不 整 40 × 35 62 0

方 31× 22 29 5

方 30 × 28 36 5

方 22× 21 13 2

方 40 X 32 50 0

方 28 × 25 41 5

7 方 36× 25 115
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(C)出土陶器類注記表
PL.Nα Fig Nα 潰 物 No 出土層 器  層 器  形 胎  十 文 様 鳴 咎 備 考

14--1 P2356 フク上 須 恵器 杯 タスキ.箆書き記号(

14--2 P2500 フク上 唐  澄 皿 茶  灰  色 椿  俸
14--3 P1397 フク上 越  前 甕 暗 赤 褐 色 灰  色

Ch。 17 ST-169 ・ SD-61 注言己表
(a)覆土層序
ST-169

1 暗褐色上に少量の責褐色砂質上が合まれる。

2 黒色 上 。

3
暗褐色土と黒色土と黄褐色砂質上の混層、し
まりあり。

4
上層部が黒色粘上で下層にいくにしたがい暗
灰色満土。

SD-61

5
暗褐色上と少量の暗灰色粘土と少量の褐色砂
質上の混層。

6
多量の暗灰色粘上に少量の暗褐色上、褐色砂

質上が混入。

7 明暗褐色土と褐色砂質上の混層。

8 暗褐色土と褐色砂質上の混層。

9
暗褐色土と黒色上の混層に少量の褐色砂質土

混入。

明暗褐色上・黒色土・黄褐色砂質上の混層。

褐色砂質土と責褐色砂質上の混層。

古 褐 仲砂 百 土ぅ

Ch。 18 ST-170 注記表
(a)覆土層序

1
暗褐色土と小ブロック状の黄褐色砂質上の混
層、しまりなし。

2
暗褐色上と大ブロック状の責褐色砂質上の混
層、炭化物を若干合む、しまりなし。

暗褐色上に黄褐色砂質上を若干合む、 しまり
あり。

4
暗褐色上に黄褐色砂質上を少量合む、しまり
なし。

5 黄褐色砂質土 他 山)

(b)柱穴計測表

Pit No 形 状 長径 ×短径 し麺 深  さに』 備  考
1 方 31X24 53 3

2 方 33× 31 55 8

3 方 29 × 29 70 0

4 方 43 × 38 67 3

5 万 24 × 22 47 7

6 方 34× 26 39 3

7 方 27× 20 54 9

方 28 × 26 44 8

方 21 × 19

不 31× 31 88

(C}出上陶磁器類注記表

PL.Nα Fig.Nα 遺物 Nα 出土層 器 種 器  形 釉調・ 色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

15--1 P フク上 白 磁 皿 白 色 白 色
15--2 P フク上 白 磁 llll 灰  白  色 灰白色
15-3 P フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色 9

15--4 P フク上 染  付 皿 青  白  色 白  色
15--5 P 310 フク上 染  付 皿 青  白 色 白  色 9

15--6 P フク上 難 叡 袖 皿 責  緑  色 灰  色 墨付 着

15-7 P 375 フク上 簸 褐釉 皿 赤  褐  色 黄白色
15--8 P フク上 瓦  器 手焙り 粥黄褐～黒色 灰  色 外面研磨

Ch 19 ST-171。 173・ 179 注記表
(a)覆上層序

l

暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上を中央
に部分的に合み粒子状の責褐色砂質土と炭化
物を全体的に若干合む、しまりあまりなし。

2 責 白色粘土

3
暗褐色上に黄褐色砂質上と黒色上を全体に含
む、しまりなし。

4 暗褐色土。

5 と黒色上の混層。

6
暗褐色上に黄褐色砂質上を小ブロック状に合
む、微量の炭化物混入。

7
黄白色粘上にプロック状の責褐色砂質土を合
む、しまりあり。

8 灰色粘土。

9 暗褐tll十 に少量の暗褐色砂質上を合む。

暗褐色土と7の混層、黄褐色砂質上を少量合
む。

11 黄褐色砂質土 (地山)。
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(b)柱穴計測表
Pit Nc 形 状 長径×短笛とml 深 さlcm) 備  考
1 方 34 × 25 もュー lrも

2 方 31× 25

3 万 16 × 14

4 方 25× 21

5 万 27× 22

6 方

7 方 33 × 24 も1-

8 方 31× 29

9 方 41× 30

方 33 × 23 9

方 36× 33

方 28 × 25 ST-171
1 万 3も × 3∪ 44

方

方 22× 19 20

円 32 X 26 ST-179
方 25× 25

万 22 × 22

方 33 X 33

円 33× 33

方 29× 26

方 22 × 22

す 27 x 94

(C)出上陶磁器類注記表

PL Nα Fia m 遺物血 出土層 器  種 器  形 釉調・ 色 調 胎  土 文   様 特  徴 備 考

17-1 P フク土 染  付 阻 青  白  色 黄白色 外 〔圏練 内 :圏繰 ST

17-2 P フク土 染 付 皿 青  白 色 自  色 外 ;?内 ;圏線
17-3 P フク上 染  付 碗 青  白 色 白 色
17-4 P フク土 青  磁 阻 黄  白 色 灰  色 二次焼成

17-5 P 352 フク土 青  磁 llll 緑  青  色 灰  色
17- P フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色
17--7 P フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰  色
17--8 P 622 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色
17--9 P フク土 瓦  器 手焙 り 明黄褐～橙色 灰  色 外面研磨

17-10 P フ″土 越  前 甕 緑  青  色 灰  色 二次焼成

17--11 P 822 フク土 越  前 甕 緑 ～ 黒 色 灰  色 二次焼成

17--12 54--18 P1684 床  面 染 付 碗 青  白 色 白 色 丸を三
つ結合

した文
ST 173

17--13 P1804 床  面 染 付 皿 青  白 色 灰白色 断面に深付着

17--14 P1736 フク土 白 磁 皿 灰  白 色 灰白色

17--15 54--6 P1664 アク土 由 磁 皿 灰  白 色 灰白色 底に砂が多量
に付着

17-16 P1685 床  面 青 磁 皿 緑  青  色 灰  色 櫛目状流水文
17--17 P1651 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色
17-18 P1665 フク土 青  磁 「

R 緑  青  色 灰白色 蓮 弁  文
17--19 53--6 P1682 フク土 青 磁 碗 暗  緑  色 灰 白色 連  弁  文
17--20 P2442 フク土 鞠 皿 黄 緑  色 灰  色
17--21 P フク土 青 磁 皿 青  緑  色 灰 白色

17--22 P1798 フク土 天  目 碗 黒 色 黄灰～橙色

17--23 57--9 P1492 フク土 鶏 翔 髄 皿 暗  掲  色 灰白色
17--24 58--3 P1735 フク土 越  前 霊 緑 ～ 暗 褐 ● 灰  色 二次焼成

17--25 P2444 フク土 越 前 甕 暗  褐  色 灰  色
17-― クA P フク土 越  前 甕 暗 青 緑 色 灰  色

P フク土 越 前 甕 責緑～暗褐色 灰  色 二々峰耐

17--28 P フク土 越  前 甕 暗  褐  色 灰  色 二次焼成

58--4 P フク土 越  前 弩 緑 ～ 暗 褐 角 灰  色

17--30 58--12 P 807 フク土 瓦  器 子焙り 灰 ～ 黒 色 灰～黒色 鶴文、亀甲文

P フク上 辮 橙 ～ 黒 色 橙～暴色

P フク土 瓦  器 子焙り 橙 ～ 黒 色 灰  色

17--33 58--2 P2105 フク土 越 前 甕 暗緑 ～暗 褐色 灰  色 ST 179

- 146 -



Ch.20 ST-172注 記表
(a)覆上層序

1
暗褐色上に責褐色砂質上を若干合む、しま
りあり。

2

暗褐色上にブロック状の責褐色砂質上を部
分的に、全体的に少量の黄褐色砂質上を合
み、炭化物をも若千合む、しまりなし。

3
暗褐色上に粘質上を全体的に合み、黄褐色
上を若干含む。

4 暗 褐 色上 。

5 黒色土と粘質上の混層。

6 責・白色砂質土。

7
暗褐色上に黄褐色砂質上を若干合む、しま

りなし。

黄褐色砂質土 (地山)。

Ch.21 ST-175 。 SX-125 。 127注 記表
土層序

1 暗褐色上。

2 暗褐色土と粘上の混層。

乳白色粘土。

黒色上に責褐色砂質上が含まれる。

5 黄褐色砂質上に黒色上が合まれる。

6 ワζ。

7 黒色上、 しまりなし。

8 暗褐色上と責褐色砂質上の混層、しまりあり。

9 暗福れ上に責褐色砂質上が少量含まれる。

灰と暗褐色上の混層。

暗褐色上に若子の灰を合む。

暗褐御,十 に少量の灰を合む、しまりなくも
ろい。

暗褐色上に多量の灰を含む、しまりあり。

暗褐色上にブロック状の黒色土混入。

焼上 。

炭化物。

暗褐仲̀キ に若子の炭化物が含まれる。

黄褐色粘上に若干の灰と炭化物が合まれる。

黒色上を多量に含む暗褐色上、しまりあり。

黒色上に暗褐色上が合まれ、灰と炭化物も
少量合まれる。

黒色上に少量の暗褐色上を合む、しまりなして

焼土に若子の灰を合む。

焼土に少量の暗褐色土と灰を合む◇

黄褐色砂質土に少量の黒色土と暗褐色土を

含む p

黄褐色砂質土に少量の黒色上と暗褐色土を

歩合沖 (地山)の

(c〕 出土陶磁器注記表

(b)柱 穴計 測表

Pit No 形 状 長径 ×短笹 lcm 深 さしm 備  考
1 方 35× 30

ツ 方 24 × 20

3 方 28× 23

方 28× 26

5 円 27× 24

円 38 × 28

7 円 35× 33

円 34× 34

方 26× 24

円 31× 23

Iユ 方 41× 40

b)柱 穴 測定
Pit N( 形 状 長径×短蟹 cal 深 さ化m) 備  考
1 万 42× 37

2 不 40Xも

3 円 26× 26

4 円 32× 26

方 26× 26

円 37× 33

7 円 31 × 30

8 万 41× 35

万 31× 28

方 30× 28

方 20× 20 ll

方 30× 26

13 円 23× 20

rigo NII PL NcI 遺物血 出土層 器  種 器  形 釉調 。色調 胎  土 文  様 特  徴 備 考

19-1 P フク上 染 付 皿 青  白  色 白 色 外I牡丹唐草文内1圏黎
19--2 P フク土 白 磁 ll 白 色 白 色

19--3 53--10 P 349 フク土 青 磁 碗 青  禄  色 暗灰色

19--4 P フク上 唐 津 皿 青  灰  色 橙  色
19-5 P 350 フク土 唐  津 皿 暗  緑  色 灰  色
19--6 53--8 P フク土 青 磁 碗 緑 色 橙  色 二次焼成

19--7 53--8 P フク十 青  磁 碗 緑 色 搭  俸 二 次焼灰
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Ch.22 ST-176  注記表
(a)覆土層序

l

暗褐色上に少量の黄褐色砂質土・炭化物・灰

色灰が混入。

2
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に多量の灰を

合み、炭化物も混入している。

3 黒色上。

4 灰色灰に少量の黄褐色砂質土と炭化物混入。

5
暗褐色上に多量の灰と少量の黄褐色砂質土と

炭化物を合む。

6
暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上が混入

し、多量の灰色灰と微量の炭化物も合まれる

7 黄褐色砂質上に暗褐色上が混入。

8 灰 色灰 。

9 責 4B停`砂晉 土 (加山 )ぅ

(b)柱穴計測表
Pit Nα 形 状 長径X短径修m 深 さにm) 備  考
1 不 36 X 23 媚

2 方 26× 23

不 35× 26

4 不 31× 28

5 方 28 × 24

6 不 37X28
7 円 20 X 18 17

円 28 × 22

(C)出土陶磁器注記表
PL.Nd Fig.No 遺物 No 出上層 器  種 器  形 和調 。色調 胎  土 文   様 特   徴 備 考

20--1 P フク上 染  付 碗 青  白  色 白 色 外:? 内,圏線
20--2 P フク土 瓦  器 貢  灰  色 灰  色 文

20--3 P 440 フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色 圏 線

20ど-4 P 442 フク上 青  磁 青  緑  色 灰  色
20--5 P 438 フク土 翔 皿 緑 色 責白色

20--6 56--1 P フク土 鰤 皿 責 緑 ～緑 色 灰白色 印  花  文

Ch.23 ST-177 注言E表
(a)覆土層序

l

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に少量の炭化

物と黒色上が含まれ、黄褐色砂質上がブロッ

ク状に入っている。

2 黒色上。

3 黄褐色砂質土に若子の暗褐色上が混入。

4 黄褐色砂 管上 (All山 )

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径 X短径 億n 深  さ(cm) 備  考
1 方 20X16
2 方 26× 22

3 方 21× 20

4 方

5 方 32X30
6 方 35 × 29

7 方 30 × 22

8 不 25× 23

9 不 28× 25

方 23 × 20

(C)出 土陶磁器類注記表
PL No Figo NIo 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・ 色調 胎  土 文  様 特  徴 備 考

-1 P1478 フク土 青 磁 皿 緑  青  色 灰  色
2 P2488 フク土 瓦  器 手焙り 橙 色 灰  色 研 磨 脚

-3 P1479 フク上 鰤 蹴 揖  抹 青  灰  色 青灰色
-4 P1509 フク土 対  蝸
-5 58--7 P1483 フク土 鰹釉陶鵬 精  鉢 暗 赤 褐 色 疋～暗赤褐t 備前系

Ch,24 ST-178 注記表
(a)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径×短径に五 深 さに血) 備  考
l 円 28 × 26

円 36X35
3 方

4 方 26 × 25 4

5 円 28 × 25

方 25X23
7 方 24× 20

方 25 × 23

9 方 34 × 32 15

円 33X28 54
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(b)出 土陶磁器注記表

PL Nα Fig. NcI 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文  様 特   徴 備 考

22--1 P1634 フク土 染 付 碗 白 色 白  色
９

，

臨

外

内

22--2 53--5 P 997 フク土 青 磁 碗 青  緑  色 灰白色 蓮  弁 文
22-3 フク上 青 磁 碗 緑  青  色 灰  色
22--4 632 フク土 青 磁 皿 緑  青  色 灰  色
22--5 635 フク土 青 磁 皿 緑  青  色 灰  色
22--6 633 フク土 翻 皿 黄  緑  色 黄白色
22--7 629 フク土 笑膨 軸 皿 黄  緑  色 黄白色
22--8 フク土 美勘 韓 皿 責  緑  色 責 白色
22--9 フク土 美潮 う醍 皿 責  緑  御. 音 白各

`

Ch.25 ST-180・ 182  SE-69注 記表

(a)覆上層序
35に 多量の黒色灰 。白色灰を合む。

乳貢 色砂 質土 。

暗褐色上、しまりなし。

暗褐色上と灰色灰と若子の黄褐色砂質上の混

層に少量の灰色粘上を合む。

明暗褐色■に多量の乳白色砂質上を合む。

暗褐色上に責褐色砂負土との混層に若子の暗

褐色上混入。

白色灰 6

責褐色砂質土と褐色砂質土との混層に若干の

暗褐色土混入。

暗 褐色土 に若干 の黒 色土 混入 。

46と 黄褐色砂質土との混層。

l

明暗褐色土に炭化物・ 白灰色と若干の責褐色

砂質上を合む。

2 1に多量の灰色灰と白色灰が混入している。

3 乳褐色焼土と暗褐色土との混層。

4
暗褐色上に少量の炭化物と小ブロック状の責

褐色砂質上が混入。

暗褐色上に若子の黒色土混入。

6 黄褐色粘土。

7 暗褐色上に若子の炭化物と黄褐色砂質上混入(

明暗褐色上に責褐色砂負上が中ブロック状に

混入。

9 1よ り黄褐色砂質上が多t

暗褐色上に若干の黄褐色砂質上が混入。

11 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

黄褐色砂 質土 (地山 )

13
暗褐色土に若干の黄褐色砂質土・炭化物・黒

色灰・灰色灰が混入している。

暗褐色土と灰色灰の混層。

5 黄褐色砂質土。

6 暗褐色土に少量の責褐色砂質上が含まれる。

黄褐色砂質上に多量の暗灰色灰が含まれる。

8 暗 褐色土 と責 褐 色砂質上 の混 層。

9 黒灰色灰と灰色粘上の混層。

14よ り灰が多 く含まれている。

20よ り若干黄褐色砂質土が多い。

暗褐色上に黄褐色砂質上が大ブロック状に合

まれている。

黄褐色砂質上、きめが粗t

17よ り暗灰色灰が少なし

乳黄色砂質土 (地山)。

明暗褐色上に若干の黄褐色砂質土混入。

26に 多量の灰色灰を合む。

26に 少量の灰色灰を合む。

暗褐色土。

黄褐色砂質土に暗褐色上が含まれる。

1に多量の責褐色砂質上がブロック状に混入

1に責褐色砂質上がブロック状に混入。

明暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上が少

量含まれる。

暗褐色上に若子の黄褐色砂質土と多量の灰を

合む。

明暗褐色上に若干の黄褐色砂質上を合む。し

まりなし。

35よ り黄褐色砂質上が若千多い混層。

33よ り黄格色砂質上が少なt

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径×短径修ロ 深 さにm) 備  考
ユ 方 32 × 29 ST―

2 不 48X44
3 方 41 X 40

円 25 × 24

5 方 26 X 19

方 23 × 23

7 方 32 × 25

円 25 × 25

円 33 X 28

円 23 × 23 17

方 22 × 20 11

2 円 30 × 27

方 27 × 26

方 11

5 円 35 × 29

6 円 32 × 33 54

円 26 × 26 5

方 25 × 25 15

9 方 25 X 25

円 21 × 19

円 31× 27

円 31 × 29 ST-182
円

円 5
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(C)出土陶磁器類注記表
PL.No Fig, Nα 遺 物 Nα 出土層 器  種 器  形 和 調・ 色 調 胎  土 文   様 特   徴 備 考

23-1 54--8 P フク上 白 磁 皿 白 色 灰白色

23-2 828 フク上 白 磁 青  白 色 白  色
23-3 827 フク上 攀 帥 皿 暗 赤 褐 色 黄白色

23--4 836 フク上 唐 津 皿 青  灰  色 橙 色
23-5 P 840 フク上 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 目」 花  文
23--6 P フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色
23--7 825 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 黄白～橙色
23--8 P フク上 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色
23-9 P 826A フク上 溶解物
23--10 P フク上 溶解物

23--11 P フク土 溶解物

23-12 P 870 フク上 溶解物

23--13 P フク上 羽  回

23-14 F 177 フク土 鉄 津
23-15 P 26B フク上 溶解物

Ch。 26 ST-181 注言E表
(a' 覆土層序

Ch.27 ST-183 注記表
(a)覆土層序

1
暗褐色土にブロック状の黄褐色砂質土混入、

しまあり。

2
暗褐色上にブロック状の責褐色砂質土が多量

に混入、炭化物も合まれる。

3
暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上が少量

混入、炭化物も合まれる。

4
3よ り黄褐色砂質上が若干多く合まれている

しまりなし。

(b)柱穴計測表
Pit Nll 形 状 長径×短径 lcml 深 さにm) 備  考

l 方 23 X 21

2 方 23× 23

3 方 33X28
4 方 30 × 24

5 方 23 X 20

6 方 40 × 37

1
暗褐色上に黄褐色砂質上を若千含む、しまり

あり。

2
暗褐色土に黄褐色砂質上を少量合む、しまり

なし。

3
暗褐色土にブロック状の黄褐色砂質上を部分

的に合み炭化物も若千合まれる、しまりなし

4
暗褐色上に小ブロック状の黄褐色砂質上を全

体的に合む、しまりなし。

5 黄褐色砂質上と暗褐色上の混層。

6
暗褐色上に粘質上を全体的に合み、黄褐色砂

質上を着千合む、しまりなし。

7
暗褐色上に粘質上を多量に黄褐色砂質上を若

千合む、しまりあり。

8
暗褐色上に焼上を少量、粘質上を多量に合み

黄褐色砂質上を若干合む、しまりなし。

9
暗褐色上に焼上を少量と責褐色砂質土と炭化

物を若干合む。

暗褐色上に粘土と黄褐色砂質上を若千合む、

しまりあり。

黄褐色砂質上、しまりなし。

責 褐 色砂官 土 と黒色上 の混層、 しま りあ リハ

黄褐色砂質土に暗褐色土を少量合む、しまり
,fi′ ^

14
黒色土に黄褐色砂質土を少量、炭化物を若干

全体的に合む、しまりあり。

暗褐色上に黄褐色砂質上を若干合む、しまり

なし。

苦褐 各み督 十 (lll山 う

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長 径 X短径 にm 深  さにm) 備  考
1 円 36× 33

2 方 40 × 37

3 不 39 × 35

4 不 47 × 38

5 円 31× 28

6 円 37× 36
7 方 38 × 28

8 方 30× 27

9 円 37 X 36

0 円 35 X 34

1 方 28 × 21 11

2 方 32 × 27

3 方 48 × 47

方 35× 3〕

方 28 × 28
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(C)出土陶磁器注記表

PL.No Fig No 遺物 No 出土 層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

25--1 P1931 フク土 青 磁 碗 暗 緑 色 灰白色

25-2 P2000 フク土 越  前 弩 褐色・ 黒褐色 灰  色
25-3 P1930 フク土 越 前 甕 緑色・黒褐色 灰  色
25--4 P1934 範 越  前 甕 暗緑灰色雫諄推 灰  色

25--5 P1929 フク土 越 前 甕 暗黄緑色・褐窪 灰  色

Ch。 28 ST-184 注言己表
(a)覆土層序

万 87× 32 54 7 ST-184B
円 33 × 30 66 ユ

21 円 28 × 28 81 0

方 48× 35 69 6

方 37× 86 74 5

方 33 × 30 67 6

方 51X44 78 0

方 50 × 32 52 8

方 29 × 27 58 2

方 33× 23 48 8

方 34 × 33 85 0

方 42 × 38 80 0

方 43 × 33 27 8

方 26 X 24 57 1

方 26× 25 56 5

方 32× 28 75

方 41 × 39 66 1

万 25 × 19 32 3

方 29 × 23 20 7

方 29 X 27 17 4

方 42 × 40 18 6

方 50× 45 29 0

方 47X33
方 27× 22 67 5

方 23× 22 47 8

方 35× 30 34 8

方 27× 25 24 4

方 30 X 30 47 8

方 23 × 22 24 3

48 方 21 × 20 33 9

円 32× 31 42 2

円 28 × 26 47 2

方 27 × 20 17 3

方 24 × 22 56 2

l 橙白色の焼土。

2
暗褐色土に少量の橙白色の焼上を全体的に合

む、しまりあまりなし。

3
暗褐色上に黄褐色砂質土と炭化物を全体的に

若千合む、しまりあり。

4
暗褐色上に多量の黄褐色砂質土と若子の白色

の灰を帯状に合む、しまりあり。

5
黄褐色砂質上に暗褐色砂質土を若千合む、し

まりあり。

6
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に黒色土を少

量含む、しまりあり。

7 黄褐色砂質土 (地山)

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径X短径修皿 深 さにnl 備  考
1 方 49× 42 59 6 ST-184A

方 33× 32 74 5

3 円 45× 41 57 ]

4 方 48X36 77 1

5 方 37× 30 64 9

6 方 37× 31 72 7

7 方 35× 32 66 4

円 33× 31 66 4

9 方 25× 22 31 3

0 方 27× 25 33 0

方 33 × 28 48 7

2 方 48 × 41 73 6

3 方 28× 24 49 6

方 28× 24 66 5

5 円 33× 33 55 1 ST-184B
円 35× 31 95 5

方 30× 26 51 0

8 円 30× 29 43 4

(C)出土陶磁器類注記表
PL.Ntl Fig No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

26-1 P1939 フク上 染 付 llll 青  白 色 白 色
外 ,牡丹唐草文
瀕 :園 綿

26-2 P2108 フク上 染  付 鉢 白 色 白  色
国産の可能性

ペホス^

26-3 952 フク土 染  付 皿 淡 責 緑 色 黄白色 ?

26--4 フク土 白  磁 llll 白 色 白  色
26--5 フク土 皿 灰  白  色 黄灰色
26-6 53--19 P 礎 青  磁 碗 暗  緑  色 灰  色 劃 線

26-7 53-1 P フク土 青  磁 碗 青  緑  色 灰  色 蓮  弁  文
26--8 53--14 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 蓮  弁 文
26--9 P フク上 青  磁 碗 暗  緑  色 灰 白色 連  弁  文
26--10 P 963 フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色 連  弁 文
26-11 P フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰  色
26--12 P フク土 青  磁 碗 青  緑  色 灰白色
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26--13 P1945 フク土 青  磁 碗 青 緑 色 灰 白色

26--14 P1941 フク土 青 磁 碗 緑  青  色 灰  色 蓮  弁  文
26--15 P1940 フク土 言  磁 碗 黄緑・暗緑色 灰 白色

26--16 P2449 フク土 青  磁 皿 緑  青  fra 灰  色 櫛  目 文
26--17 P 968 フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰 白色
26--18 P フク土 青  磁 碗 暗 緑 色 灰白色 劃 線

26--19 P フク土 青 磁 皿 緑 青 色 灰  色 櫛  目 文
26--20 P フク土 青  磁 碗 緑 青 色 灰  色
26--21 P フク上 翻 稚 皿 黄 緑 色 灰白色

26--22 P2111 フク十 靱 柚 皿 暗 黄 緑 色 灰  色 (輪 ドチ痕 )

26-23 P2113 フク土 毘撃 黒 色 吹～櫂建 刻  線  文
26--24 P1964 フク土 天  目 碗 黒 色 灰  色
26--25 P2109 フク土 越  前 甕 青緑・ 暗 褐 色 灰  色 二次焼成

26--26 P フク土 越  前 甕 暗  褐  色 灰  色 二次焼成

26--27 P フク十 越 前 甕 緑灰～暗褐色 灰  色 二次焼 成

26--28 P 936 フク土 越  前 賓 緑 灰・ 暗 褐 色 灰  ←
`

26--29 P フク土 越  諭 甕 黄緑 。暗褐色 灰  色
26--30 P フク土 越  前 甕 暗  緑  色 灰  色 二次焼 成

26-31 P2110 フク土 越  前 甕 緑 匠・ 膳 福 偽 灰  色
26--32 P2159 フク十 越 前 甕 緑灰 。暗褐色 灰  色
26--33 P1937 フク土 越  前 饗 緑灰 。暗 褐 御 灰  俸.

26--34 P2492 フク土 鰤 略 信  鉢 黒 色 橙  色
□縁 内側 に櫛

目ぉ
越前系

26--35 P2493 フク土 齢 略 悟  鉢 黒 告 . 橙  色 越前系

26--36 P2450 フ ク 十 十節 界 ナ不 箆書 き有 り

Ch.29 ST-185  注記表
(a)覆土層序

1

暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上が混入

若干の炭化物と灰色灰も合まれる。

2
暗褐色上に多量の黒色土と少量の灰色灰も合

む。

3 黄褐色砂質上に多量の暗褐色土混入。

4 黄褐色砂質上に少量の暗褐色土混入。

5
暗褐色土と多量の褐色砂質上の混層に若干の

炭化物を合む、しまりあり。

責 4B色砂質土 (地山 )

(b)柱穴計測表
Pit hlo 形 状 長径×短径に■ 深 さにml 備  考

I 方 23× 2〕

2 方 23× 22

3 円 43× 4〕

円 34 X 30

5 方 26 × 26

円 31 × 31

7 方 23 X 21

方 21 × 19

方 23X20
0 円 35× 30

1 方 35× 30

2 方 25× 22

3 方 35× 29

4 不 22× 21

5 方 27× 22

6 方 17

C)出土陶磁器類注記表
PL.No FiFfo Nll 遺 物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

27--1 P1991 フク土 青 磁 鉢 暗  緑  色 灰  色 二次焼成

27--2 P1995 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色
27--3 P2053 フク土 難叡 釉 皿 黄  緑  色 責 白色
27--4 P1997 フク上 鰤 皿 緑 色 難

27--5 P2054 フク七 鶏 叡 釉 皿 緑 色 灰白色

27--6 P1992 フク土 染  付 皿 白 色 灰 白色 ?

27-7 P1993 フク上 MHI鰯 悟 鉢 黒 色 橙  色
□縁に波状櫛

目ぅ
越前系

27--8 P1996 フク土 識  前 甕 褐 仲 1 灰  色
27--9 P2052 フク土 瓦  器 手焙り 橙 色 黄白色 亀  甲  文
27--10 P1994 フク土 曲 略 鉢 黒 缶 黒  停.

P218ら フク十 溶 解 物
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1
暗褐色土に黄褐色砂質上を小・中プロック状

に少量合み、炭化物若干有り。

2 暗褐色土に乳白色粘上を多量に合む。

3 責褐色砂質土 軸 山)

Ch 30 ST-186 注記表
(a)覆土層序

Ch 31 ST-188・ 1騎 SX-138,139 SD-58・ 開注記表
(a)覆土層序                       (b)柱 穴計測表

ユ 暗褐色上。

2
〃 に少量の黄褐色砂質上を全体的に合

む 。

3 2に白灰色灰混入。

暗褐色土と多量の黄褐色砂質上との混層に若

干の炭化物混入。

5 暗褐色土に若干の黄褐色砂質土混入。

責褐色砂質上に少量の暗褐色上が混入。

7 黒色土。

8 暗褐色上に責白色砂質土を全体的に少畳合む。

明暗褐色土。

に褐色砂質土と黄褐色砂質上を合

む 。

責褐色砂質土 (地山)。

Ch.32 ST-190注 記表
(a)覆土層序

l

暗褐色上と黄褐色砂質土、黄白色砂質上の混

層に若子の炭北物、黒色灰と微量の黒色上が

混入。

明暗褐色土と多量の黄褐色砂質上の混層。

暗褐色上、黒色土と少量の黄褐色砂質上の混

層。

暗褐色砂質上。

5 黄褐色砂質土 (地山)

(b)柱穴計測表
Pit N 形 状 長径 ×短径 t』 深 さtal 備  考

1 円 31× 25

2 方 22× 22

3 方 25 × 25

4 方 26 × 25

5 方 27× 24

6 方 22× 22

C)出 土 陶磁 器 注記 表
PL.Nα FiII.Nα 遺 物 NcI 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  十 文   様 特   徴 備 考

28-1 P フク土 染  付 碗 青 白  色 白 色 外:? 内i圏練
28--2 P フク土 染 付 碗 白 色 白 色 9 二次 焼 成

28--3 P フク上 染  付 皿 白 色 白 色 ?

28--4 P フク上 染  付 皿 青  白  色 白 色 9

28--5 P 984 フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰  色
28--6 P フク土 青  磁 皿 青  緑  色 灰白色
28--7 P フク上 青  磁 碗 青  緑  色 灰白色
28--8 P フク土 青  磁 碗 青緑・暗緑色 灰白色 ?

28--9 P フク土 青  磁 皿 青  緑  色 灰白色
28--10 P フク上 無釉解 拒 鉢 鈍 貢 橙 ～桂 色 鱒 11条 の櫛 目 越 前系

Pit hlo 形 状 長径×短径t働 深  さにal 備  考
1 方 34× 30

2 方 50× 45

3 方 36 × 27

4 方 28× 23 7

5 方 27× 26

6 方 38× 35

7 方 36× 28

(b)柱穴計測表

Pit No 形 状 長径×短径闘 深  さにD 備  考
1 不 23 × 22

2 不 42× 28

3 方 38 × 28

4 方 26× 23

C)出 上括鉢
PL.Nα Fi質 .Nα 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・ 色調 胎  土 文   様 特   徴 備 考

30--1 P2161 フク上 鰯 橋 鉢 赤  褐  色 橙  色 9条の櫛目
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Ch.33 ST-193注記表
(a)覆土層序

Ch 34 S E60注 記表
(a)覆土層序

1

暗褐色上に少量の黄褐色砂質土と若子の炭化
物を全体的に合む、ややしまりあり◇

暗褐色土と黄褐色砂質とと黒色上の混層、 1
よりしまりなし。

暗掲色土に少量の黄褐色砂質上と黒色上を合
む、しまりなし。

暗褐色土と黄褐色砂質■と黒色上の混層に褐
色粘土を少量合む、しまりなし。

暗褐色土と黄褐色砂質の混層に黒色上を少量
合む、しまりなし。

黄褐色砂質土 (地山)

(b)柱穴計測表

PitNα 形 状 電¢ζ×衛 径 lrml 深 さem) 備 考

不

方

46× 44

2 27× 25

方 27× 23

4 方 30× 26

1 暗褐色上に若子の炭化物が含まれる。

2 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

3
責褐色砂質上、粒子が細かい。礫と責褐色砂
質塊を多量に合む、しまりあり。

(b)出土陶磁器類注記表

PL Nα Fi&Nα 遺 物 NQ 出上層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  上 文  様 特   徴 備 考

31-1 P266 フク土 染  付 碗 青  白  色 灰白色 内 ;圏線
31-2 P268 フク上 染 付 碗 膏  白 色 白  色 丸を三つ結合した文
31-3 P317 フク土 染  付 皿 青  白  色 灰白色 ?

31-4 P326 フク土 染 付 碗 青  白 色 灰 白色 外 i芭蕉葉文
31--5 54--7 P305 フク土 白 磁 皿 灰  白 色 灰白色
31-6 P307 フク土 白  磁 皿 青  白 色 灰 白色
31-7 55--2 P320 フク上 染 付 皿 膏  白 色 灰白色 草花文
31-8 P156 フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色
31-9 P265 フク上 青  磁 皿 青  灰  色 灰  色
31-lo P267 フク十 青  磁 碗 黄緑・暗緑色 灰白色

3ユーー11 56--19 P229 フク上 利 ]醗 皿 青灰～暗灰色 茶灰 色

―-12 P221 フク十 難 叙 釉 皿 責  白 色 黄白色
P205 フク十 唐  津 皿 青 灰  色 橙  色
P224 フク土 天  目 碗 黒 色 黄白色

15 P306 フク十 瓦  器 手焙 り 黒 色 灰  色 研 暦

P24島 フク+ 溶解 物

Ch 35 S E61注 記表
(a)覆上層序

1
上
し
色

ヽ

灰
む
暗
合

全般に炭化物と黄褐色砂質上を若干
りなし、下層に空洞あり。

責白色砂質土に部分的に責褐色砂質上を含む、
しまりあり。

責褐色砂質土と暗褐色土と黄白色砂質上の混

層。

暗褐色上、部分的に炭化物と黄褐色砂質上を合
み、しまりなし。

5
黒色土と暗褐色上の混層、しまりなし、湿性

多分に強く部分的に礫で炭化物を含む。

6 責褐色砂質土と暗褐色上の混層。

7 暗褐色土と黒色上の混層。

8 黄白色砂質土。

9 黒 色上 。

黄褐色砂質土。

11 黄白色砂質土。

(b)出土木製品注記表

PL.Nα Fi鼻血 遺 物 NIQ 出上層 製品名 形  状 色 調 木  地 文   様 特  徴 備  芳

32-― d M12 フク土 楔状木製』

32-― e M9 フク土 木製柄
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(C)出土陶磁器注記表
PL Nα Fig.No 遺 物 No 出土層 器  種 器 形 釉 認 。符 謂 胎  土 文   様 特   徴 備 考

33-1 55--14 P581 フク土 染 付 皿 緑  灰  色 灰  色
33--2 53--4 P586 フク土 膏  磁 碗 暗  緑  色 灰白色 蓮 弁  文 墨付着
33--3 53--4 P 585 フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色
33--4 53--7 P589 フク上 青  磁 碗 緑 ～ 褐 色 灰  色 雷 文 墨付着

33--5 P 636 フク土 青  磁 碗 黄  灰  色 黄灰色 連  弁  文
33--6 53-… 18 P 540 フク上 青  磁 皿 暗緑～膏緑色 灰白色

33--7 P640 フク土 染  付 皿 責  白 色 灰白色 内 :圏線
33--8 P63 フク上 染 付 皿 青  白  色 灰 臼色 ?

33--9 55--7 P637 フク上 染  付 皿 青  白  色 灰白色 内 ,圏線
33--10 P 644 フク土 染 付 青  白  色 灰白色
33--11 P539 フク土 自  磁 皿 灰  白  色 灰白色
33--12 55-3 P 590 フク土 染  付 皿 青白 。緑青色 灰白色 草  花 文
33--13 58-10 P584 フク■ 帥 鰯 悟  鉢 黒 色 灰  色 10条の櫛目

33--14 P 541 フク土 四 暗  褐  色 灰  色

暗褐色土 (ピ ット覆■)
2 暗褐色上に若子の炭化物を合む。

3
暗褐色上に少量の礫 と微量の黄褐色砂質虫
炭化物を含む、南壁の東側下方に小石が帯状
に並んでいる。

4
暗褐色上に少量の黒色上、灰を含む、多量の
炭化物あり。

5
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、礫を多量に

合む。

6
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。5よ り砂質
土が少ない。

7 暗褐色土と責褐色砂質上の混層。

8 責褐色砂質と。

9 黄褐色砂質上の塊。

上層白色灰、下層青白色灰。

黒色土、湿性 しまりあり。

Ch.36 S E65注記表
(a)覆土層序

Ch 37 S E 66と 記表

(a)覆土層序
Ch.38 S E67注 記表
(a)覆土層序

朔褐 色土、 しまりな し。

暗褐色上にごく少量の黄褐色砂質土を合む、
湿性あり、石を合む。

5よ り黄褐色砂質上が多い混層、礫を多量に
合む。

暗褐色土と小プロック状の黄褐色砂質土との
混層、礫を多量に合む。

黄褐色砂質上に小ブロックの黒色土と帯状の
暗褐色土を含む。

暗褐色上に少量の黄褐色砂質土と黒色土を合
む。

黄褐色砂質上に礫を若干合む。

貢褐 色砂質土 (地山 )

乳白色砂質上に責褐色砂質上を若干合む (地
山)。

灰白色砂質土 (地山)。

1 曙 褐 色土 。

2 暗褐色上に細かい礫を全体的に少量合む、湿
性がなく、 しまりが強い。

3 暗褐色上に炭化物を若干含む。

4
暗褐色上に黄褐色砂質上を全体的に少量含む、
炭化物も若干含む。

5 黒色上に若子の炭化物を合む。

6 黄褐色砂質■と暗褐色上の混層、暗褐色上が

少量。

7
4よ りも暗褐色上が暗く、中プロック状の黄
褐色砂質土を少量合む。

6よ り砂質上が赤褐色上になっている部分が
やや多い。

9
暗褐色土に中ブロック状の黄褐色砂質土を少
量全体的に合む。

濁乳白色粘質土中央部に若干、黒砂質土が混
入してきている。

1

暗褐色上に粒子状の黄褐色砂質上を全体的に

合み、炭化物をも若干合む。

2
暗褐色上に小石を多量に合み責褐色砂質上が、
小ブロック状に若干含む、 しまり強。

3
暗褐色土に粒子状の責褐色砂質土と炭化物を
全体的に合み、 1よ り暗く、しまりなし。

4 悟褐色上
に小、中プロック状の黄褐色砂質土

の混層に多量の小石を合む、しまり強。

5 黄白色粘土。

6 青白色砂質土 (地山)
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(b)出 土陶磁器注記表

rL.Ntl Fig.No 遺 物 No 出土層 器 種 器  形 和 調・ 色 調 胎  土 文  様 特  徴 備 考
34-― (bl P フク上 鰤 朧 信  鉢 黒 色 茶灰色 9条の櫛目
34--1 P 380 フク土 染  付 碗 青  白  色 黄白色 捻  花  文
34--2 P 498 フク土 染  付 皿 青  白 色 灰 白色 ?

34--3 P 627 フク土 染 付 皿 緑  青  色 灰白色 内 ,圏繰
34--4 P フク土 膏  磁 碗 緑 色 灰 白色 蓮  弁  文
34--5 P 537 フク上 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 流  水  文 漆付着
34-6 P フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色 蓮  弁  文
34--7 P フク土 青  磁 碗 膏  灰  色 灰白色

34--8 P1611 フク上 膏  磁 皿 暗  緑  色 灰  色
外

内

蓮弁文

劃花文 ?
34--9 P2532 フク土 染 付 青  白  色 灰白色

P フク上 膏  磁 碗 暗  緑  色 灰白色
57--2 P フク上 天  目 碗 褐 ～ 黒 色 灰  色
2 57--3 P フク上 天  目 碗 褐 ～ 黒 色 灰～権逸

3 P 382 フク土 翔 聴 皿 黄緑～茶灰色 黄白色
56--17 P 489 フク上 朝 鮮 皿 緑  灰  色 暗灰色 李朝

Ch.39 SE 68注 記表
(a)覆土層序

1
明暗褐色上に若子の責褐色砂質土と若子の責

色粘土混入。

2 責褐色砂質上が 1よ り少量混入。

3

4
暗褐色上に多量の灰がプロック状に合まれて

いる。

5 lよ り多量の責色雅上が合まれている。

6
5よ り粘上が多 く黄白色砂質上が若千合まれ
ている。  i

7 責白色砂質上。

8 暗褐色上に砂質土と粘上の混層。

9
黄褐色砂質上に若子の暗褐色上が少プロック

状に混入。

0 暗褐色土と黄褐色砂質土と粘上の混層。

1 7よ りきめが細かし

2 8と 同じ、しまりあり。

3 暗褐色上に若干の褐色砂質上が混入。

4 褐色砂質上に若子の暗褐色上が混入。

5 暗褐色土と砂質上の混層。

13よ りきめが粗い。

切灰色の灰と暗灰色粘上の混層。

黄褐色砂質上に少量の暗褐色上混入。

18よ り暗褐色上が多量に合まれている。

暗褐色上に若子の黄褐色砂質土と少量の炭化

物混入。

乳白色砂質土きめが粗い。

21よ り粗さはなく若子の黒色土混入

褐色砂質上に若子の黒色土混入。

暗褐色土と褐色砂質上の混層に若干の黒色上

が合まれている。

褐色砂質上 、きめが粗い。

黒

〃  、黄褐色砂質上、乳白色砂質上、

乳白色砂質土。

暗褐色上に少量の黒色土と灰色粘土混入。

暗褐色上に多量の黒色土と若干の黄褐色砂質

土、炭化物混入。

5よ りも少量の暗褐色土混入。

19よ り白色砂質上が多量に混入。

暗褐色砂質土。

″   に褐色砂質上がブロック状に混
入 。

褐色砂質上に暗褐色上と乳白色砂質上がブロ

ック状に混入されている。

暗褐色上に少量の褐色砂質土と乳白色砂質土

の混層、きめが粗い◇

黒色土。

20よ り黄褐色砂質上が多い。

白色パミス。

灰と灰色粘土。

乳白色灰 と明灰色灰の混層

25と27の混層

濃い褐色砂質土。

暗黄色砂質上に少量の暗褐色上と褐色砂質土

が斑状に合まれている。

24層 より暗褐色上が多量に合まれている。

責色砂質土。

暗黄色砂質上。

暗褐色上、若千の黄褐色砂質上、褐色砂質土

の混層。

48
″ に若子の黒色土と少量の黄色砂質土

を合む。
〃 と貢褐色砂質上の混層。

責 色パ ミス。

白色砂質上。
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器

PL.No Fig. No 遺物 No 出土 層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文   様 特  徴 備 考

35--1 54--3 P フク上 白  磁 lll 灰  白  色 灰 白色
35--2 54--2 P フク土 白 磁 llR 灰  白 色 灰白色
35--3 54--4 P フク土 白  磁 灰  白 色 灰白色
35--4 P 789 フク土 白 磁 皿 青  白 色 灰白色
35--5 P フク上 白  磁 皿 青  白 色 白 色
35--6 53--3 P 575 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色 蓮  弁  文
35--7 P フク上 言  磁 碗 緑  青  色 灰白色 ?

35--8 P フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰  色
35--9 P フク土 青  磁 碗 青  緑  色 灰  色
35--10 P 820 フク土 染  付 青  白 色 白  色 ,

35--11 54--15 P 818 フク土 赤 絵 皿 灰  白 色 灰白色 ?

35--12 P 543A フク土 難 奴 職 皿 緑 色 灰自～灰色

35-13 P フク土 翻 檄 皿 緑 色 灰  色 墨付着

35--14 56--4 P 577 フク土 翔 仙 皿 緑 色 灰  色
35--15 P フク上 美濃灰釉 IIR 緑 色 責 白色

35--16 P 523 フク土 翔 釉 皿 緑 色 黄白色

35--17 P 525 フク土 芙濃灰雅 皿 暗  緑  色 灰  色

35--18 56--3 P1518 フク土 期 釉 皿 暗 黄 緑 色 灰白～灰色
内面立ち上がり
にヒダ状の削り

35--19 P フク土 天  目 碗 黒 色 灰白色

35--20 P 572 7ク 土 細 釉 皿 赤褐～暗褐色 黄白色

35--21 P フク土 難 羽 釉 皿 褐 色 灰  色

35--22 57--10 フク土 翻 皿 灰褐～暗褐色 灰  色 高台内にトチ痕

35--23 フク土 美濃灰釉 皿 緑 色 灰  色
35--24 788 フク土 唐  津 碗 緑  灰  色 灰～橙色
35--25 802 フク上 唐 津 皿 暗  緑  色 茶灰色
35--26 P 786 フク土 唐  津 皿 暗 黄 緑 色 橙灰色

35--27 フク土 唐  津 皿 暗  緑  色 灰  色
35  28 522 フク土 唐 津 皿 緑  灰  色 灰～橙色
35--29 フク土 不明陶器 皿 責緑～灰白色 灰  色

35--30 56--13 フク土 唐  津 皿 暗  緑  色 橙  色
35-31 P フク土 鯛 醗 橋  鉢 暗 灰 ～ 黒 色 暗 灰色

35--32 フク上 溶解物

35--33 フク土 培  蝸
35--34 528 フク土 増  蝸
35  35 P 996 フク上 施和鰯 碗 暗 赤 褐 色 灰  色

35--36 58--1 フク上 越  前 甕 鈍 赤 褐 色 灰  色
35--37 529 フク土 土師器 lTx

Ch.40 SX-81注 記表
出土土師器注記表

PLo No No 遺物 No 出土 層 器  種 器  形 和調・ 色調 月台 土 文   様 特  徴 備 考

36--1 62--1 P 638 フク土 土師器 皿 糸切り底。

36--2 62--2 P 542 フク土 土師器 1不
糸切り底。内

黒。

Ch.41 SX-89注 記表
層

1

暗褐色上と中ブロック状の黄褐色砂質上の混

層、しまりあり、湿性あり。

2
暗褐色上に若干の炭化物が合まれる、しまり

なし。

3
暗褐色上に責褐色砂質上を少量合む混層、湿

性あり。

4 明褐色上。

5 黄褐色砂質土 (地山)

(b)柱穴計測表
Pit Nll 形 状 長径×短径 にm 深 さ修m} 備  考
1 円 15 × 15 9

2 惰 24 × 16

3 楕 18× 10

4 楕 17 × 12

方 15 × 14

円 10 × 10
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Ch.42 SX-90 注記表
覆土層序

Ch.43 SX-93 注記表
(a)覆土層序

]

暗褐色土に炭化物と小ブロック状の責褐色砂

質土を若干合む、しまりあり。

2
暗褐色土に′Jヽブロック状の責褐色砂質上と小

石を多量に合む。

3 暗 褐色上 、 粘土 質 で あ る。

4 褐色砂質上、しまりあり。

5 暗褐色土。

6
暗褐色上に月ヽブロック状の責褐色砂質上を少

量合む。

7 黄褐色砂質土 (柱穴覆土)し まりなし。
8 黄褐色砂質土 (地山)

暗褐色土に小ブロック状の黄褐色砂質上を若

干と多量の小石を含む、しまりあり。

暗褐色上に小ブロック状の黄褐色砂質上と礫

・炭化物を少量合む、しまりなし。

暗褐色上に中ブロック状の黄褐色砂質土と礫

を多量に、炭化物を右干含む。

暗褐色上、しまりあり。

暗褐色土と責褐色砂質上の混層に中ブロック

状の黄褐色砂質上を少量合む。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

黄褐色砂質土 (地山)

SB-21柱穴覆土。暗褐色土と責褐色砂質上の

混層で上層に白色粘上が存在する。

黒灰に炭化物と焼上を若干合む。

暗褐色土に少量の黒灰と礫を含む。

白灰に多量の黒灰を含む。

(b)柱穴計測表
Pit No 形 状 長径×短径修m 深 さにml 偏  考

方 38× 35 45 5

17 方 28 × 26 57 7

方 22 × 20

方 29× 21 95

円 41× 38 56 0

方 30X24 30 5

方 32X27 30 7

不 整 35× 33 54 5

(C)出土陶磁器注記表
PL.No Fig No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調 。色調 胎  土 文  様 特  徴 備 考

37--1 P 342 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 流  水  文
37--2 P 329 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 劃 線 文 ?

37--3 P 328 フク土 染 付 皿 青  白 色 灰白色
外 ,?
内 ,圏線

37--4 55--6 P 188 フク土 染 付 皿 青 白～ 白色 黄白色
外 i牡刷書草来

内 ,渇磨文

37--5 P 343 フク土 利 巴鰯 皿 緑 ・ 灰 色 灰  色

37--6 P 189 フク土 志  野 皿 白 色 黄白色

37--7 P フク土 唐  津 碗 暗 緑 色 灰  色

37--8 56--14 P 222 フク土 唐 津 碗 暗 緑 色 灰  色

37--9 P 338 フク土 越  前 甕 茶褐 。暗緑色 灰  色

37--10 P 173 フク土 鰤 鰐 悟  鉢 責 白・ 明褐色 黒  色

Ch.44 SX-94 注記表
(a)覆土層序

1

暗褐色上に粒子状の黄褐色砂質土と若干の炭

化物を合む、しまり強。

2 灰白色灰。

暗褐色土とブロック状の黄褐色砂質上の混層、

しまり弱。

暗褐色土にブロック状の責褐色砂質上と灰を

合む。

5
暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質上が合ま

れる、しまり弱。

責褐色砂質土 (地山)

(b)柱穴計測表
Pit Nll 形 状 長径 ×短径 脩血 深 さにml 備  考
1 方 28 X 24

2 方 42× 27

3 方 38× 38

4 方 35 × 28

5 方 29 × 25

6 方 27 × 21

7 円 32 × 27

8 方 28× 27

9 円 34X34
方 41× 30

円 34× 32

円 35 × 32

方 53 × 35

方 32× 18

方 32× 30
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Ch.45 SX-95 注記表
(a)覆上層序

(b)出土漆器注記表

I 暗褐色上、しまり強。

1 暗褐色土 粘性あり。
2 粘上。

3 暗褐色上に炭化物、白色パ ミス、灰を含む。

電 白色ノヾ ミス。

青灰色灰。

暗褐色上に少量の責褐色砂質土と炭化物を合

む。

7 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、しまりなし。

8 焼土。

9
暗褐色上に責褐色砂質上を 6よ り多く、 7よ

り少なく合む、炭化物混入。

暗褐色上、しまりなし。

黄褐色砂質上、しまりなし。

責褐色砂質土 (地山)

PL.Nα Fig, No 遺物 Nα 出土層 製品名 形  状 色 調 木  地 文 様 特 徴 備 考

38-1 M 8 フク土 添  器 椀
内面 朱
外面 黒

底に叶の文字

あり。

Ch.46 SX-96 注記表
出土陶磁器類注記表

PL.No FiFr・ No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

39-1 P 337 フク土 染 付 皿 青 白 色 青白色 ?

39-2 P2139 フク土 白  磁 皿 灰  白 色 灰白色
39-3 フク土 白 磁 llll 青 白 色 灰 白色

39--4 53--12 P 309 フク上 青  磁 鉢 青 緑 色 灰白色
外 :劃線

内 ,印花文

39-5 P フク土 青  磁 暗  緑  色 灰 白色
39--6 P 345 フク土 青  磁 大  皿 暗 緑 色 灰白色

39--7 P2107 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 灰 白色
39--8 P 325 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色
39-9 P 323 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 灰  色
0 P2140 フク土 青  磁 皿 青  灰  色 灰  色

P 336 フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰白色
39-一 2 P 333 フク土 青  磁 碗 緑 色 灰白色

P 318 フク土 青  磁 碗 緑 青 色 灰白色

39- P2163 フク土 溶解物
P2138 フク土 溶解物

Ch.47 SX-97 注言己表

出土遺

PLo Nα Fi富 . Nll 遺物 No 出土層 器  種 器  形 TH調・ 色調 月台 土 文 様 特 徴 備 考

39-16 P 644 フク上 染 付 llll 青  白 色 灰 白色
39-17 54--9 P 641 フク土 朝漁潮尭き 皿 青灰～ 貢 白色 灰  色

39--18 62--4 P 861 フク上 須恵器 士霊 箆書き く春)

39--19 P 643 フク土 溶解 物

Ch.48 SX-98 注記表

暗褐色土と白灰の混層、粘性強く、しまり強

暗褐色土に少量の白灰を合

黒灰、しまりなし。

暗褐色土と黒灰と白灰の混層、しまりな

暗褐色土に少量の黒灰、白灰と若干の炭化物

を含む、しまりなし。

Ch.49 8X-99 注記表
土層序

1 暗褐色土と白灰の混層。

2 暗褐色上に少量の白灰を全体的に合む。

3 白灰。

4 黒 灰 。

5 暗褐色上に黄褐色砂質上を少量合む。

6
暗褐色土と黒灰、白灰の混層に中ブロック状

の黄褐色砂質上を若千合む。

7
暗褐色上に中ブロック状の責褐色砂質土を若

干合む、しまりなし。

8 黄褐色砂質上 (地山う。
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Ch.50 SX-100
(a)覆上層序

注記表

(b)柱穴計測表

Ch 51 SX-102  注言ヨ表
覆上層序

ユ 暗褐色上。

2 灰を多く合む灰白色土。

3
明褐色上にブロック状の黄褐色砂質上を多量

に合む。

暗褐色上にブロック状の責褐色砂質上を合む(

5 責褐色砂質土 (地山)

Pit No 形 状 長径X短径にm 深 さ修m) 備  考
l 円 28× 23

2 円 20 X 17 9

3 円

4 方 25 × 22

5 方 22 X 19

6 円 22× 17

1 暗褐色上と白灰の混層、炭化物若干有り。

2 暗褐色上。

3 黄褐色砂質土 (地山)

7
暗褐色土に黄褐色砂質上を若千、炭化物を微

量、黒色土を少量含む、ややしまりあり。

8
黒色上に多量の黄褐色砂質上を含む、しまり

あり。

9
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に黒色上を若

千含む、しまりあり。

暗褐色上に黄褐色砂質土と黒色上を多量に合

む、ややしまりあり。

11 7と 同じ、 しまりが強い。
明暗褐色土に黒色土を多量に合む、ややしま

りあり。

暗褐色上に黄褐色砂質上を若干、炭化物を微

量、黒色上を多量に合む、ややしまりあり。

黄褐色砂質土に暗褐色土を多量、黒色上を若

千含む、しまりなし。

15
黄褐色砂質上に暗褐色上を少量、黒色上を若

干全体的に合む、ややしまりあり。

16
暗褐色上に黄褐色砂質上を全体的に多量に合

む、しまりなし。

17 黄褐色砂質土 (地山 )

Ch.52 SX-104 注 言己表

黄白色粘土と明暗褐色上の混層に鉄分を夢

に、炭化物を若干合む、しまり強。

暗褐色上に微量の責白色粘上を合む、しまり

あり。

暗褐色上に多量の黒色土と少量の粘土を合む、

しまり強。

暗褐色上に少量の責褐色砂質土を全体的に、

褐色の焼上を少量、下方に黒色の灰を少量合

む、しまりあり。

暗褐色上に黄褐色砂質上を全体的に少量含む、

しまりあり。

暗褐色上に黄褐色砂質上を全体的に少量含む

しまりなし。

Ch.53 SX-107 注記表
出上耳皿注記表

PL,No Fig, NcI 潰 物 No 出土 層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文   様 特   徴 偏 考

40--1 62--3 P2453 フク十 土 師器 耳  皿

Ch.54 SX-109 注記表
出上赤絵注記表

PL.No FiFr, Nα 潰 物 No 出土 層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文   様 特  徴 備 考

40--2 54--14 P2206 フク十 赤  給 凪 灰  白  i 灰 白御. 草  れ  文

Ch.55 SX lll 注記表
a)出 磁 器 表

PL.Nll F ig.Nlx 漬 物 No 出土層 器  種 器  形 維 言円・ 得 言lq 月台 土 文   様 特   徴 備 考

41--1 P 976 フク上 翅檄陶器 碗 青  灰  色 灰  色 鉄絵 あ り

41--2 P 873 フク土 肺 鰐 碗 青  灰  色 灰  色 鉄絵あり

41-3 P 874 フク上 唐 津 皿 音  褐  ←
`

椿  仲′

41--4 P 977 フク上 鰤 皿 茶褐～暗 褐色 責白色
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Ch.56 SX-114 注記表
(a)覆土層序

1 暗褐色上に責褐色砂質上をブロック状に合む

2 〃  と黒色上の混層、しまりなし。

3
暗褐色上に責褐色砂質土と炭化物を着干合仏

I夕寸め示b^

4
〃     〃   と黒色上を多量に合
む、しまりなし。

5
〃     〃     〃 を合む、し
まりあり。

6 の混 層

7 〃  と黒色上の混層。
8 黄褐色砂質土 (地 山)

(b)柱穴計測表
Pit 形 状 長径×灯径とd 深 さCml 備  考
ユ 万 Z4X Zυ

2 円 25X22
3 方 22× 21

万 19 × 16

5 方 24 × 20

6 万 26× 24
7 方 28 × 26

方 47× 41

9 万 23× 23

Ch.57 SX-119。 131 注記表

l

暗褐色上に少量の黄褐色砂質土と多量の灰色

灰と少量の炭化物を含む。

2
暗褐色上に多量の黄褐色砂質上がプロック状

に混入。

3 ″  と黄褐色上の混層。
4 に若子の乳白色粘土混入。

5 〃  と黒灰色灰の混層

6
〃  と若千の黒色上、黄褐色砂質上の混
層。

7
〃  に少量の炭化物と若子の灰、黄褐色
砂質土、責白色粘上が混入。

8
暗褐色土と黄白色砂質上の混層、上部に若干

の炭化物混入。

9 黄褐色砂質土 ∞ 山 )

責 白缶砂 官 土 (如 山 )

Pit Ncl 形 状 長径×短径enl 深  さCal 備  考
1 方 20× 20 11

2 方 25 × 20

3 方 25 × 24

方 52× 47

Ch.58 SX-120 注記表

1

暗褐色上に責褐色砂質上と炭化物が若干合ま

れる、しまりあり。

1よ りも責褐色砂質上が多く合まれる。

3
暗褐色上に少量の炭化物と多量の黄褐色砂質

上がブロック状に含まれる、しまりなし。

4
暗褐色上に責褐色砂質上がブロック状に合ま

れる、しまりあり。

5 暗褐色土と灰色灰の混層。

責臼色砂 質 上 。

7 灰 層 。

黄褐色砂質上 (地山)。

Pit Nα 形 状 長径×短径m 深 さに画 備  考
1 方 28 × 24

方 25× 20

方 35× 27

方 24 × 24

5 方 27 × 24

方 36 × 32

7 方 35× 18 4

8 方 49× 86

方 34 × 32

方 30× 25

11 方 26× 21

方 12× 12 7

13 方 31× 27

14 万 34× 32

(C)出 土 陶磁 器
PL.Nlx Fig.Nα 遺物 No 出上層 器  種 器  形 釉調・ 色調 胎  土 文  様 特  徴 備 考

42-1 P フク上 染 付 皿 白 色 灰白色
外

内

柳 隷

圏線

42-2 P1586 フク上 染 付 皿 青  白  色 灰白色
外

内

唐草文

圏線

42-3 P1584 フク上 染 付 皿 育  白  色 由 色
外

内

圏線

圏繰

42--4 P 1499 フク十 航 灰 白御
`

肉 圏 綿
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42--5 P1365 フク上 染 付 皿 青  白 色 白 色
外
'玉
取獅子文

内 ,圏線

42--6 P 359 フク上 染 付 皿 白 色 灰白色

42--7 55--8 P1604 フク土 染  付 皿 青 白 色 黄白色
線

線

圏

圏

外

内
見込み蛇の目

42--8 P フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色 蓮  弁  文
42--9 P 364 フク上 青  磁 碗 緑  青  色 灰 色

灰白色

?

42--10 P 569 フク土 青  磁 皿 暗  緑  色
42-11 P フク上 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色
42--12 P フク上 膏  磁 鉢 暗  緑  色 灰白色 ス タ ンプ文
42--13 P フク土 白 磁 皿 白 色 白  色
42--14 P フク土 白  磁 阻 青  白  色 灰 白 fE
42--15 P 585 フク上 白 磁 lll 青  白  色 白 色
42--16 P フク土 志  野 皿 灰  白  色 黄白色
42--17 P フク上 鰤 皿 緑  灰  色 暗灰色
42--18 P フク上 青 磁 青  灰  色 橙  色
42--19 P 571 フク土 瀬戸恥 緑 色 灰白色
42--20 P 595 フク土 鰤 皿 暗  緑  色 灰白色
42--21 P アク上 鰤 皿 緑 色 灰 白角

42■と22 P フク上 唐  注 皿 緑  灰  色 灰  色
42-23 P 361 フク土 唐  津 皿 緑 ～ 灰 色 橙  色
42--24 P フク土 封 設 榊 碗 茶  椙  俸, 黄白色

42--25 P 567 フク上 天  目 碗 暗  褐  色 灰白色
42-26 P フク上 天  目 碗 暗 褐 ～ 黒 行 暗 灰御 .

42--27 P フク上 越  前 甕 黄 褐 ～黒色 灰  色
42--28 P フク上 越  前 餐 緑 ～ 茶 褐 色 灰  色
42--29 P フク土 越  前 甕 茶  褐  色 灰  色
42--30 P 560 フク上 越  前 甕 緑 ～ 茶 褐 色 灰  色
42--31 57--12 P フク上 瀬  戸 暗緑～暗褐色 灰 白停1

42--32 P 566 フク十 鰯 解 構  鉄 渉   椿   待 . 淡 橙色

Ch.59 SX-121 注記表
(a)覆土層序

ユ
明暗褐色上に少量の炭化物と褐色砂質上が、

小ブロック状に混入、しまりあり。

暗 褐 色上 。

明暗褐色上に乳褐色焼土と白色灰 と微量の炭

化物混入。

明暗褐色上に黄白色粘土と少量の炭化物と微

量の白色灰が混入。

暗灰色上に責白色焼土と炭化物と灰色灰の混

層、微量の責褐色砂質上を合む、しまりあり。

暗褐 色上 に茶 褐色上 が 多畳 に 合 まれ る。

7
暗褐色上に微量の炭化物と黄褐色砂質上が混

入、しまりあり。

暗褐色上に白色灰を多量に合む。

灰色灰σ

暗褐色土と黄白色砂質上の混層、しまりなし。

11
黄白色砂質上に少量の暗褐色土混入、しまり

なし。
〃   、しまりなし。

黄褐色砂質上に微量の暗褐色上混入、しまり

なし。

4 明褐色砂質上、湿性あり (地山)

(b}柱 穴 計 測 表
Pit Ne 形 状 長径×短径enl 深  さtal 備  考
1 方 25× 24

2 方 42× 35

3 方 36× 33

4 方 28× 27
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(C)出 土漆器注記表

(d)出土陶磁器類注記表

PL.ドα Fi質 .Nα 遺物 Nα 出土層 製 品宏 形  状 色 調 木  地 文   様 trt‐  咎 備 考

43-も M22 フク上 漆  器 椀

。内面 朱
。外面 黒

0、 底に大上
す立 ス め

43-― d 卜123 フク土 漆  器 椀

。内面 朱
・ 外面 黒

鶴 文

43-― e W20 フク上 漆  器 椀

。内面 朱
・ 外面 黒 の文字あり

43-f �爵5 フク土 漆  器 椀

。内面 朱
.択 面  皇

○か○の文
立 承 ぬ

PL.No Fig.Nα 漬 物 Nα 出土層 器  種 器  形 釉調・ 色調 胎  十 支   様 特   徴 備 考

44-1 P1652 フク土 染 付 皿 青  白  色 白 色
外 ;牡丹唐草文

内 ,圏線

44--2 P1773 フク土 染  付 碗 青  緑  色 明黄褐色
外 i牡翔苦草文

内 ,圏線

44--3 P1777 フク土 染  付 皿 青  白 色 白  色
外 ,圏線

内 ;蚊寵文

44--4 55--10 P1790 フク土 染 付 皿 青  白 色 白 色
外 ;唐草文

内 ,圏線

44--5 P1493 フク土 染  付 碗 青  緑  色 り鼓 艇 内 ,圏線

44--6 P1623 フク土 染 付 碗 青  緑  色 明責穏∈
外 :圏線

内 ;圏線

44--7 P1653 フク土 染  付 llll 青  白  色 白 色 外 ,圏線

襲 -8 55--11 P1645 フク上 染 付 皿 青  白 色 白 色
外 ,炒脚 鞍
内 ;圏線

44--9 55--12 P1494 フク上 染 付 皿 青  白  色 白 色
外 i柳 紳
内 i圏線

44--10 P1681 フク土 染 付 碗 青  白 色 白 色
44--11 P1606 フク土 染 付 碗 青  白  色 白 色
44--12 P1644 フク土 膏  磁 碗 青 灰  色 灰白色
44-13 P1659 フク土 青  磁 碗 青  緑  色 灰白色 蓮  弁  文

44-14 P1774 フク上 青  磁 碗 青  緑  色 灰白色 外
;蓮弁文

内 ,劃線

44--15 P 625 フク土 青 磁 碗 青  緑  色 灰白色
44--16 P 602 フク上 白 磁 皿 灰  白  色 灰白色
44--17 P 597 フク土 白 磁 皿 白 色 白  色

44--18 P フク上 白  磁 皿 臼 色 灰白色

44--19 P 637 フク上 鶏 顎 和 皿 緑  灰  色 黄白色
44--20 P 785 フク上 鰤 皿 緑  灰  色 黄白色
44--21 P フク土 翻 和 皿 緑  灰  色 黄白色
44--22 P 782 フク上 封 教 釉 llll 緑  灰  色 責白色
44--23 P フク土 封 銀 和 皿 緑  灰  色 黄白色
44--24 P フク上 封 銀 釉 皿 緑  灰  色 黄白色
44--25 P 673 フク土 翔 檄 皿 緑  灰  色 黄白色
44--26 P 676 フク上 韻 戻釉 皿 緑  灰  色 黄白色
44--27 P フク土 鐸奴釉 皿 緑  灰  色 黄白色
44--28 P 655 フク上 経頻釉 皿 緑  灰  色 黄白色

44-29 P1670 フク上 羅頻 釉 皿 緑  灰  色 黄白色
44--30 P フク土 響 駅 和 皿 緑  灰  色 黄白色
44--31 P フク上 攀 戻袖 皿 緑  灰  色 責白色
44--32 P フク土 鰤 皿 緑  灰  色 黄白色
44--33 56--2 P フク土 鰤 皿 緑  灰  色 責白色
44--34 P フク上 羽  口 責橙引 こぶい橙 暗灰色

44-35 58-12 P 594 フク土 瓦  器 手惜り 橙 色 橙  色 鶴 文

44--36 P 775 フク上 瓦  器 手焙り 黒・ 黄 橙 色 橙  色 亀  甲  文 研磨
44-37 58--11 P フク上 瓦  器 手培り 橙 色 灰  色 印  花  文 算木状の帯文

44--38 P 607 フク上 瓦  器 手焙り 黒 色 囀 色 黒色研磨

44--39 P 650 フク上 曇麿匪雑 llll 緑  灰  色 責 灰 色
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44--40 フク土 天  目 碗 黒 色 灰  色
44--41 フク土 越  前 甕 緑～ 暗 褐色 灰  色
44--42 フク土 越  前 餐 緑～ 茶 褐 色 灰  色
44--43 フク上 越  前 甕 暗 緑 ～黒 色 灰  色
44--4И フク土 越  前 饗 緑 ～ 暗 褐 色 灰  色
44--45 フク土 越  前 甕 緑～ 暗 褐 色 灰  色
44--46 フク土 越  前 甕 灰 色 暗灰 色 二次 樺 甫

44--47 フク土 越  前 饗 黄橙・ 灰 色 灰～暗灰色 二次焼成
44-48 56-18 596 フク土 泰明臨器 甕 緑～ 黄 橙 色 灰  色 二次焼成

44--49 56--20 P フク土 対  蝸

Ch.60 SX-122  注記表
(a)覆土層序
l 暗褐色上、しまりあり。

2 暗褐色上 、 しま りな し。

3
暗褐色上に4ヽ ブロック状の黄掲色砂質土と若

干の炭化物を合む。

4 3に小ブロック状の乳黄色粘土と砂質上を含む。

5 暗褐色上に若干の炭化物と砂質上を合む。

6 黄褐色砂質土。

7 暗褐色土と乳責色粘上の混層。

8 3に若子の乳責色粘上を含む。

9
3に小ブロック状の乳責色粘土と少量の炭化

物を合む。

10

11

暗褐色土と責褐色砂質上の混層、若子の礫を

合む。

白色と黒色の灰層。

暗褐色上に少量の白色パ ミスを合む。

黒色上、しまりあり。

14 焼 上 。

暗褐色上に黄褐色砂質上を粒子状に合む、炭

化物が多い。

黄掲色砂質上に暗褐色土を合む。

17 暗褐色土と白色パミスの混層。

暗褐色上に少量の責褐色砂質土と黒色上を合

む。

暗褐色土と黄掲色砂質上の混層。

暗褐色上に微量の黄褐色砂質土と炭化物、礫

を合む。

白色パ ミス。

暗褐色上に部分的に白色パミスが合まれてし

る。

(b)出土陶磁器類注記表
PL.Nα Fig No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文  様 特  徴 備 考

45--1 P 935 フク土 青 磁 碗 言  緑  色 灰 白色
45-2 P フク土 青  磁 碗 緑 色 橙  色
45--3 P 892 フク土 青  磁 碗 緑  灰  色 灰 白色
45--4 P フク土 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色
45--5 P フク土 青 磁 碗 暗  緑  色 灰白色
45--6 P フク土 翻 和 皿 黄 灰 ～緑 色 黄白色

45--7 P フク土 白 磁 皿 青  白 色 白 色
45--8 P フク上 瓦  器 手焙り 黒 ・ 種 色 灰  色
45--9 P フク上 須恵器

45--10 P フク土 鰤 船 悟  鉢 暗  灰  色 灰  色
45--11 P フク土 溶解 物

Ch.61 SX-123 注記表

1 明暗褐色上。

2
明暗褐色土と責褐色砂質上の混層に小ブロッ

ク状に責褐色粘土混入。

3
暗褐色上と少量の責褐色砂質上の混層に少量

の炭化物、黄褐色粘上混入。

4 3よ り黄褐色砂質土が多い、しまりなし。

5 多量の褐色砂質土と少量の暗褐色上の混層。

6
暗褐色上と少量の灰色灰と黄褐色砂質上の混

層に少量の白色パミスが混入。

7
暗褐色上と少量の責褐色砂質上の混層に多量

の黒灰を合む。

8 暗褐色上の中に多量の白色パ ミス合む。

9
暗褐色上に多量の乳白色砂質土と若干の白色
パミス混入。

黒褐色上に少量の黄褐色砂質上、炭化物、黒

色灰の混層。

11
暗褐色土と褐色砂質上の混層に若子の炭化物

を含む。

多量の暗責色粘上に暗褐色土と若子の責褐色

砂質上の混入。

13 黄白色砂質上。

12に若子の炭化物合む。

15 黄褐色砂質土 (地山 )
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b)出土い」磁をき 記
PL.No Fiビ.No 遺物 No 出土層 器  種 η子 ブ杉 釉Jrl・ 色調 胎  土 文   様 特   徴 備 考

45--12 P2078 フク上 白 磁 Шl 灰・ 灰 白色 灰白色

45--13 P2071 フク土 染  付 青  白 色 灰白色
外 ,牡月指瞬夢

内 i圏線

4 P2088 フク土 染  付 青  白 色 白 色 内 ;?
45-― 5 P2073 フク土 青  磁 暗  緑  色 灰白色

45 6 P2072 フク土 言  磁 碗 緑 色 灰白色 外 ;劃線来

7 P2074 フク土 帥 蹴 悟  鉢 橙 ～ 灰 色 怪～灰色

Ch.62 SX-124  注 言己表

出土 器在 記 表

PL No Fig No ,遺 1勿 Nll 出土層 器  種 器  形 釉 調・ 色 調 胎  上 文   様 特   徴 備 考

45--18 P フク上 染 付 皿 青  白 色 灰白色 ?

45--19 P フク上 鋤 電釉 皿 淡  貢  色 灰 白色

45-20 P フク上 翅勘 (釉 皿 緑 ～ 緑 灰 色 灰  色

45--2] 56-10 P フク土 封 顎 釉 皿 緑 色 灰  色

45--22 P フク土 ラ不くり可 1甲覧残ヨ尋 暗 緑 ・ 黒 色 灰  色

45--23 56-12 P フク上 唐  津 皿 暗  緑  色 橙～灰色 見込みにトチ痕

Ch 63 SX-125  注記表
注出 磁 器 記 表

PL.No Fig.No 潰 惨 No 出土層 器  種 器  形 綸言日・ 得 言円 胎  土 文   様 特   徴 備 考

46--1 P1485 フク上 青  磁 碗 緑 色 灰白色 蓮  弁  文
46--2 P2504 フク上 青  磁 碗 暗  緑  色 灰白色 ?

46--3 56--5 P1486 フク土 難 叡 釉 皿 淡  責  律, 灰 白待

46--4 P1487 フク土 越  前 甕 茶  褐  色 灰  色

Ch.64 SX-129  注記表

1 焼土。

2 暗褐色上に焼土を少量含む。

3 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、しまりあり。

4
暗褐色上に黄褐色砂質上を少量合む、しまり

あり。

5 暗褐色上。

6 暗褐色上に黄褐色砂質土を若千合む。

7
3よ り黄褐色砂質土が少なく、炭化物が若干

含まれる。

8
暗褐色上、焼上、黒灰、白灰の混層、しまり

強。

9 暗褐色上、しまりなし。

暗褐色土と責褐色砂質上の混層、しまり強。

11 暗褐色上に炭化物若干あり。

黒灰に多量の炭化米を合む。

暗褐色上に微量の黄白色砂質上を合む、しま

りあり、湿性あり。

4 黒灰。

5 黄白色砂質土。

6 暗褐色土、粘性あり、しまりあり。

7 黄白色砂質上に黒灰を少量合む。

8 暗褐色上で粘性強、黒灰と白灰少量含む。

9 黄褐色砂質土 (地山)。

責白色砂質上、しまり強。

(D〕

Pit No 形 状 長径×短径に� 深 さにm) 備  考

1 方 30× 31

2 方 27× 27

(C) 出土 器

PL.Nll Fig Nll 這 物 No 出土層 器  種 器  形 粕調・ 仲.調 胎  土 文   様 特   徴 備 考

47-1 P2027 フク上 染  付 皿 青  白  色 白  色
外 ,圏線

内 i圏線

47--2 P2017 フク土 染  付 皿 灰  白  色 灰白色
外 i圏線

内 ;圏線

47--3 P2010 フ ク土 染  付 皿 青  白  色 白 色
外 i圏線

内 :圏線

47--4 P2090 フク土 染 付 皿 青  白 色 灰白色 玉 取 獅 子文
47--5 P2050 フク土 染  付 皿 緑 青・灰 色 坂 白色

47--6 P2032 フク土 青  磁 皿 明 青 灰 色 暗灰色 二次焼成

47--7 P2035 フク土 青  磁 皿 明 青 灰 色 灰  色 畳」 花  文
47--8 P2015 フク土 青  磁 Il 明 青 灰 色 暗灰色 流  水  文
47--9 P2099 フ ク土 青  磁 皿 緑  青  色 坂  色 豊1 花  文
47--10 P2097 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 豊1 花  文
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P2022 フク上 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色 占〕 花  文
47-― P2020 フク上 青  磁 皿 暗  緑  色 暗灰 色
3 P2037 フク土 青  磁 皿 暗 緑 ～灰 色 暗灰色

47-― P2038 フク上 青  磁 皿 青  緑  色 灰  色
47-― 5 P2034 フク上 青  磁 皿 明 青 灰 色 灰  色
6 P2026 フク土 青  磁 皿 明 青 灰 色 灰  色

47-― P2044 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰  色
47-― 8 P2012 フク土 青  磁 皿 青  緑  色 暗灰色
47-― 9 P2033 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 暗 灰色
47--20 P2091 フク上 膏  磁 皿 緑  青  色 灰  色
47--21 P2093 フク上 青  磁 皿 緑 色 灰  色 劃 線 文 ?
47--22 P2094 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 暗灰 色
47--23 P2100 フク上 青  磁 皿 明 青 灰 色 暗灰色

47--24 P2089 フク土 青  磁 皿 明 青 灰 色 暗灰色

47--25 P2096 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 暗灰色
47--26 P2098 礎 青  磁 碗 緑  青  色 暗灰色
47--27 P2049 フク土 青  磁 碗 緑  青  色 灰  色
47--23 P2043 フク土 青  磁 碗 明 青 灰 色 灰  色
47--29 P2047 フク土 青  磁 碗 青  灰  色 暗 灰色 見込内無釉

47--30 P2030 フク土 青  磁 碗 青  緑  色 灰  色 印  花  文
47--3」 P2019 フク土 青  磁 皿 緑  青  色 灰白色 蓮  弁  文
47--32 55--13 P2018 フク上 青  磁 皿 青  緑  色 灰 白色 蓮  弁  文
47--33 P2024 フク上 麹 雅 皿 黄  緑  色 灰白色
47--34 P2023 フク土 美嬰影く目 碗 黒 ～ 茶 色 責白色

47--35 P2095 フク土 越  前 甕 暗緑～暗褐色 灰  色
47--36 P2021 フク土 越  前 甕 青灰・暗褐色 灰  色
47-37 P2016 フク土 越  前 甕 青緑・ 暗 褐色 灰  色
47--38 P2014 フク土 越  前 甕 青緑～暗褐色 灰  色
47--39 P2048 フク土 利 弓鰯 甕 灰 色 暗灰色 二 次焼 成

47--40 P2011 フク土 齢 蹴 悟  鉢 灰～橙～黒色 灰～橙色 越前系

47-41 P2025 フク土 鰤 鰯 悟  鉢 黄  橙  色 責橙色 越前系

47--42 P2013 フク土 鰤 鰐 信  鉢 黄  橙  色 灰～黄橙雀 越前系

47--43 P2092 フク土 鰤 略 糖 鉢 暗 灰 ～橙 色 暗灰～橙色
47--44 P2137 フク土 IH 蝸
47--45 P2029 フク上 溶解物
47--46 P2008 フク土 瓦  器 火  鉢 黒 色 灰  色 黒色研磨

47--47 58-13 P2007 フク上 瓦  器 手焙り 橙 色 黄橙～橙荏 隆帯文

Ch.65 SX-132  注言ヨ表
出土須恵器注器表

PL.No Fig,No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  上 文  様 特  徴 備 考

48-1 62--11 P1925 床 面 須恵器 不
箆書き くい )

火ダスキ

48-2 62--6 P2157 床  面 須恵器 孫
箆書き (汗)。

火ダスキ

Ch.66 SX-134 注記表
層

l

暗褐色上にブロック状の黄褐色砂質土混り、

微量の炭化物も含む。

2
暗褐色土に多量の黒色灰とブロック状の黄褐

色砂質土と微量の炭化物混入。

3 暗褐色土。

4 暗褐色上に責褐色砂質土と炭化物の混層。

5 黄褐色砂質上に少量の暗褐色上混入。

6 黄褐色砂質土 (地山)

Ch.67 SX-135 注記表
(a)覆土層序

1
暗褐色上に少量の黄褐色砂質土と若子の黒色

土と炭化物合む。

2
暗褐色上に多量の黒色土と少量の灰色灰が合

まれる。

3 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

4 焼土。

5
黄福色砂質土に少量の暗褐色土混入、しまり

あり。

6
暗褐色土と黒色土に少量の黄褐色砂質土混入、

しまりあり。

7 黄褐色砂質土 (地山)
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(b)出上白磁注記表
PL No Fig.No 遺物 Nα 出土層 器  種 器  形 釉調・色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

48-3 54-12 P2041 フク土 白 磁 小  邪 白 色 白  色

Ch.68 SX-186 注言E表
覆土層序

Ch.71 遣構外出上陶磁器注記表

器 上 区 覧

1 暗褐色土に黄褐色砂質土と炭化物を若干合む

2 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層 c

3 黄褐色砂質上 (地山)。

Ch.69 SX-142 注記表
出 天 目

PL No FiFf・ No 遺物 No 出土層 器  種 器  形 釉調 。色調 胎  土 文 様 特 徴 備 考

50-1 57--1 P2228 フク土 天  目 碗 黒 色 黄白色

Ch.70 SA-05  注言己表

柱穴計測

Pit No 形 状 長径×短径俺ロ 深  さ(cコ 備  考

ユ 方 12

2 円 23× 20

円 20 × 20

円 26 × 23

5 不 38× 32

方 38× 35

7 円 25× 22

PL,No Fiビ Nlx 遺物 No 出土区 出上 層 器  種 器  形 粕調・ 色調 胎  土 文 様 特 徴 備  考

53--1 54-1 P l162 1 43 I 白 磁 阻 灰 白 色 灰白色 櫛 目 文

53--2 53--15 P1204 H 44 I 青  磁 阻 緑 色 橙～灰自雀 便 ヒ蓬弁 文

53--3 54-20 P2192 F49
Pit

フク上
染 付 碗 青 白 色 灰白色

外 ,ア ラベスク

内,?

53-4 55--13 P1978 H42
Pit

フク上
染  付 皿 青 白 色 黄白色

外;牡丹帥

内;獅子文

53--5 56--7 P 891 C52 瀬  戸 卸  皿 暗 責 緑 色 黄灰～灰色 糸切り底

53--6 56--6 P  23 K51 I 志  野 皿 灰 白 色 黄白色

Ch.72 出上 区一 覧 表

FiFr,Nll PL.No 遺 物 血 出土区 出土遺構 出土層

53--1 26--7 P1944 H42 ST 184 フク土
53--2 P2242 E 49 SD フク土

53-3 35--6 P1575 F50 SE 68 フク土

53--4
33-2 P 586 K51 SE 61 フク土
33--3 P 585 K51 SE 61 フク土

53--5 22-2 P 997 D52 ST フク上

53-6 17-1 P1682 H43 ST 173 フク土
53--7 33-4 P 589 K51 SE 61 フク土

53--8
19-6 P1454 H46 ST フク土

19-7 P1609 H45 ST 礎

53--9 7-1 P 247 J 50 ST フク上

53-10 19-3 P1349 H46 ST フク土

53-‐ P2244 E49 SD 61 フク上
39-4 P 309 」 48 SX 96 フク上
3 47-32 P2018 H43 SX 129 フク上

53-― 26--8 P1946 H42 ST 184 フク十
5 53--2 P1204 H44 I

53-16 4-7 P 203 J51 ST フク上

53--17 P1942 H44 SE 66 フク土
53--18 33--6 P K51 SE フク土

53-19 26--6 P195雪 1 42 ST 純

54-1 53--1 P 1 43 I

54-2 35--2 P F50 SE 68 フク上
54-3 35-1 P 580 F50 SE 68 フク土
54-4 35--3 P 526 F50 SE 68 フク土
54--5 P2103 H43 ST 187 フク上
54-6 17-15 P1664 ■ 43 ST 173 フク土
54-7 31-5 P 305 K51 SE 60 フク上
54--8 23--1 P1844 1 45 ST 180 フク上

54--9 39-17 P 64ユ SX 97 フク上
54-10 P2238 E49 SD 61 フク土
54- P2344 E49 SD フク上

54-― 48--3 P2041 H45 S X 135 フク土
54-― 4-■ 6 P  69 J51 ST フク士

40--2 P2206 G50 S X 109 フク上
54-― 35--11 P1818 F 50 SE 68 フク土
54 6 6-10 P 226 K51 ST フク土

54- 7 P2241 E 49 SD フク土

17-2 P1634 H 43 ST 床  面
54-― 9 7-4 P 289 K50 ST 156 フク土
54-20 53-3 P2192 F 49 Pit フク土

55--1 4-13 P 204 ST 153 フク土

55--2 31-7 P 320 K5J SE 60 フク十
55--3 33--12 P 590 K5J SE フク土
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55--4 P1583 H46 SX 127 フク土
55--5 6-12 P 283 K51 ST 155 フク上
55--6 37--4 P 188 K51 SX 93 フク土
55--7 33--9 P 637 K51 SE 61 フク土
55--8 42--7 P H43 フク土

55--9 P 868 H44 SE  66 フク土
55-10 44-4 P H43 フク土

55--11 44--8 P H43 フク土

55--12 44--9 P H43 フク土

55--13 53--4 P H42 SB 23Pit フク土
55--14 33--1 P K51 SE 61 フク土
56--1 20--6 P H 45 ST 176 フク土
56--2 44--33 P H43 SX フク土

56--3 35--18 P F 50 SE 68 フク土
56--4 35-14 P 577 F 50 SE 68 フク土
56--5 46--3 P H46 SX フク土

56-6 53--6 P  23 K51 I

56--7 53--5 P 891 C52 ]

56--8 4 -1〕 P 256 ST フク土

56-‐ 9 6--23 P 199 K51 ST フク上

56-10 45--21 P1538 E 49 フク土

56--11 6--24 P 223 K51 ST フク土

56--12 45--23 P1541 E 49 フク土

56--13 35--30 P1801 F 50 SE 68 フク土
56--14 37--8 P 222 K51 SX 93 フク土
56--15 P F 49 SD 61 フク土
56--16 P H44 SE 66 フク土
56--17 34-14 P 1 44 SE 67 フク上
56-18 44-48 P H43 SX フク上

56--19 3卜 11 P 229 K51 SE 60 フク土
56-20 44-49 P1654 H43 SX フク土

56--21 8--30 P 207 J 49 ST 157 フク土
57--1 50--1 P 228 F 49 フク土

57‐-2 34-J P 【 44 SE 67 フク土
57--3 34-12 P [ 44 SE 67 フク土
57--4 17--22 P H43 ST 173 フク上
57--5 6-4 P 225 K51 ST フク土

57--6 P2343 E49 SD フク土

57--7 8-9 P 202 K51 ST 157 フク土

57--8

8-24 P 132 J 48 ST フク土

8-4 P 201 J 48 ST フク上

8-6 P 253 」 48 ST フク上

8-2 P 208 」 48 ST フク土

8-3 P 254 J48 ST フク上

8-5 P 294 J 48 ST フク土

57--9 17--23 P1492 置 43 ST フク土

57--10 35--22 P1527 F 50 SE 68 フク土
57--11 6-7 P 287 K51 ST フク土

57--12 42--31 P1570 H43 SX フク上

58--1 35--36 P2433 F 50 SX フク土

58--2 17--33 H43 ST フク上

58--3 7-24 H43 ST フク上

58-4 17--29 H43 ST フク土

58--5 12-5 D50 ST フク土

58-6 P2227 F 49 SD 61 フク土
58--7 21-5 P1483 E50 ST フク土

58--8 P1433 H44 SE 66 フク上
58--9 P1608 [ 44 SE 6 フ ク上

58--10 33--13 P 584 K51 SE 6 フク土

58--1」 44-37 P1601 H43 SX 2 フク土

58--12
44--35 P1594 H43 2 フク土

17--30 P1807 H43 ST フ ク上

58--13 47-47 P2007 H43 SX フク上

62--1 86--1 P 638 フク土

62--6
36--2

60--8
P 」 51 SX フク土

62--3 40--1 P2453 G50 フク土

62--4 39-18 P 861 J50 SX 97 フク上
62--5 P 998 D51 ST フク土

62--6
48-2
60--7
P2157 H42 床  面

62--7 P2351 D51 ST フク土

62--8 P2388 E50 SX フク十

62--9 P1852 H43 SX フク上

62-10 P1851 H43 SX フク土

62--11
48-1
60--6
P1925 H42 SX 132 床  面

62--12 P2389 E50 SX 150 フ ク十

Ch,73 鉄製品注記表
PL.Nll Fig.No 遺物 No 名 称 出上 区 出上遣構 出土 層 計測値 (長 さ×幅×厚さ)cm 特  徴 備 考

54-1 59--1 F l138 不明鉄製品 H 42 ST 192 フク上 2610× 394× 100
54-2 59-2 F 刀 L  51 SX 94 フク土 2597× 333× 036
54-3 59--3 F 755

| 柄 I S X 120 フク土 19 68 × 1 48 × 0 40

54--4 59--4 F 567 柄 H 43 S X 120 フク土 18 37 X 1 62 × 0 69
54--5 59--5 F 366 E  49 I 5 65 × 5 42 X 0 44

54--6 F 921 不明鉄製品 H 42 5 63 × 4173 × 0 32

54-7 59-lJ F 164 ′|、 L  51 SX 94 フク土 649/212X036
54--8 59--lC F l134 4ヽ G 49 SX 98 フク上 610X197× 032
54-9 59-9 F 441 4ヽ F  50 S X lll フク上 6 58 × 1 82 × 0 26

54-10 59-3 F 163 4ヽ L  51 SX 94 フク上 6 49 × 2 12 × 0 36

54-11 59-15 F  67 打ヽ 48 S T 157 フク上 6 16 X 2 48 X 0 33 漆付若

54--12 59--14 4ヽ 592× 224X043 漆付着

54--13 59--13 F 130 S T 157 フク土 6 00 × 2 24 × 0 46 漆付着

54--14 59-12 F 466 イヽ E  50 Ⅲ 505× 223X029 漆付着

54--15 59--7 F 332 鉄 D  52 Ⅱ 下 904X166× 154
54--16 59--6 F 743 鉄 F  50 SE 68 フク上 652× 125X125
54--17 59--23 774 鋏 H 43 フク上 1253× 292X077
54--18 59-22 F  87 鋏 K  51 S T 155 フク上 8 93 × 2 78 × 0 70
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54-19 F 673 製 E 50 ST J65 フク上 998× 242X100
54-20 59--2J F1093 角 釘 F 45 P it フク土 6 59 × 29 × 0 34

59--20 F 277 角 釘 K 51 SE 6 フク上 781× 38× 083
54--22 59--19 F 699 角 釘 E 50 ST フク土 750X 30 × 1 23
b4-― Z3 59--18 F 399 角 釘 E 50 ST161 フク土 8 05 × 20 × 1 03
54--24 59--17 Ⅲ  923 角 釘 H 42 8 42 × 1 66 × 0 93
54--25 59--16 F271 角 釘 K 51 SX 93 フク土 8 42 ズ 1 41 × 0 98

F 126 角 釘 J  49 SX 157 フク土 382× 103× 072
54--27 F 477 角 釘 H  46 I 393× 122× 067

F 915 角 釘 H 42 4 24 × 1 00 X 0 73
F975 角 釘 H 42 ST フク土 620X144× 103

54--30 F 816 角 釘 H 43 SX フク土 6 19 × 1 37 × 0 72
lt｀ 1103 角 釘 E 5ユ P フク土 6 89 × 1 42 × 0 90

54--32 F l123 不明鉄製品 G 50 X 07 フク土 890× 073× 071 胴部空洞
Ⅲ 1030 不明鉄製品 H 43 SX フク上 6 08 X 1 42 X 0 82 木質物付着

54--34 F50A 不明鉄製品 K 51 ST フク上 567X133X078 木質物付着
54--35 F52 鉄 鏃 J 51 ST フク上 8 82 × 0 52 × 0 51 木部付着
54--36 F 793 角 釘 H 43 SX フク上 5 13 X 0 66 × 0 59 木付 着

54--37 F 833 角 釘 H 43 SX フク上 50 × 132× 073 木付着
b4-― もも 角 釘 C 50 ST フク上 3 77 × 1 06 × 0 92
55-1 F 685 不明鉄製品 H  46 SX フク土 13 20 × 4 96 X 0 50 多数の穿孔

F  81 鎌 K 51 ST フク上 1303X532× 026
55--3 鉄 鍋 J   48 SX 95 フク土 9 15 × 9 04 X 0 57 勺耳部

55--4 F 980 鉄 鍋 〔 S T134 フク土 0 36 × 9 20 × 0 48 ]縁部
55--5 59--24 F llo8 鉄 皿 E 49 SD 61 フク土 11 36 × 9 88 × 0 66
55--6 F 593 鉄 鍋 I 44 SE 67 フク土 10 52 X 6 20 × 0 59 m部
55--7 F 198 鉄 鍋 J 48 フク上 9 68 × 6 98 X 0 50 却部

55--8 F 388 欽 F 50 SX lll フク上 13 94 × 1 30 × 0 70
55--9 不明鉄製品 F 50 SXlll フク土 9 80 × 1 44 × 0 37
55-― 0 F 883 火 打 金 F 50 SE 68 フク土 7 39 × 2 58 × 0 81
55-― 火 打 金 J  49 Ⅳ  上 6 47 × 2 55 × 0 28
55-― 2 F 火 打 金 H  44 9 94 × 3 77 × 0 37
55-― 3

「
 749 芋 引 金 H  43 SX120 フク土 836× 290× 033

55-― F  63 鉄 51 ST 153 フク上 18 66 × 0 80 X 0 70 本部付着
55-― 5 F 686 火 箸 H 46 SX 125 フク土 22 06 X 0 50 × 0 50 ねじれあり
55-― 6 F428B 火 箸 C 49 Ⅱ 2381× 054× 051 漆付着
55-― F423A 火 箸 C 49 皿 24 43 × 0 52 X 0 49 漆付着
55-― 8 F  48 火 箸 L 51 Ⅲ 上 2550× 102× 100 ね じれあり

Ch,74 銅製品注記表
PL.Nα Fi質。N6 潰物 No 名 称 出土区 出土遺構 出土層 計測イ直帳 さX“目×厚さ)cm(9) 特  徴 備 考

56-1 60-1 Fl1 21 カ  エ  シ E 50 S X104 フク土 2 29 × 2 77 X 0 38
56--2 F 960 鉄 砲 玉 1   44 SB25 Pit フク土 132× 128X128(114
56--3 Fllo6 鉄 砲 玉 E 49 SD 61 フク上 142X1 23× ]15( 63
56--4 F  69 鉄 砲 玉 」  51 T フク十 132x128× 104( 92)
56--5 F 943 4ヽ 柄 H  44 SE 66 フク土 4 00 × 36 × 0 60 欄立の沈藩議ヽ楽あ

'

56--6 F 851 イヽ 柄 H 43 ST173 フク上 8 73 × 34 X0 52
56--7 F  98 月ヽ 柄 K 51 ST155 フク上 11 39 × 19× 0 63
56--3 60--2 F1088 不 明銅製 品 H 45 SX フク土 4 60 × 37 X 0 19

56--9 60--3 F 170 目貫 金 具 L  5] sx 94 フク十 8 72 × 7 X 0 29
56-― 0 Fl158 銭型 銅製 品 C 50 ST 168 フク上 261× 261× 0 金 メ ツキ

56-一 60--4 F 798 恭 F  50 SE 68 フク士 3 77 × 0 84 × 0 34
56-― 2 F 182 銅製装飾品 K 50 ST 床  面 160× 079× 011
56-― 3 F 566 銅  細  棒 I フク上 4 04 × 0 20 × 0 20

56-― Fll15 銅  細  棒 G  42 ST フク十 1 93× 1 82 × 0 20

56--15 Flo73 銅  細  棒 H 43 SX フク上 162× 073× 018
56--16 F1034 不明鋼製品 H  44 SX フク土 2 75 × 0 40 × 0 23

56--17 F 15 銅 釘 L 51 ST フク土 365X052× 050
56--18 60--5 F 985 �

単 I Ⅲ 467× 249× 028(174)
56--19 Fl140 不明銅製品 F  50 SX104 フク上 1 55 × 1 46 × 1 43
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56--20 F 448 不明銅製品 F  50 ST 159 フク土 804× 1,38X031
56--21 F 482 不明銅 製 品 H 45 1 1069× 170X057
56--22 F 202 銅 津 J   43 ST 189 フク上 487× 140× 138
56--23 F 501 銅 lrf H 45 I 5 14 × 4 54 × 0 49

56--24 F1076 銅 淳 I フク上 501× 160× 034
56--25 F  42 銅 岸 J  48 SX  88 フク土 4 59 × 3 58 × 0 97
56--26 F 249 銅 淳 F  49 Ⅱ 下 516× 2.67X156
56--27 F 928 銅 淳 I 122 フク土 750× 181× 032
57--1 60--6 F 358 仏 像 象 眼 E  51 Ⅲ  上 422X146× 108 (224
57--2 F  34 不明銅製品 51 ST 124 フク上 1 82 × 1 12 X 0 09 金メッキ
57--3 60--7 F 155 八双 金 具 L  51 SX 94 フク土 327× 188× 009 金 メ ッキ
57--4 F 650 銅製 装飾 品 H 46 S T 175 フク土 1 31 × 0.23 X 0 08 金 メ ツキ

57-5 F 777 銅製装飾品 H 43 フク上 230× 122X007 金 メ ッキ

57--6 60--8 銅 製 高 台 H 44 Ⅱ 4 48 × 1 59 × 0 16
57--7 銅 針 F  50 111 フク上 231× 022× 018
57--8 F 944 不明銅製品 I ST 180 フク土 406× 338× 022
57--9 F384R.A 銅 鈴 E  49 Il  下 281× 285× 0 2
57--10 F 681 銅 鈴 E  49 ST 166 茶馬布言ト 1 46 × 1 44 X l 2
57--11 60--9 F 584 キ セ ル H 43 S X 120 フク土 604× 152X0 雁 首

57-‐ 12 60--10 F 361 キ セ ル D 51 Ⅲ  上 454X091X0 5 雁首

57--13 60--11 F l160 キ  セ  ル 北  館 表  採 3 64 X l 17× 0 3 吸 口

57--14 F 957 解 I ST フク土 656× 230X025
57--15 F 258 呑 炉 G 50 I 985× 088X025

Ch.75 石製品注記表

58-1 61-1 S  38 加工石製品 F 50 Ⅱ 下 9 55 × 8 17 × 1 50
も

た

58-2 61-2 S  37 加工石製品 F 50 Ⅱ 下 8 09 × 7 26 × 1 44
Ｈ

目

脚

腑

58--3 61-3 S  13 硯 K 51 ST フク土 74 × 5,03× 09
58--4 61-4 S l19 硯 H 43 SX フク土 4 46 × 3 42 X 0 76
58-5 S 158 硯 H 44 SE 66 フク土 365× 360× 102
58-6 61-5 S  19 侃 K 50 Pit フク土 958× 652X178
58--7 61-7 S  50 侃 F  51 Ⅲ 260X253 X O.76
58--8 61-8 S  36 硯 D  50 1 3 66 × 3 48 × 0 64
58--9 S 156 油 石 H42,43 SX 12] フク土 3 32 X 3 03 × 1 50

58--10 S 6 火 打 ち石 J 51 ST フク土 354× 345× 201
58-11 S  93 火 打 ち石 F  50 SE 68 フク土 509× 422× 216
58-12 S  34 火 打 ち 石 D  52 I 5 20 × 3 89 × 2 09

58-13 S 149 油 石 H 42 ST フク上 5 12 × 4. 26 × 3 57
58--14 61-9 S 150 砥 石 G 42 フク上 5 57 × 2. 96 × 2 05
58-15 61-8 S 136 砥 石 E 49 SD 61 フク土 9 60 × 6 12 × 4 66
58--16 6Ⅲ 12 S  57 砥 石 I Ⅲ 823× 390× 20
58--17 61--11 S  90 砥 石 H 45 もr176 フク土 10 21 × 8 41 X 4 65
58--18 61--10 S  31 砥 石 K 51 SX 81 フク上 890× 352× 287
58--19 61--13 S 127 砥 石 F  49 皿 1093× 380× 264
58--20 61--14 S  20 砥 石 J  48 SX  96 フク土 5 55 × 2 99 X 0 56

58--21 61 15 S  13電 石 E  50 フク土 2 68 × 1 83 × 0 64

58-22 61--16 S  30 石 鏃 K 51 SX 106 フク土 3 47 × 1 39 × 0 43
58-23 6ユーー17 S  43 石 斧 E  49 皿 9 81 × 4 39 × 2 28

59--1 S  27 石 臼 F  49 Ⅱ 下 28 95 × 1265 × 110
59--2 S  28 石 国 F  49 ■ 下 961× 1036×  953
59--3 S   35 る 臼 E  51 7 82 × 889× 1139
59--4 S  87 石 臼 F  50 SE 68 フク土 6 32 X 42×  862
59-5 S 133 石 臼 E  51 SB 12Pit フク上 2 50 × 097×  856
59--6 S l10 肩 臼 I 44 SE  66 フク十 5 10 × 54X 970
59--7 S 135 石 臼 F  49 Ⅲ 上 745× 095×  825
59--8 S  33 る 臼 K 5J SX81 Pit フク土 693× 86×  892
59-9 S   23 石 臼 F  50 I 5 28 × 502 X 1078
59-10 S   24 石 臼 F  49 Il 6 18 × 2 92 X l1 86

59-― S 102 石 臼 1  43 SX 122 フク十 9 36 × 625 ×  831
S  48 鉢石 C  49 Ⅲ 上 7 24 X1918×  670

- 170 -



Ch.76 古銭計測集計表

C一 Nll 名  称 出 上 区 遺 構
外 縁
タト作私mШ

外  縁

内径ね司

外 縁
Ⅲデさ(III

内 郭
外銀剛

内 郭
内徊mll

内 邦
厚さ(llu l

竜量

(Q}
備 考

1 C  」 無 文 銭 J511 2 34 066 0 15 1 97 0 58 0 07 31
C  2 J51 ST 153フ ク上 1 74 0 76 007 04

3 C  3 J51 ST 153フ ク上 0 70 0 10 04

4 C  4 洪武通宝 J50二 2 34 0 59 0 18 1 93 0 57 0 04 27 鐸銭

5 C  5 無 文 銭 J51 ST 153フ ク上 1 73 0 98 0 075 05

6 C  6 48ピ ッ ト内 フク土 1 90 0 70 0 07

7 C  7 熙寧元宝 J49Ⅲ 上 2 37 0 70 0 1 90 0 55 003 19
C  8 無 文 銭 ST 53フ ク上 1 77 1 04 0 06 03

9 C  9 ST 53フ ク上 1 82 0 82 0 09 05

C  10 開元通宝 ST 随 フク土 2 41 0 63 0 5 1 97 06 0 08 33

11 C  ll 判読不能 ST 24フ ク上 0 7 043 01 13

12 C  12 ST 24フ ク上 0 0 07 06

13 C 3 OOO宝 ST 24フ ク上 240 0 7 1 95 0 53 0 07

C 4 元① 通宝 K5 S X 98フ ク上 243 0 73 0 6 2 04 0 08 27

15 C 5 開元通宝 K5 S T 155フ ク上 2 38 0 64 0 3 2 02 0 62 05 20

C 治平元宝 J48・ 49 ST 157フ クユ 2 34 0 64 0 2 1 81 0 51 007 23
17 C 無 文 銭 ST 153フ ク上 1 62 0 97 0 08 03

C ST 153フ ク土 1 72 1 12 0 085 03

C  19 寛永通宝 J50SE66フ ク上 2 48 0 58 0 6 1 955 0 59 0 06 18
C 20 無 文 銭 K51E60フ ク土 1 55 0 0

C  21 元豊通 宝 K51 ST 155フ ク上 248 0 68 0 3 200 0 58 0 08 33
C  22 無 文 銭 K51 ST 155フ ク土 2 24 0 66 0 2 18

C  23 熙寧元宝 K50 ST 156フ ク上 2 34 0 60 0 2 1 86 0 50 0 04 23

C 24 無 文 銭 K5 S X 93フ ク土 1 70 0 93 0 8

C  25 K5 S T 155フ ク上 065 0 08 01

C  26 判読不能 K5 ST 155フ ク上 2 14 0 74 0 12 1 73 042 0 03 10
C  27 無 文 銭 K5 S T 155フ ク上 1 94 110 0 08 0

C  28 1 075 0 80 0 07 0

C  29 1 12 0 77 0 08 0

C  80 0 06 0

C  31 無 文 銭 K51 ST 155フ ク土 2 20 0 70 0 0 15

C  32 1 06 0 86 0 0 01

C  33 ○○○宝 K51ST 55フ ク土 2 09 0 76 0 2 14

C 34 無 文 銭 K51ST 55フ ク上 2 10 081 0 11

C  35 至和元宝 J50ST 56フ ク土 243 0 755 0 3 1 83 0 82 0 05 35
C 36 元祐通 宝 K51ST 55フ ク土 2 41 0 0 2 1 92 0 53 0 04 26

C  37 永楽通宝 J50SX89フ ク土 2 47 0 57 0 5 2 06 07 0 03

C 38 天権通宝 J50SX89フ ク土 2 55 0 62 0 3 2 06 0 62 005 29
C 39 淳化元宝 J51 ST 153フ ク土 2 46 0 74 0 2 0 48 0 03 19

C  40 元符通宝 」49 S D 54フ ク上 2 46 0 66 0 0 55 0 02

C  41 開元通宝 し51 S X 94フ ク土 2 43 061 3 0 55 003
C  42 天糟通宝 」50 S X 90フ ク上 2 53 0 68 0 2 0 595 0 05 26

C  43 判読不能 J50SX90フ ク土
C 44 L51SX 94フ ク上 2 48 0 67 0 15 1 94 0 57 0 05 23
C  45 L51 SX94フ ク土 0 11 0 55 0 03 02

C  46 無 文 銭 」50 S X 90フ ク土 1 92 075 0 08
C 47 元祐通宝 K51ピ ット内フク上 2 395 0 68 3 1 93 0 55 0 02 22

C 48 永楽通 宝 48 S X 96フ ク土 2 495 0 68 3 2 095 0 68 005
C  49 判歳不能 L51 ST 138フ ク土 243 0 72 4 1 90 0 52 005 26
C  50 元豊通 宝 J49Ⅲ 上 2 49 07 0 2 211 0 61 0 02 19

C  51 皇宋通宝 F501 2 38 0 67 0 3 1 91 0 50 0 02 28

C 52 無 文 銭 F491 2 30 0 61 0 2 20

C  53 OOttO F50Ⅱ 下 0 4 0 65 0 07

C 54 元豊通宝 K51SE61フ ク上 2 44 0 69 0 2 1 99 0 55 0 05

C 55 聖宋 元 宝 K51SE61フ ク土 2 32 0 61 0 2 1 93 0 57 0 05

C 56 景徳元宝 G50Ⅱ 下 2 36 0 63 0 1 1 99 0 63 005
C 57 無 文 銭 G501下 2 15 0 73 008 13
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C 58 無 文 銭 G50Ⅱ 1 82 0 78 0 09 04

C  59 至大通宝 F50Ⅲ 232 0 525 0 22 1 92 062 0 13 5 1
C 60 無 文 銭 K51SX 93フ ク土 1 48 1 02 0 06 01

C 6] J48ピット内フク土 2 28 0 62 0 21

C 62 軋元重宝 J51SX 31フ ク土 2 26 0 65 0 0 1 79 0 56 0 02 17 錦銭
C 63 ∩∩〒守 0 3 0 62 0 07

C  64 判読不能 」48 S X 96フ ク土 0 4

C  65 開元通宝 51 SX 81フ ク上 2 43 067 0 7 2 09 0 59 0 06 22

C  66 二 十 銭 D521 2 36 0 8

C  67 銭 E511 2 31 0 35

C  71 寛永 通 マ E50Ⅱ 2 34 053 0 2 1 84 058 005 21
C  72 洪武通宝 D52 ST 104フ ク土 2 29 0 54 0 6 1 85 0 58 0 06 23 鎌銭
C  73 景徳元宝 D49Ⅲ 248 0 4 2 04 0 68 0 05

71 C 74 十 銭 D491 043 0 0 09

C  75 判読不能 C50Ⅲ 2 29 0 54 0 2 0 06

C  76 ○○通宝 D51 ST 160フ ク土 0 1 0 05

C  77 無 文 銭 F50SX Hlフ ク土 0 07

C  78 永楽通宝 D50Ⅲ 2 58 0 58 0 19 211 073 0 07
C  79 無 文 銭 E52Ⅱ 下 1 92 069 0 08
C  80 洪武通宝 2 24 062 0 1 78 0 54 0 05 ¢景二途】孟

C  81 判読不能 2 25 0 64 3 18

C  82 無 文 銭 1 74 0 84 0 1

C  83 判読不能 232 0 64 1 1 92 0 56 0 05 21

C  84 無 文 銭 1 90 0 78 0 06 07

C  85 元祐通宝 2 45 0 63 013 1 92 0 64 0 05
C  86 洪武通宝 2 29 0 58 021 1 89 062 0 05 鋸銭

C  87 熙寧元宝 2 31 07 0 11 1 89 0 555 0 05 23

C  88 元祐通宝 2 28 0 69 0 16 1 86 049 006
C  89 熙 寧 元マ 2 32 0 65 0 14 1 82 0 52 0 05 32

C  90 無 文 銭 1 88 0 69 0 09 07

C  91 判読 不能 2 32 0 69 0 6

C  92 無 文 銭 2 18 0 81 0 2

C  93 成平元宝 243 0 64 0 3 1 75 0 47 0 05
C  94 無 文 銭 1 93 07 0 1 1

C  95 聖宋元宝 2 32 0 63 0 3 19 0 69 0 05 24
C  96 洪武通宝 22 0 57 0 4 1 82 0 52 0 03 26 鋸銭
C  97 熙 文 銭 1 72 0 78 0 07

C  98 1 88 0 69 0 08

C  99 治平元宝 2 46 0 66 0 5 1 995 0 61 003 32
C 199 元豊通宝 2 40 063 0 1 82 0495 005
C 101 成平元宝 2 43 062 0 3 1 87 0 03

C 102 元祐通宝
=43
0 68 0 5 1 98 054 0 06 37

C 103 開元通宝 0 69 0 2 2 08 0 59 0 13 30
C l餌 無 文 銭 1 94 0 73 0 07 07

C 105 1 46 0

C 106 判 読不 能 F50Ⅱ 下 0

C 107 元祐通宝 C51Ⅲ 2 48 0 0 58 005 15
C l饂 至和 元 宝 D51フ ク土 07 0 1 885 0 56 0 07

C 109 判歳不能 D51 ST 160フ ク土 2 395 0 595 0 22 0 07 18

C 0 E52ピ ット内フク上 2 66 0 095 0 06

C 1 寛○通宝 1451 2 32 0 62 0 12 1 88 0 56 0 05 16

C 2 無 文 銭 E50 ST 165フ ク上 0 06

0 C 4 1431 1 75 0 92 0 12

1 C 5 J431 0 07 01

2 27 H46Ⅲ 2 13 0 75 0 07 05

3 C 128 ○○○宝 H45Ⅲ 0 12 0 57 005
C 129 永楽通宝 145Ⅲ 2 54 0 55 0 16 211 072 0 06 32
C 1311 判言虚不 含身 2 17 0 64 0 11 12

C 131 0 18

7 C l鵠 H44Ⅲ 上 233 0 56 15
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8 C l% 判読不能 H46 ST 175フ ク土 0 12 01

9 C 136 無 文 銭 1 43 SX 120フ ク上 1 70 1 05 0 06

C 152 1 61 1 08 0 18

C 153 005 01

C 154 判読不能 0 11

C 155 無 文 銭 1 78 0 86 0 07

C l∞ 1 35 10 0 08 01

C 173 元豊通宝 144 S E 67フ ク土 2 41 0 68 0 16 0 84 0 07 29

C lM 半U豆毛Z卜台ヒ H44S E66フ ク土 2 23 0 63 0 125 17

C l箭 無 文 銭 H45 ST 176フ ク土 0 09 01

C 191 判読 不 能 D50 ST 163フ ク上 0 2 03

C 192 2 34 0 64 0 6 1 925 0 50 0 08 30

C l鶴 ○○通宝 243 0 0 43 0 04 11

C 194 判読 不能 2 09 063 0 2 1 75 0 455 14

C 195 無 文 銭 E50 ST 165フ ク上 1 83 0 72 0 08

C 196 判 読 不能 E50SE 65フ ク土 0 16 0 13

C 197 洪 武 通 常 E49 SX 124フ ク土 1 975 0 585 0 1 1 66 052 0 02 触

C 198 判読不能 E50 S X 165フ ク土 0 09 01

C 199 D50ST163床面直上 0 13 05

C 〕開 D50 ST 163フ ク上 2 05 0 695 0 07 09

C 201 E50 ST 165床 面 2 13 0 68 01 0 04 12

C 202 無 文 銭 H43 S X 120フ ク上 1 67 118 0 07 02

C 203 1 58 0 08 02

C ttM 判読不能 144 S E 67フ ク上 245 0 63 0 13 0 08 07

C 2∽ 2 47 0 75 0 21 0 07 11

C 206 D50SE65フ ク上 2 18 0 72 0 09 11

C 2117 0 4 02

C 208 淳祐元宝 144 S E 67フ ク土 2 36 0 69 0 4 1 98 0 55 0 07 21

C ДЮ ○○通○ E49 S T 166フ ク土 2 39 0 3 1 92 0 63 0 04 10

C 210 判読不能 F50S E68フ ク上 0 2 0 07 03

C 211 E50 ST 165フ ク土 244 0 71 0 3 0 56 0 06 15

C 212 ○○○宝 144SE67フ ク土 0 3 01

C 213 元豊通宝 F50S E68フ ク土 2 49 0 66 0 6 1 86 053 0 06 21
C 214 開 〒 i誦 守 E50 S X 126フ ク土 2 435 0 67 0 2 2 08 0 62 0 07 22

C 216 判読不能 H43 S X 120フ ク土 0 2 0 08

C 217 無 文 銭 0 98 0 72 0 08

C 218 1 52 10 0 085 01

C 219 [43 S X 120フ ク土 t 84 0 75 0 06

C 筋0 0 78 0 96 0 07

C 221 1 27 0 82 0 07

C 多穆 H43 S X 120フ ク土 1 74 0 77 0 08 05

C 223 1 43 S X 120フ ク土 1 75 0,885 0 05

C ZИ ○元○○ 0 11 0 06

C 225 無 文 銭 1 53 S X 120フ ク土 1 50 1 14 0 07

C 226 1 43 SX 120フ ク土 17 068 0 05
C ttη 1 87 0 74 0 08 05

C 228 1 54 0 04 01

C 2幻 2.43 0 08

C 2制 1 57 0 075 02

C 231 1 56 0 05 01

C 232 判読不能 144 S E 67フ ク上 2 41 0 15 0 53 009
C 233 無 文 銭 1 43 SX 120フ ク土 1 80 0 68 0 065

C 234 F50SE68フ ク土 1 90 0 63 0 08 05

C 2鍋 1 43 S X 120フ ク土 16 1 03 0 05 02

C 236 判読不能 0 13

C 2V 無 文 銭 H43 SX 120フ ク土 0 07

C 蟹遇 1 75 0 82 0 065

C 239 判読 不能 1 44 SE67フ ク上 0 26

C 240 無 文 銭 0 07

C 蟄1 洪武通宝 1 43 S X 120フ ク土 21〕 0 62 011 1 78 055 0 02 錦 銭
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C 蟄2 判読不能 H43 SX 121フ ク土 2 07 061 0 52 0 06
}56
※付着して出土

C %3 0 64 ※付着して出土

C 2744 2 21 0 62 0] 1 74 043 0 04 17
C ツ6 無 文 銭 H43 S X 120フ ク上 1 80 1 98 0 68 04

C 2/t6 天聖元宝 243 0 72 0 4 1 96 0 55 0 06

C 孵7 無 文 銭 1 43 S X 120フ ク土 2 185 0 72 0 2 1 ]

C 多烙 洪武通宝 H43ST171Cフ ク土 2 33 0 59 0 8 1 86 0 54 0 05 錦 銭

C 塾9 天聖元宝 H43 SX 121フ ク土 2 445 0 67 0 2 1 91 058 005 27
C 2511 景徳元宝 C50 ST 168フ ク土 248 0 62 0 4 1 72 0 54 0 05
C 251 大定通宝 H43 S X 121フ ク上 2 63 0 595 0 7 2 20 0 70 0 07
C 252 皇宋通宝 2 385 0 72 0 5 1 93 0 53 0 05

C 253 無 文 銭 F50SE68フ ク土 計測不可能

C ttИ H43 SX 121フ ク土 2 26 0 13 1 94 0 54 003 10
C %5 聖宋元宝 E52Ⅲ 下 2 34 0 66 01 1 84 0 52 005
C 256 元豊 通 宝 2 43 0 64 0 12 2 03 0 63 002
C 257 無 文 銭 2 12 0 68 0 095 13

C 258 祥符通宝 2 58 0 56 0 1 92 056 0 03 37
c a59 無 文 銭 2 20 0 73 0 09 17

C ДttЭ 祥符通宝 2 53 0 63 0 1 93 0 67 005
C 261 政 和通 宝 2 43 0 67 0 3 2 16 0 63 0 05

C 以ジ 無 文 銭 1 73 0 79 0 10

C 263 洪武 通 宝 2 14 0 57 0 2 1 75 0 52 0 06 鋸 銭

C 264 天槽通宝 2 38 0 64 0 1 86 0 55 0 06

C 蜜逓 洪武通宝 2 29 0 66 4 1 91 0 56 0 05 錦 銭

202 C 蜜滞 2 14 0 58 1 75 0 52 002 17
C 267 判読不能 2 23 0 63 0 08 003 lr 7

C 268 無 文 銭 1 94 0 70 0 06 07

C 269 1 89 070 0 08 10

206 C ttO 洪武通宝 2 21 0 58 0 4 0 555 0 05 23 錦 銭
C /1 祥 符 元 マ 2 34 0 64 0 3 4 0 52 005
C 272 洪武通宝 2 13 0 56 0 7 053 005 ¢悪綻曳

209 C 273 2 04 0 65 0 2 1 53 003 17
C 解4 無 文 銭 1 74 07 0 3 13

C "5 政和通宝 2 48 0 62 0 3 2 05 0 65 0 05

C 解6 無 文 銭 2 12 076 0 19

C 5T 洪武通宝 2 26 0 62 0 2 1 35 0 52 0 05 錦 銭

C 278 2 26 0 56 0 4 1 83 0 52 0 05

C 瀕9 無 文 銭 1 88 071 0 06
C 280 景徳元宝 2 39 0 59 0 4 1 895 062 007
C 281 治平元宝 2 34 0 62 0 3 1 88 0 54 005 32
C 282 洪武通宝 2 14 0 56 0 1 78 0495 005 錦 銭

C 233 祥符元宝 z 32 0 2 1 89 0 55 0 03 22

220 C ttИ 洪武通宝 2 26 . 0 58 0 1 88 0 56 007 鉛 銭

221 C 2a5 2 14 0 58 0 3 1 78 0 495 007 24
222 C 986 2 27 0 57 0 1 85 0 55 0 03 26

223 C 287 無 文 銭 2 18 0 695 0 085

C 288 1 87 0 74 0́ 08

C 289 ○宋元宝 H43 SX 121フ ク土 25 0 18 24

C 290 判読 不能 23 0 73 0 11 5

C 291 無 文 銭 2 16 0 76 0 09 2

228 C 292 判読不 能 2 26 0 74 0 12

C 293 至和元宝 E50ピ ット内フク上 2 37 0695 0 12 2 03 0 56 0 04 7

C 294 判読不能 1 995 062 046 09 歎 焼成あり
C 295 皇宋通宝 E50ピ ット内 フク上 248 0 74 0 14 1 88 0 58 008 32
C 296 無 文 銭 1 84 0 68 0 07

233 C 297 治平元宝 H43 S X121フ ク上 2 36 0 61 012 1 96 0 54 0 06
C 298 洪武通宝 014 0 53 0 05 2 郊 銭

235 C 299 無 文 銭 E50ピ ット内床面 0 16 007
236 c ml H43 S X 121フ ク上 1 86 0 69 0 09

C 301 1 43 SX 120フ ク土 1 62 1 14 0 07
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238 C 302 無 文 銭 H43SX 21フ ク上 1 94 07 0 07

239 C 駒3 143SX 26フ ク上 1 62 1 07 0 06
C ttИ 143SX 20フ ク土 1 64 1 11 0 07
C 帥5 H43SX 21フ ク土 2 24 0 70 0 18 0 09 17

C 釈お 1 74 0 78 007
C 致′ 2 08 0 54 0 09 12

C 308 洪武通宝 2 32 4 0 58 0 05 11 鋸 銭

C Ⅸη 無 文 銭
C 310 1 43 S X 120フ ク土 1 94 0 65 2 1 66 0 40 0 02

C 811 天聖元宝 H43ST 173フ ク土 2 37 0 68 2 1 97 0 56 0 06

C 312 判読不能 G50S E68フ ク土 242 0 725 0 5 1 93 0 55 0 03 19
C 313 F50S E68フ ク土 5 05

250 C 314 祥符元宝 H43Ⅲ 2 46 0 62 0 09 1 78 0 03 23

C 315 ○○通宝 2 36 07〕 0 1 92 0 06 21

252 C 316 鉄 銭 H43ピ ット内フク上 0 6 008 03
253 C 317 紹聖元宝 1 43 ST 170フ ク上 2 36 0 65 0 J 86 0 53 0 05

C 318 無 文 銭 1 43 ST 170フ ク上 1 74 1 10 0 0

255 C 319 半」読不能 2 30 0 58 0 1 1 92 0 53 0 06 15

256 C 320 無 文 銭 1 72 0 975 0 07 02

C 諺1 H43Ⅲ 上 2 23 061 0 12 1 90 0 07 19

C 322 元豊通宝 H45 ST 176フ ク土 2 44 0 70 0 17 2 00 0 58 0 04 23

C 323 1 46 ST 180フ ク上 2 35 0 64 0 12 1 89 0 47 0 05 22

C 3% 無 文 銭 F50 S X 128フ ク土 1 23 0 61 0 06
C 32b 0 55 0 77 0 06 02

262 C 326 1 885 0 67 0 07 06

263 C &ア 太平通宝 2 485 1 84 0 2 1 88 0 56 0 05 22

C 328 判読不能 2 25 0 62 0 3 10

265 C 3釣 ○○元○ 2 32 0 62 0 17

C 3al 元豊通宝 142ST 84フ ク土 2 41 0 64 0 1 80 05 0 07 31

267 C 331 判読不能 143SX 22フ ク土 0 7

C よ認 元祐通宝 H42ST 83フ ク上 240 0 68 0 1 88 0 535 0 05 30

269 C 333 判読 不能 2 38 0 68 0 12

C 3監 ○○○宝 0 3 005
C 335 熙〇〇宝 2 39 0 5 11

273 C 336 開元通宝 2 42 061 0 1 98 0 56 0 07 29

C ttη 洪武通宝 H42ST183床 面直■ 2 18 05 0 4 1 73 0 53 0 05 錘 銭

275 C 338 OOO宝 145ST 80床面 2 30 0755 0 0 1 98 045 0 05
C 339 判読不能 146ST 81フ ク土 22 07 0 3

277 C ,Ю 146ST 80フ ク上 2 34 074 0 2 008
C 341 天○○○ ■42ST 84フ ク土 2 54 0 65 0 8 1 95 0 52 008 29
C 342 無 文 銭 146ST 80フ ク土 2 32 0 57 0 5 1 80 0 53 0 03 30

280 C ttB 皇宋通宝 2 46 0 2 1 95 0 05

C 344 元祐通宝 H42ST 84フ ク土 2 41 0 62 0 1 77 0 55 0 05 25

282 C ,b 決武通宝 H44SX 37フ ク土 2 35 0 52 0 2 0 97 0 05 鐸 銭

283 C 346 無 文 銭 17 0 84 0 07 05

C 347 判読 不能 H42 S T 184フ ク土 2 24 0 69 0 2 16

285 C 348 142 S B 23フ ク土 0 6 02

286 C 散9 0 8 02

C 3511 無 文 銭 1 46 ST 186フ ク上 2 20 0 65 0 2 12

C %1 聖宋元宝 1 45 ST 185フ ク上 2 38 0 68 0 4 1 86 052 0 06
289 C 352 朝鮮 通 宝 144 S B 25フ ク土 2 24 0 52 0 7 1 95 063 0 07 26
290 C 3b3 判読不能 H43ピ ット内フク上 0 5 0 05 05

C 3「M 嘉祐 元 宝 置44ピ ット内フク土 2 36 1 64 0 4 1 88 0 61 0 05 27
292 C &汚 皇宋通宝 H43 S X 129フ ク土 2 27 0 5 0 595 008 12
293 C 356 天櫓通宝 2 33 0 62 0 6 1 87 0 52 0 05 22 二次焼成あり

C 
“

7 ○平○○ H42 ST 172フ ク土 2 37 0 4 0 68 008 17
C 徴お 判読不能 0 5 0 07

C 359 元豊 通 宝 J48S X96フ ク土 245 0 62 0 4 1 86 0 53 0 06 21
297 C 360 半J訪[Й凩台ヒ 145ピ ット内 フク土 2 36 063 0 2 17

C 361 2 21 065 0 2
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299 C 362 判読不能 145ピ ット内フク上 0 12 044 0 08
C 863 無 文 銭 1 78 1 12 0085
C 364 判読不能 2 20 0 79 0 12 16

302 C 365 無 文 銭 H45ピ ット内フク土 0055
C 866 判読不能 H43ピ ッ ト内 フク土 2 46 0 12 018 0 09 27

C 367 H45 S X 140フ ク土 240 0 55
305 C 368 H46 S T 186床 面 2 37 0 69 0 15

C 369 無 文 銭 J43 ST 188フ ク土 0 07

C 3Д D 判読不能 007 041 03

C Ml 至大通宝 1 46 ST 190フ ク土 2 32 0 55 0 8 065 0 09 27
309 C M2 ○武○宝 F49ピ ット内フク土 2 22 0 2 1 81 0 57 0 03

0 C 373 判読 不能 2 34 0 67 0 3

3 C 374 無 文 銭 F50ピ ット内フク上 1 85 0 68 0 05

2 C 375 景祐元宝 D51 ST 159フ ク土 2 25 05 0 1 98 0 62 0 05 21

3 C 解6 開 元通 宝 F49SF20フ ク上 2 44 0 71 0 3 2 09 06 0 06

3 C 5T 判読不能 F49 S X 142フ ク土 2 25 0 73 0 045 0 06
5 C 378 F49SD61フ ク土 1 96 0 71 0 6 10

3 6 C 379 洪武通宝 C52Ⅲ 2107 0 62 0 08 1 72 047 0 03 ◆悪銭

7 C 380 2 13 0 68 0 12 1 83 0 52 0 03 1 1

8 C 381 無 文 銭 E49 SD61フ ク土 1 86 0 355 0 095 06

9 C 382 1 46 1 21 0 09

3 0 C &B 判読 不能 F42Ⅲ 上 2 18 0 63 0 1 78 0 52 0 05 11

C 384 G49S D61フ ク土 2 43 068 0 4 1 90 0 08

322 C 385 元祐 通 宝 E49 SD61フ ク土 2 42 0 71 0 19 0 51 0 06

323 C 386 判読不能 G49SD61フ ク土 2 32 0 2 1 84 0 52 0 05 13

324 C &η 祥符元宝 E49SD61フ ク土 217 0 61 10 1 76 047 0 04
C 388 至道 元宝 G42 ST 191フ ク上 2 45 06 0 12 1 77 0 04

C 389 判読不能 G49SD61フ ク土 251 0 64 0 17 1 85 0 595 0 07 19
327 C ttЮ 2 28 0 72 0 15 1 86 049 0 07 31
C 391 無 文 銭 D49S D61フ ク土 0 06 01

C 392 G50 S X 108フ ク土 1 76 1 16 0 095

C 393 開元通 宝 E51Ⅲ 2 42 0 65 0 5 2 05 0 62 0 06

C 394 無 文 銭 F49Ш 2 15 0 2 1 84 051 0 05 07
C 395 皇宋通宝 F42 S X 144フ ク上 2 455 0 69 3 1 94 0 55 0 07

C 396 判読不能 0 01

C 397 無 文 銭 G49 S X98フ ク上 2 19 0 64 1 84 0 54 0 02 11

C 398 五 円 G50SD61フ ク土 222 0 48 5 埋土と混入か?

C 399 永楽通宝 E52ピ ット内フク土 2 54 0 58 3 2 195 0 73 0 03 27

C ▲Ю 判読 不能 E49ピ ット内フク上 5

338 C 402 永楽通宝 2 47 0 53 7 2 08 0 68 0,05

C 403 決武通宝 2 33 0 53 1 89 0 59 0 05 鋸 銭

C 404 寅 永 通宝 表 採 2 46 0 62 5 2 04 0 58 0 07

C 405 無 文 銭 D52 ST 107フ ク上 1 98 0 84 0 86

342 C ▲お 十 円 D52 ST 104フ ク上 2 35 5 魁とに混入と思われる

C 407 銭 H421 2 34 6

344 C 408 表 採 2 29 0 3

409 無 文 銭 2 13 0 3 16

Ch,77 鋳型・須恵器・上師器注記表
PL.No Fig.No 遺物 No 出土区 出土遺構 出土層 器  種 器 形 特 徴 備 考

60-1 P2193 F  50 Ⅲ 鋳  型

60--2 P2194 F  50 フク上 鋳  型

60--3 P1510 E  50 S T 177 フク土 鋳  型

60--4 P1467 E  50 ST 165 フク土 鋳  型 透かし鱒の鋳型

60--5 P2191 F  50 S B 20Pit フク土 鋳  型

60--6 62--11 P1925 H 42 S X 132 床  面 須恵器 邪
箆書き くVヽ )、 火ダスキ、

糸切り底

60--7 62--6 P2157 H 42 S X 132 床 面 須恵器 郷
箆書きくキ)、 火ダスキ、

糸切り底

60--8 62--2 P J  51 S X 81 アク土 土 師器 郭 内黒、糸切り底
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The Report on Research of Excavation about

The Historic Spot, The Namioka Castle

The  historic  spot  `The  NamiOka  Castle'  is  seated  on  Namioka lnachi,

Minamitsugaru gun,  AornOrilprefecture,  in  」apan.   A  group  of  warriors  lived

in `The Namioka Castle' and they were prOspered frOm the 15th century to the

16th  century,   People  said  they  were  a  descendant  of  CHIKAFUSA

KITABATAKE who was on a brain truster of the SOuth Dynasty.

The area M′as 230,000■f 、vide.  SO, it was cOmposed by eight parts of castle

and was  surrounded  by mOats.  They were called  SHIN― DATE,HIGASHI―

DATE,SARUGAKU―DATE,KITA―DATE,UCHI―DATE, NISHI― DATE,KENGYOH―DATE,

MU�[YOH― NC)―TATE.  Then, they have been preserving better than any other ruins.

The  research  of  excavation  has  been  prOceeding  by  the  folloMァ Ing  three

organizations, `The   Caltural  Department', `The  Educational   comission   of

Aomori―prefecture',`The  Educational  comission  of  Namioka― machi'. They  are

tied up 、vith each other.  This proieCt began in 1977,and it will be continued

to 1987. This prOieCt has two meanings.

1 .  When the research of excavation lvas ended, M′ e are going to make the

Castle to arrange for the historic park.

2 .  People 、vho are iOinning to this project  make regional people to have

the idea of protecting the cultural assets and to spread the one more and more.

NoM「 , Ⅵre Want to shoⅥ′ you the folloM/ing five results of Our research.

1 .  HOuse  style  of  15th  or  16th  century,  2 .  Protective  capabitity  of  the

castle in those days,  3 . The tools of daily life,  4 .  Relation of produc―

tivity,  5 . The  style  of  religion,etc.   For  example,  Mre  suppOse  that  p9ople
*1 *2

used to live in  `Hottatebashira tatemonoato (SB)'.   `Tateana site (ST) '

、vas used to simple house or store house or workroom systematically, In addi―

tion tO that, artesian well 、vas follo、ved by a house that 、vas made of Ⅵ/ood frame,

And the wood is named 」apanese cypress.

Then we talk about the moat and the parapet that accompanied with castle

particularly.  The moat was `Hakoyagen shape' and it was shOwed of  (ヽ 、  /) .

The depth of it llras about six Or seven meters.  And the castle had the middle
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moat into the main mOat.  It 、7aS abOut frOm three to five meters wide and three

or four meters high.  The out side of level ground had sometimes the fence or

sirnply moato   As Mァ e already  mentioned,  you  noticed` the  castle had  excellent

defensive capability.

No覇/ we M/ant to talk about the tools of daily life in those dayso  When we

dug up the ground, 、ve got plenty of ceramics.  ふ/1ost of them were related to a

dietary life.

For  example,  Celadon,   Vヽhite   Vヽare,  Blue  and  White   WVare,   Akae

(Enameled Ware) ,  etC (They were made in China) 。   さ江inO WVare, Seto

MFare,  Echizen  Vヽare,  Karatsu  Vヽare,  Suzu  Vヽare  and  Bizen  WVare,  etc

(They Mrere made′ in 」apan) .  Japanese pottery was named for old local name

that was producted.   And they have various kinds of shapes.   FOr instance,

bOlvl,  plate,  jar,  pot,  and  mortar,  etc.   Particularly  in  many  kinds  of

ceramics which were made in China vere over to 50%.It is very interesting

thing ttrhen M/e think about the trade in those days,

Vヽe preserved  the  follo、 ving  other remains,   Pan,  scissors,  」apanese sM/ord,
*3

armor,  arrOM「 head,  nail,  sickle,  and  Hiuchigane――郡rere made  of  ironi  mirror,

ornamental hairpin,hair t都 たeezers,an  ilnage  of  Buddha,  」apanese  sword  guard,
*4
Seppa and a knife attached to  the sM/ord  sheath――、vere made Of cOpperi  bo覇 ′1,

chopsticks, pail, rOund chip box and clogs― were made Of M′ Oodi hand mill, pot,

inkstone and whetstone― w`ere made of stonei and plenty of copper coins, hurnan

bones, ahimal bones, rope, etc.

As Mre already reffered to the remains, 、ve got many kings of arms.  Because

we think this ruin was the castle of the middle ages.

In addition to that 、ve had several facts.

1 .   Vヽe supposed that people had the custom of drinking tea,because Tenrnok

bowls and hand 巨�llS vヽere dug up.

2 .   Vヽe guessed that people believed in Buddhism  because of  digging up  the

irnage of Buddha, censer and bell.  And then, when we took the crdcible and

the mOld, we supposed that people had made some silnple industrial products.

This  report  was  described  a  part  of  archacological  research  about  `The

(Translated by ふ′[akihito h/1unakata)
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*Notes

l .  HOttatebashira_tatemonO:  The building which was dug some holes  and

planted the pillar directly in the grOundi

2.  Tateana sitei  The shed which ttas dug down the grOund and was rOOfed

OVer StFaW Or SOmething。

3.  Hiuchigane: A toO1 0f making firo,  It was made of steel and was

put in a piece Or wOodo  when we make a Fire, we rub it―  against a flint.

4.  Seppa, A piece Of metal ャas inserted into the part which was hitting

with a Japanese sword guard and a sheath.
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